
中　部

山 梨 県

中　　 部

甲府城下町遺跡（日向町遺跡第2地点）〔こうふじょうかまち〕※

近世城 下町　01.  11 － 02. 2　2点　 山梨県埋蔵文化財センター

甲府市

Ｏ山梨県埋文センター・：『甲府城下町遺跡（日向町遺跡第2地点）一山梨県北口駐車場建設に伴う埋蔵:2004年

山梨県教委・山梨県士地:文化財発掘調査報告書』（山梨県埋蔵文化財センター調査報告書220)　　　　:

開発公社　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

甲府城下町遺跡（甲府駅周辺土地区画整理事業地内43 街区地点）〔こうふじょうかまち〕※　　 甲府市

近世城下町　02.  7 － 02. 11　2点　 山梨県埋蔵文化財センター

Ｏ山梨県埋文センター・：『甲府城ド町遺跡一甲府駅周辺上地区画整理事業地内43街区埋蔵文化財発掘調:2004年

山梨県教委・（独）鉄道建l 査報告咨』（山梨県埋蔵文化財センター調査報告書215)

設･連輸施設整備支援機構 ｉ

‐

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

・

甲府城下町遺跡（集会所建設）に うふじょうかまちj ※　　 甲府市

近世城下町、近代都市　05.10 － 06. 11　3点　 甲府 市教育委員会・（財）山梨文化財研究所

Ｏ甲府市教委・山梨文化:『甲府城下町遺跡IV一集会所建設丁事に伴う発掘調査報告書』（甲府市文化財:2007年

財研究所 :調 査報告39）

‐

Ｉ

１

甲府城下町遺跡（甲府法務庁舎建設事業3次）に うふじょうかまち〕※　　甲府市

近世城下町　11.8 － 11.9　2点　 山梨県埋蔵文化財センター

Ｏ山梨県埋文センター・：『甲府城下町遺跡―甲府法務総合庁舎建設事業に伴う発掘調査報告書』（山梨:2013年

山梨県教委・甲府地方検:県埋蔵文化財センター調査報告書292)

察庁
１

‐

・

‐
1
1
1

‐

史跡勝沼氏館跡〔かつぬましやかた〕※　　 甲州市（旧、東山梨郡勝沼町）

中世武家館　99.4 － 99. 7、99. 12 － 00. 2　1点　 勝沼町教育委員会

Ｏ甲州市教委　　　　　：『史跡勝沼氏館跡一外郭域発掘調査報告μ（中世編）』（甲州11f文化財調査報:2009年

:告霄3）

上窪遺跡（03 年度調査）〔かみくぼ〕　　中央市（旧、中巨摩郡玉穂町）

巾|暁城館　04.  2　12点　ﾐＥ穂町教育委員会

Ｏ今村直樹　　　　　　　：「山梨・L 窪遺跡」（『木簡研究』27）

‐

‐

―

:2005 年

小井川遺跡（2次）〔こいかわ〕※　　 中央 市

近世寺院　04.  12 － 05. 3　2点　 山梨県埋蔵文化財センター

Ｏ山梨県埋文センター　：『小井川追跡Ｕ一新山梨環状道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』:2007年

：（山梨県埋蔵文化財センター調査報告書241)

1
1
1

小井川遺跡（3次）〔こいかわ〕※　　 中央市

中世寺院　05.6 － 06. 3　6点　 山梨県埋蔵文化財センター

Ｏ山梨県埋文センター　：『小井川遺跡Ⅲ一新山梨環状道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』:2008年

長 野 県

：（山梨県埋蔵文化財センター調査報告書255)

南条遺跡（綿内遺跡群）〔みなみじょう3 1 178〕※　　 長野rli

古代集落　96.9 ・ 98. 10　3点　 長野市埋蔵文化財センター

70

―

Ｉ

Ｉ



Ｏ長野市教委・長野市埋:『綿内遺跡群 南条遺跡』（長野巾の埋蔵文化財106)

文 セ ン タ ー
Ｓ

Ｉ

‐

長野県

:2005 年
：

松本城西総堀土塁跡〔まつもとじょう〕　　 松本市

近 胯城下町　08.7 － 09.3　2点　 松本市教育委員会

Ｏ松本111教委　　　　　 ：「長野県松本市 史跡松本城 西総堀士塁跡一保存整備事業に係る発掘調査・工:2010年

:事報告書」（松本市文化財調査報告205)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

Ｏ宮島義和　　　　　　卜 長野・松本城三の丸跡（西総堀土塁跡）j（『木簡研究』33）　　　　　　　12011 年

松本城三の丸跡土居尻（1 次）［まつもとじょう］【1 78】　　 松本市

近 匯城 下町・武家屋敷　91. 4 － 91.7　18点　 松本市教育委員会

０ 松 本i↑i教 委

Ｏ 竹 内 靖 長

Ｏ 松 本 巾 教 委

：『松本城三の丸跡一土居尻武家屋敷跡の発掘調査概報』

１「長野・松本城三の丸跡十居尻」（『木簡研究J19 』

:1993 年

:1997 年

：『長野県松本市 松本城三の丸跡 士居尻第1次‐ 緊急発掘調査報告書 遺物編212003年

：（木器編）』（松本市文化財調査報告169)

松 本 城 三の 丸跡 小柳 町 （2 次 ）〔まつもとじょう〕　　 松本 市

近 世城 下町　07.9 － 07. 12　7点　 松本 市 教育 委員 会

Ｏ松本市教委

Ｏ宮島義和

―

―

－

：「長野県松本市 松本城下町三の丸跡小柳町一第2次発掘調査報告書」（松本市:2009年

l文化 財調査報告199 ）

:「長野・松本城二の丸跡小柳町」（『木簡研究』31 ）

松本城下町跡伊勢町（11 次）〔まつもとじょうかまち〕【1 78】

近世城下町　96.  12 － 97. 1　8点　 松本市教育委員会

Ｏ松本｢lf教委

Ｏ竹原学

松本市

―

－

Ｉ

:2009 年

ｌ「松本城下町跡 伊勢町第8・9・12次 本町第い2 次一平成8年度試掘調査報告:1997年

:書』（松本市文化財調査報告129)

:「長野・松本城 下町跡伊勢町」（「 木簡研究」29 ）

松本城下町跡伊勢町（14 次）〔まつもとじょうかまち〕1178 】

近世城下町　97.6 － 97. 7　2点　 松本市教育委員会

Ｏ 松 本 市 教 委

Ｏ 廣111？,和 子

松本市

Ｉ

Ｉ

Ｉ

:2007 年

：『松本城下町跡 本町第3・4次 伊勢町第14～17次一平成9年度試掘調査報告書』:1998年

：（松本市文化財調食報告132)

曰 長 野・松本城 Ｆ町跡伊勢町」（『木簡研究』27 ）

松本城下町跡伊勢町（16 次）〔まつもとじょうかまち〕【1 78】

近 世城下町　97.8 － 97. 10　7点　 松本市教育委員会

Ｏ松本巾教委

Ｏ竹原学

松本市

‐

‐

‐

:2005 年

：『松本城下町跡 本町第3・4次 伊勢町第14～17次一平成9年度試掘調査報告書』:1998年

：（松本市文化財調査報告132)

曰 長野・松本城下町跡伊勢町バ『木簡研究』29）

松本城下町跡本町（4 次）〔まつもとじょうかまち〕【179 】

近世城下町　97.  1卜97.  12　7,点　松本市教育委員会

Ｏ松本市教委

Ｏ竹原学

松本巾

―

‐

―

12007年

：『松本城下町跡 本町第3・4次 伊勢町第14～17次一平成9年度試掘調査報告耆』:1998年

：（松本市文化財調査報告132)

曰 長 野・松本城下町跡本町」く『木簡研究』29 ）

松本城下町跡六九（4 次）〔まつもとじょうかまち〕【1 79】　　 松本巾

近 蹶城 Ｆ町　00.9 － 00. 10、01.2 － 01.4　12点　 松本市教育委員会

Ｏ松本111教 委

Ｏ太旧万轟f･

1
1
1

:2007 年

：『松本城下町跡 六九第4 次緊急発掘調査報告書』（松本巾文化財調査報告160):2002 年

ｉ「長野・松本城‘ド町跡六九」（『木簡研究』26 ）　　　　　　　　　　　　　　　12004 年

松本城下町跡六九（5次）〔まつもとじょうかまち〕

近世城下町　03.6　1 点　 松本市教育委員会

Ｏ太田万μ了･

松本市

:r 長野・松本城下町跡六九j（『木簡研究』26 ）

松本城下町跡宮村町（2次）〔まつもとじょうかまち〕

近 歐城下町　04.  3　1点　 松本市教育委員会

０太|||万 喜子

０松本lb 教 委

松本市

:r 長野・松本城下町跡宮村町j （『 木簡研究』26 ）

:2004 年

:2004 年

ｉ『長野県松本巾 松本城ド町跡宮村町第2次・天神西遺跡第2次一緊急発掘調査:2005年

i報告 ぷ』（松本巾文化財調食報告179)

-  71  -

‐

‐

Ｉ



中　 鄙

松本城下町跡小池町（1次）〔まつもとじょうかまち〕　　 松本市

近 世城下町　06.  2 － 06. 4　1点　 松本市教育委員会

Ｏ松本巾教委　　　　　　：『長野県松本市 松本城下町跡小池町―第１次発掘調査報告書』

:財調査報告190)

Ｏ竹原学　　　　　　　　ド 長野・松本城ド町跡小池町」（『木簡研究』29）

松本城下町跡飯田町（1 次）〔まつもとじょうかまち〕　　 松本111

近世城下町　08.4 － 08.6　1点　 松本llj教育委員会

Ｏ松本lli教委

Ｏ宮鳥義和

(松本巾文化:2007年
:

' 2007年

：『長野県松本市 松本城下町跡飯田町一第１次発掘調査報告弁』（松本市文化:2010年

:財 調 査報告202 ）

:「長野・松本城城ド町跡飯田町」（『木簡研究』32 ）

殿村遺跡（1次）〔とのむら〕　　 松本市

中世性格不詳　09.9 － 10. 1　2点　 松本ili教育委貝会

ｏ松本巾教委　　　　　　：「長野県松本巾 殿村遺跡一第1次発掘調査概報亅（松本市文化財調査報告208)

ｏ宮島義和　　　　　　　：「長野・殿村遺跡」『r木簡研究』33）

恒川遺跡c ごんが3【1 79】　　 飯川市

占代集落・官衙　81. 12　82.3　1,ａ　 飯田「li教育委員会

ｏ小林正春　　　　　　　凵 長野・恒川遺跡」（『木簡研究』4）

ｏ飯川市教委　　　　　　：『恒川遺跡群（官衙編）ｊ

ｏ飯田11f教委　　　　　ir 恒川辿跡群一恒川Ａ地籍出上木製品編』

‐

‐

‐

:2010 年

:20H 年

:20H 年

:1982 年

:2007 年

:2008 年

上原城下町遺跡〔うえはらじょうかまち3 ※　　 茅野市

中世城館　04.  A － 04. 7　1点　 茅野市教育委員会

Ｏ茅野市教委　　　　　 １『上原城下町遺跡－ｙ成16年度茅野市播摩小路土地区両整理事業に伴う緊急発:2005年

:掘調査報告書』

地家遺跡c ぢけJ　　 佐久市

中世々院　10.  <1り0.  12　1点 （財）長野県文化振興事業団艮野県埋蔵文化財センター

ｏ長野県埋文センター　 １『長野県埋蔵文化財センター年報27 201 Oj

ｏ若林卓　　　　　　　　：「艮野・地家遺跡」「a’木簡研究」 33）

八幡遺跡群社宮司遺跡〔やわたいせきぐんしやぐうじ〕り80 】　　 キ曲市（|口、更埴d了）

古代集落　01.4 － 01. 12　1点 （財）長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財セン ター

ｏ長野県埋文センター　：『長野県埋蔵文化財センター年報18 2001年j

o か内賢美子　　　　　　：「艮野・八幡遺跡群杜宮司遺跡」（『木簡研究』24）

Ｉ

－

‐

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

201

201

1年

1年

:2002 年

:2002 年

ｏ長野県埋文センターり『一般岡道18a 坂城更埴バイパス埋蔵文化財発掘調食報告書 杜宮司遺跡ほかだ2006 年

国ｈ交通省関東地方整備:（艮野県埋蔵文化財発掘調査報告書78）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
局　　　　　　　　　 ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

東條 遺跡 （06 年 度 調査 ）〔ひがしじょう〕　　 千 曲 市

中 世集落　06. む06.  12　1 点 （財）長 野県 文化振 興 事業団 長野 県埋 蔵 文化 財セ ンタ ー

Ｏ岡村秀雄　　　　　　　：「艮野・東條遺跡」（『 木簡研究』29 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2007 年

Ｏ 長野県埋文セン ター・：『 一般国道18 号 （坂城更埴バイパス）埋蔵文化財発掘調食報告書3一 千曲市内:2012 年

国 ｔ交通?i 関 東 地方整備1そ の3 一 束條遺跡ほか（本文編囗 図版編）』（長野県埋蔵文化財センター発掘:

局長野国逆事務所 :調査 報告2?92)
―

Ｉ

Ｉ

東條 遺跡 （07 年 度 調査 ）C ひ がしじょう〕　　 千曲 市

中 世集落　07.4 － 07. 11　1点 （財）長野 県文 化振 興事 業団 長野 県埋 蔵 文化財 セ ンタ ー

Ｏ岡村秀雄　　　　　　　: 「長野・東條遺跡」（『 木簡研究』30 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2008 年

Ｏ 長野県埋 文セン ター・：「 一般岡道18 号 （坂城更埴バイパス）埋蔵文化財発掘調査報告書3一 千曲市内:2012 年

国 上交辿省開東地方整備iそ の3 一 束條遺跡ほか（本文編囗 図 版編）』（長野県埋蔵文化財セン ター発掘:

局長野国道･lf務 所 :調査報告書92）

－72 －

１

－

―



:1938 年

:194‘1年

:2007 年

73

岐 阜 県

鷺山遺跡群 正明寺城之前遺跡〔さぎやま しょうめいじしろのまえ〕
中欧居館　02. 1卜03.  3　2点 （財）岐阜市教育文化振興事業団

岐阜市

岐阜県

Ｏ岐阜市教育文化振興事:『 鷺山遺跡群一岐Q 涓丿都Ili計 画事業鷺山・下ｔ居土地|ヌ乙画整理事業における区:2012 年

業団

０梅村大輔

:両道路建設に伴う緊急発掘調査（第2分冊）正明寺城之前遺跡』（岐阜市教育:

:文化振興事業団報告書19）

:「岐阜・正明寺城之前遺跡」（『木簡研究』35 ）

Ｉ

Ｉ

Ｉ

:2013 年

鷺 山蝉遺 跡 〔さぎやませみ〕　　 岐 阜 市

中 世居館　03.  12 － 04. 3　1点 （財 ）岐阜 市教 育文化 振 興 事業団

ｏ朝田公年　　　　　　　：「岐 阜・鷺山蝉遺跡」（『木簡研究』27 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2005 年

ｏ岐 喘市教育文化振興事:『 鷺山蝉・鷺山仙道遺跡一岐叺111鷺 山第二土地区画整理事業に伴う緊急発掘調:2007 年

業しj　　　　　　　　　　i 食』（岐阜市教育文化振興 嘔業団報告書15）　　　　　　　　　　　　　　　　　i

大 垣 城跡 ・城 下町 跡 （俵町 地区 ）〔おおがきじょう・じょうかまち〕　　 大垣 市

近1坎城 下町　06.  11　1 点　 大垣 市教 育委 員会

ｏ人ま心b･教委　　　　　　：『大垣市埋蔵文化財調査概要一孚成18 年 度』（大垣市文化財調査報告書45）　:2007 年

ｏ高川康成　　　　　　　:r 岐 阜・大垣城跡・城下町j （『木簡研究』31 ）　　　　　　　　　　　　　　　:2009 年

大 垣 城跡 ・城下 町 跡 （新馬 場町 地内 ）〔おおがきじょう・じょうかまち〕　　 大垣 市

近世 武家 屋敷　08.  1　2 点　 大垣 市教 育委員 会

ｏ人jrilli教 委　　　　　　：【大垣市埋蔵文化財調査概要一平成】9年 度』（大垣市文化財調査報告書46 ）

ｏ高倒康成　　　　　　　：「岐阜・大垣城跡・城下町」（「木簡研究亅32 」

:2009 年

:2010 年

野内遺跡（Ｃ地区）lのうち］　　 高山市

占代集落　06.4 － 06.9　1点 （財）岐阜県教青文化財団文化財保護センター

Ｏ岐Q.県文化財保護セン:『野内遺跡Ｃ地区（第1分冊）（第2分冊）』（岐阜県文化財保護センター調査報:2012年

ター

Ｏ近藤人典

:告 書122)

:「岐 阜.・野内遺跡Ｃ地区」（『木簡研究』35 ）

‐

ｌ

‐

:2013 年

弥 勒寺 西遺 跡 〔みろくじにし〕【1 81 】　　 関 市

占代 祭祀 遺跡　02.3 － 02.9　5 点　 関 市教 育委員 会

ｏ田中弘志　　　　　　　：「岐阜・弥勒寺西遺跡」（「木簡研究」25 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

o ll］中弘志　　　　　　　ir 岐 阜・弥勒寺西遺跡（第二五g･）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』26 ）　 ■2004年

ｏ関IFti教 委　　　　　　　１『弥勒寺遺跡群 弥勒寺西遺跡一関市円空館建設に伴 う発掘調査』（関111文 化12007 年

:財 調査報告23 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

ｏ田中弘志　　　　　　　ｉ「岐阜・弥勒寺西遺跡（第二六号）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』32 ）　 ■2010年

柿 田遺 跡 （99 年 度 調査 ）〔かきだ〕【181 】　　 可児 市・ 可児郡 御 嵩町

中 世集落　99.5 － 00. 3　4点 （財）岐阜 県 教育 文化 財団 文 化財 保護 セン ター

ｏ近藤人典　　　　　　　：「岐阜・柿田遺跡」（「木簡研究」23 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2001 年

０岐阜県教育文化財団 文1『 柿田遺跡（第1分 冊 本文編1）（第4 分 冊 遺物図版編）（第7分 冊 遺物写貞図;2005 年

化 財保護センター　　　; 版 編）亅（岐阜県教育文化財Uj 文化財保護センター調査報告さ92 ）　　　　　　1

柿田遺跡（00年度調査）｛かきだ] [ I 81訂1　　 可児市
占代集落・水田　00.7 － 01.3　1点 （財）岐阜県教育文化財団文化財保護センター

Ｏ近藤 大典

化財保護センター

:「岐 叺・柿田遺跡」（『木簡研究』24)

:『 柿 旧遊跡（第1 分冊 本文編l ）（第4分 冊 遺物図版編）（第7 分

り汳編）』（岐阜県教育文化財団文化財保護センター調査報告書92）

:2002 年

Ｉ

Ｓ

Ｏ岐I;･.県教育文化財l爿文:『柿旧遊跡（第1分冊 本文編l）（第4分冊 遺物図版編）（第7分冊 造物写真図:2005年

Ｏ岐叺県

Ｏ辻善之助

Ｏ 養 老町教委

蛇持柿経発見地〔じゃもちこけらきょうはっけんち〕【1 81】※

中世寺院　1933 年2 月　299 点以上　 工事中

養老郡養老町（旧、養老郡小畑村）

：『岐阜県史蹟名勝天然記念物調査報告書7』

:『 日本仏教史 第1巻 ヒ世箟』岩波霄店

：『養老町遺跡詳細分布調査報告ぶ』（養老町埋蔵文化財調査報告書4）



中　部

浦畑遺跡［うらはた］　　可児郡御嵩町

近世ヵ近代ヵ集落　01.5 － 03. 12　1点 （財）岐叺県教育文化財団文化財保護センター

Ｏ岐阜県教育文化財団文:「上恵上城跡・浦畑遺跡（本文編）（図版編）』（岐阜県教育文化財団文化財保:2006年

化財保護センター

Ｏ近藤大典

:護 センター調査報告笞101）

卜 岐阜・浦畑遺跡」（『木簡研究』30）

74

Ｉ

Ｉ

Ｉ

匳O8 年



静 岡 県

東　　 海

静岡県

駿府 城内 遺 跡［すんぷじょうない］　　 静 岡 市

中 世城館　07.6 － 07. 12　7点 （財）静岡 県埋 蔵文 化財 調 査研 究所

Ｏ河合修　　　　　　　　 ：「静岡・駿府城内遺跡」（『木簡研究』30 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:2008 年

Ｏ静岡県埋文調査研究所
ｉ『
駿府城内遺跡一平成19 年度 静岡地簡裁庁舎敷地埋蔵文化財発掘調査業務に伴■2009年

り 埋蔵文化財発掘調査報告書』（静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告203)　i

ケ イセイ 遺 跡 （7 次 ）〔けいせいJ　　 静 岡,れ

占代 官 衙関連 ・ 祭祀遺 跡　06.11 － 07.3　18 点　 静 岡 市教育 委員 会

Ｏ天石夏実　　　　　　　：「静岡・ヶイセイ遺跡」（『木簡研究』30 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:2008 年

Ｏ 静|周市教委　　　　　　｜『ヶイセイ遺跡一第7 次発掘調査報告書』（静岡巾埋蔵文化財調査報告）　　　12009 年

Ｏ静岡市教委　　　　　　卩 ヶイセイ遺跡一文字資料編』（静岡市埋蔵文化財調査報割　　　　　　　　･  2012年

ケ イセ イ遺 跡 （8 次 ）〔けいせい〕　　 静岡「打

占’代官 衙関 連・ 祭祀 遺跡　08.4 － 08. 11　H 点　 静岡 市教 育委員 会

Ｏ天石夏実　　　　　　　: 「 静岡・ヶイセイ遺跡」（「木簡研究亅31 」　　　　　　　　　　　　　　　　　:2009 年

Ｏ静岡 市‘教委　　　　　 ：『ヶイセイ遺跡一第8 次・第10 次 発掘調査報告書』（静岡市埋蔵文化財調在報:2012 年

:件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

Ｏ静岡111教 委　　　　　　：「ヶイセイ遺跡一文字資料編」（静岡111埋蔵 文化財調査報告）　　　　　　　　:2012 年

伊場遺跡（3次）［いば］11 84】　　 浜松市

占’代官衙　69. 12 － 70. 12　5点　 浜松巾教育委員会

Ｏ浜松市教委　　　　　　：『伊場追跡 第3次発掘調査概報』

０伊場遺跡調査団・浜松:「伊場遺跡出土文字集成（概報）』

Ili遺跡調査会　　　　　ｉ

ｏ浜松市教委・浜松市遺:r 伊場遺跡出土文字集成（概報）2』

跡調食会　　　　　　　　ｌ

ｏ浜松市郷上博物館・浜:『伊場木簡』（伊場遺跡発掘調査報告書l）
松 市教委

Ｏ東野治之

Ｉ

Ｉ

Ｉ

｜「伊場遺跡出土の木簡」（奈文研『第1回 木簡研究集会記録』）

Ｏ浜松巾郷上博物館・浜: 『伊場遺跡 遺構編』（伊場遺跡発掘調査報告町2）

松市教委
―

Ｉ

Ｉ

Ｏ浜松市郷士博物館り剣『伊場遺跡 遺物編2』（伊場遺跡発掘調査報告書4）

松市教委　　　　　　　！

Ｏ静岡県

Ｏ木簡学会編

｜『静岡県史 資料編4 古代』

：『|| 本 古代木簡選』岩波書店

ｏ浜松市生涯学習課・奈|『伊場遺跡 総括編（文字資料 一時代別総括リ（伊場遺跡発掘調査報告書12）
文研　　　　　　　　　　　：

ｏ鈴木敏員I卜 渡辺地宏　｜r 静岡・伊場遺跡（第一号）・釈文の訂IEと追加j（『木簡研究』30）

伊場遺跡（4次）〔いぱ〕【185 】　　 浜松di

古代官衙　71.6  - 72.3　23 点　 浜松市教育委員会

Ｏ伊場遺跡調査団・浜松:『伊場追跡出土文字集成（概報）』

澎遺跡調査会　　　　　　：

０浜松11f郷土博物館・浜j『伊場 第･1次発掘調査月報合本（1～6 調査成果要旨）』

松Ilj’教委　　　　　　　　：

Ｏ浜松1111教委・浜松市遺i『伊場遺跡出-l:文字集成（概幗）2』

跡調査会
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ浜松ili郷 土博物館・浜:『 伊場木簡』（伊場遺跡発掘調査報告書1）

松市教委　　　　　　　 ｌ

Ｏ東野治之 :「伊場遺跡出上の木簡」（奈文研『第1『亘1木 簡研究集会記録』）
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:

| 1976 年

:1977 年
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Ｏ浜松市郷上博物館・浜:『伊場遺跡 遺構編』（伊場遺跡発拙調査報告書2）
松市教委

Ｉ

Ｉ

－

Ｏ浜松di 郷 七博物館・浜:

松巾教委

Ｏ静岡県

Ｏ木簡学会編

‐

―

‐

『伊場遺跡 造物編2』（伊場遺跡発掘調査報告書4 ）

ｉ『静岡県史 資料編4 古代』

：『日本古代木簡選』岩波書店

Ｏ沖森卓也・佐丿籐信編　 ｉ「上代木簡資料集成」お うふう

Ｏ浜松111生涯 学習課・奈:『 伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）亅（伊場遺跡発掘調査報告書12 ）

文研

Ｏ鈴木敏則・渡辺兄宏

Ｉ

Ｉ

Ｉ

：「静岡・伊場追跡（第 一号）・釈 文の訂正と追加」（『木簡研究』30 ）

伊場遺跡（6・7 次）〔いぱ〕【1 85】　　 浜松市

古代官衙　72.  10 － 73. 6、73. 7 － 74. 11　48点　 浜松市教育委員会

Ｏ浜松l↑i教委　　　　　　：『伊場辿跡出土文字集成（概報）２Ｊ

Ｏ浜松「↑i郷上博物館・浜:『伊場遺跡 第6・7次発掘調査既報』

松市教委
―

‐

‐

Ｏ浜松巾郷土膊物館・浜:『 伊場木簡』（伊場遺跡発掘調査報告書1）

松市教委

Ｏ東野治之

―

‐

Ｉ

:「伊 場遺跡出土の木簡」（奈文研「第1回 木簡研究集会記録」）

Ｏ浜松市郷士博物館・浜:『伊場遺跡 遺構編』（伊場遺跡発掘調査報告書2）

松市教委
－

―

‐

Ｏ浜松市郷上博物館・浜i『 伊場遺跡 遺物編2』（伊場遺跡発拙調査報告書4 ）

松市教委

Ｏ静岡県

Ｏ木簡学会編

‐

卜

―

：『 静岡県史 資料編4 占代』

ｉ『 日本古代木簡選』岩波書店

ｏ沖森卓也・佐藤信編　 ：『 上代木簡資料集成』おうふう

ｏ浜松r↑i生 涯学習課・奈:『 伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）

文研

Ｏ鈴木敏則・渡辺兄宏

‐

‐

―

:「 静岡・伊場遺跡（第 一号）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』30 ）

伊場遺跡（9次）｛いば｝1185 】　　 浜松41

古代官衙　75. 10 － 76. 3　13点　 浜松市教育委員会

Ｏ川江秀孝　　　　　　　:「静岡・伊場遺跡」（「木簡研究JI 」

Ｏ浜松市郷十博物館・浜:『伊場遺跡 遺物編2』（伊場遺跡発掘調査報告書4）

松市教委

Ｏ浜松11f博物館

Ｏ静岡県

Ｏ木簡学会編

Ｏ沖森卓也・佐藤信編

Ｏ浜松市教委

Ｉ

‐

―

：『 伊場遺跡 第8 ～13 次発 掘調査既報』

μ 静岡県史 資料編4 古代Ｊ

ｉ『 口本占代木簡選』岩波書店

i『1 二代木簡資料集成』おうふう

:1977 年

i

:1980 年
1

; 1989 年

:1990 年

り994 年

:2008 年

i

:2008 乍

:1973 年

:1975 年
:

:1976 年

；

:1976 年

:1977 年

:

:1980 年
:

:1989 年

:1990 年

:1994 年

:2008 年
:

:2008 年

り979 年

:1980 年

i

:1981 年

; 1989 年

11990 年

:1994 年
：『伊場

遺跡 補遺編（第8 ～13 次調 査遺構・自然遺物）』（伊場遺跡発掘調査報:2007 年

:告#11)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

i『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）12008 年

:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
｜ －.,.--.ミ　･．．．． ．．．　 －　－　　　　　　　　　　－　　　　　－　　　　　　　｜

Ｏ浜松巾生涯学習課・奈i『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）
文研　　　　　　　　　　　：

Ｏ鈴木敏則・渡辺晃宏　ｉ「静岡・伊場遺跡（第･･剔 ・釈文の訂正と追加）（『木簡研究』30）

伊場遺跡（11 次）〔いば3【185 】　　 浜松市

古代官衙　77.7 － 77. 11　13点　 浜松市教育委員会

Ｏ川江秀孝　　　　　　　：「静岡 引尹場遺跡」（『木簡研究JI 』

Ｏ浜松市郷上博物館・浜|『伊場遺跡 遺物編2』（伊場遺跡発掘調査報告14 ）

松市教委

Ｏ浜松市博物館

Ｏ静岡県

Ｏ浜松llf教委

‐

‐

‐

：『伊場遺跡 第8～13 次発 掘調査概報』

ｉ『静岡県史 資料編4 古代』

:2008 年

11979 年

:1980 年

11981
年

; 1989 年

：「伊場遺跡 補遺編（第8～13次調査遺構・自然遺物）』（伊場遺跡発掘調査報:2007年

1告耆11）

ｏ浜松市生涯学習課・奈|『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告m2)

文研　　　　　　　　　　：

ｏ鈴木敏則・渡辺晃宏　ir 静岡・伊場遺跡（第 一号）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』30）

伊場遺跡（12 次 －1期）〔いば〕I I 86】　　浜松「↑i

古代官衙　78. 5 － 78. 7　5点　 浜松市教育委員会

-  76 -
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Ｏ浜松巾郷上陣物館り剛『圃鉄東海道線線路敷地内埋蔵文化財発掘調査報告書一伊場遺跡

松df教委　　　　　　　　|調査概報』

Ｏ川江秀孝　　　　　　　:「静岡・伊場遺跡」（『木簡研究』1）

O 浜松df郷Ｌ叫物館・浜:『伊場遺跡 遺物編2』（伊場遺跡発掘調査轍告窖4）
松 巾 教 委

０ 浜 松I↑叶専物 館

０ 静 岡 県

０ 浜 松 市 教 委

Ｉ

Ｉ

Ｉ

:1 伊場遺跡 第8～13次発掘調査既報亅

ｉ「静岡県史 資料編4 占代」

静岡県

第12 次の1 期:1979 年
:

:1979 年

:1980 年

:1981 年

り989 年

：『伊場遺跡 補遺編（第8～13次調査遺構・自然遺物）』（伊場遺跡発掘調査報:2007年

:告書目）

Ｏ浜松巾生涯学習課・奈:『伊場辿跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘凋査報告書12）

文研

Ｏ鈴木敏則・渡辺兄宏

Ｉ・
｜
：
「節 岡 ・ 伊 場 遺 跡 （ 第･･ り･）・ 釈 文 の 訂IE と 追 加 」（『 木 簡 研 究 』30 ）

伊場遺跡（12 次 －2期）〔いば〕【1 86】　　 浜松市

占代官衙　78.9 － 78. H　I点　 浜松市教育委員会

ｏ川江秀孝　　　　　　　：「静岡・伊場遺跡|（r木簡研究）1）

ｏ浜松市郷上博物館・浜:『伊場遺跡 辿物編2』〔伊場遺跡発掘調査報告ｘ4〕

松11f教委

０浜松巾博物館

０静岡県

０木簡学会編

０沖森･;(皀 ・佐藤信編

Ｏ浜松巾教委

1
1
6

１「伊場遺跡 第8～13 次発掘調査概報」

｜r 節岡県史 資料編1 占代』

：「卩本占代木簡選丿 岩波耆店

:『jl 代木簡資料集成』お うふう

１

１

‐

>2008 年

・
1
' 2008 年

:1979 年

:1980 乍

;1981 年

り989 年

11990 年

:1991 年

｜『伊場遺跡 補辿編（第8～13次調査辿構・白然遺物）』（伊場辿跡発掘調食報12007年

戸 川　　
… … ……　 ＿… …… ………

｜
Ｏ浜松Ili生 涯 学翼踝・奈1『 伊場辿跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12)  j  2008年

文研　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

Ｏ鈴木敏1111 ・ 渡辺 兄宏　 ｉ「静岡・伊場遺跡（第一g･）・釈文の訂iE と 迫加」（『木簡研究』30 ）　　　　　 ■2008年

城 山遺 跡 （2 次 ）〔しろやま〕[ I 86】　　 浜松 市 （旧、 浜名 郡 可美村）

占代官 衙　77.  I卜77.  12　5 点　 浜松Iり博 物館 ・ 可美 村教 育 委員 会

０川il:秀 孝　　　　　　　 冂 静岡・城山遺跡j 『r木簡研究』1 ）

o 1111村教 委　　　　　　：『静岡県浜名郡可芙村 城山遺跡調介報告書』

０静岡県　　　　　　　 ：冫静岡県史 資料編･1 占代亅

０浜松Ili生涯 学習課・奈:「 伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書）2）

夊研　　　　　　　　　　　：

城山遺跡（3次）〔しろやま〕【186 】　　 浜松市（|日、浜名郡可美村）

古代官衙　79.  12 － 80. 3　34点　 浜松市博物館・可美村教育委員会

Ｏ辰巳均　　　　　　　　:1静岡・城山遺跡1（『木簡研究』2）

Ｏ可１村教１　　　　　　１『静岡県浜名郡可美村 城山遮跡調査報告XFJ

O 静岡県　　　　　　　　ｌ『静岡県史 資料編4 占代』

Ｏ木簡学会編　　　　　　：『［|本占代木簡選］岩波書店

Ｏ沖森卓也・佐藤Ｕ編　｜『ll代木簡資料集成』おうふう

Ｏ浜松巾生涯学習課・奈:『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括り（伊場遺跡発掘調介報告*12)

攵研　　　　　　　　　　　：

城山遺跡（4次）Ｊしろやま〕11 86】※　　 浜松1¶j（11）、浜名郡可美村）

占代官衙　80.  7　80.9　1 点　 浜松I旧専物館・可美村教育委員会

ｏ ･･Ix2村教委　　　　　　：「静岡県浜名郡可美村 城山追跡調査報告al」

ｏ静岡県　　　　　　　　：「静岡県史 資料編1 占代Ｊ

ｏ沖森I;1也・佐藤信編　｜r 上代木簡資料集成j おうふう

ｏ浜松巾生涯学習課・奈:『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調食報告書12）

文研
－

‐

１

城山 遺跡 （6 次 ）［しろやま］※　　 浜松I↑i（ 旧、 浜名郡 可美 村）

､II･代 官 衙　95.8 － 95. 11　1点　 浜松 市博物館

Ｏ浜松Ilj文化 協会　　　　：『城山追跡Vlj

（）浜松11μljlﾐ学 習課・奈:『 伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）

攵研　　　　　　　　　　　ｌ
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11980 年
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! 1989 年

:1990 年

11994 年
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１

: i98i 年

: 1989 年

:1994 年

:2008 年

:1997 年
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東　海

梶子遺跡（6 次）〔かじこ〕【1 86】　　 浜松市

古代官衙　82. 5 － 82. 12　4点　 浜松市教育委員会

ｏ浜松r卜陣物館・浜松市:『国鉄浜松工場内（梶了･）遺跡 第V1次発掘調査概報』

遺跡調査会

Ｏ漆畑敏

Ｏ静岡県

‐

－

―

｜「静岡・梶子遺跡」（「木簡研究」5 ）

:「 静岡県史 資料編4 古代」

Ｏ浜松市生涯学習課・奈|『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）

文研　　　　　　　　　　：

梶子遺跡（9 次）〔かじこ〕【186 】　　 浜松市

古代集落・官衙　92.  7 － 92. 12　12点 （財）浜松市文化 協会・浜松市博物館

Ｏ鈴木敏則・鬼頭清明　: 「静岡・梶子遺跡」（『木簡研究』15）

Ｏ浜松酊博物館・浜松市:『梶子遺跡Ⅸ』

文化協会
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ原秀三郎・山中敏史・：

仁藤敦史

Ｏ木簡学会編

Ｉ

Ｉ

Ｉ

「静岡県古代史料 追補2」（「静岡県史研究」10 ）

:『「=1本 古代木簡集成」東京大学出版会

Ｏ浜松巾生涯学習課・奈:『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）
文研

―

―

・

梶子遺跡（13 次）｛かじこ｝　　 浜松市

古代集落・官衙　10.6 － 10. 11　3点 （財）浜松 市文化振興財団・浜松市文化財課

Ｏ井口智博　　　　　　　：「静岡・梶子遺跡」（『木簡研究』33）

Ｏ浜松lfi教委・浜松市文:「梶子遺跡13次亅

化振興財団
Ｉ

Ｉ

梶子北遺跡〔かじこきた〕【187 】　　浜松市
古代官衙　94.4 － 95.7　15点 （財）浜松市文化協会・浜松市博物館

Ｏ鈴木敏則　　　　　　　：「静岡・梶爿ﾋ遺跡」（「木簡研究亅17」

Ｏ浜松市博物館・浜松41:「梶子北遺跡（遺構編）』
文化協会

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ浜松lti博 物 館・浜松市:『 梶子北遺跡（木器編）』

文化協会
‐

‐

‐

Ｏ浜松市博物館・浜松巾:『梶子北遺跡

文化協会

‐

‐

‐

(遺 構編写真図版) 』

Ｏ浜松lti博物 館・浜松i例 「梶子北遺跡（遺物編図版）亅

文化協会

‐

‐

―

ｏ浜松lti博 物 館・浜松,liir 梶 子北遺跡（遺物編本文）』

文化協会
―

¶

－

Ｏ浜松市生涯学習課・奈:「伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）
文研

ｌ

ｌ

！

中村遺跡（99 年度調査）［なかむら］【1 87】　　 浜松市

占代中世官衙関連　99.  11 － 00.3　11点 （財）浜松市文化協会・浜松市博物館

Ｏ鈴木敏則　　　　　　　：「静岡・中村遺跡」（『木簡研究』22）

Ｏ浜松市博物館・浜松市:「巾村遺跡（遺構写奥図版編）』

文化協会
－

‐

‐

Ｏ浜松市博物館・浜松市:

文化協会
－

‐

―

Ｏ浜松,t了博物館・浜松市:

文化振興財団

Ｏ木簡学会編

‐

―

‐

『中村遺跡（遺構実測図版編）』

「梶子北「」三永）・中村遺跡（井戸・木製ぶ1編）』

：『 凵本古代木簡集成亅 東京人学出版会

Ｏ浜松市博物館・浜松市:『 巾村迫跡（占墳・奈良時代編）』

文化協会
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ浜松市生涯学習課・奈:「伊場辿跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）

文研　　　　　　　　　　：

中村遺跡（00 年度調査）〔なかむら〕【1 87】　　 浜松市

古代官衙　00.4 － 01.3　3点 （財）浜松 市文化協会・浜松市博物館

Ｏ浜松巾博物館・浜松市:「中村遺跡（遺構写真図版編）』
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11995 年
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i
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｜
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1
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１
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文化協会

Ｏ鈴木敏則

Ｉ

－

‐

卜 静岡・中村遺跡」（『木簡研究』23 ）

Ｏ浜松市博物館・ 浜松市:『 梶子北（三永）・中村遺跡（井戸・木製品編）』

文化協会　　　　　　　　 ：

Ｏ浜松市博物館・ 浜松,li:「 中村遺跡（遺構実測図版編）』

文化協会　　　　　　　　 ：

Ｏ浜松 市教委・浜松ili文|『巾村遺跡（古墳・奈良時代編）』

化振興財団
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ浜松市生涯学習課・奈:

文研
Ｉ

Ｉ

『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘凋査報告書12）

中村遺跡（02 年度調査）〔なかむら〕【1 87】　　 浜松市

占代～近世河川　02.8 － 03. 3　7点 （財）浜松市文化協会・浜松市博物館

Ｏ鈴木敏則　　　　　　　:「静岡・中村遺跡」（『木簡研究』25）

Ｏ浜松市博物館・浜松巾|『中村遺跡（南伊場地区）一井戸・木製品編』

文化協会
―

―

‐

Ｏ浜松市教委・浜松市文:『中村遺跡（古墳・奈良時代編）』

化振興財団
Ｓ

Ｉ

Ｉ

Ｏ浜松市生涯学習課・奈:『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）

文 研

‐

―

―

大蒲村東Ｉ遺跡〔おおかばむらひがし〕　　浜松「ti
占代河川　04. 2、04. 3　5点 （財）浜松市文化協会・浜松市博物館

ｏ浜松「ti博物館・浜松市:『大蒲村束Ｉ・ｎ遺跡』
文化協会

Ｏ鈴木敏則

－

‐

‐

:「静岡・大蒲村東Ｉ遺跡」（『木簡研究』27 ）

Ｏ浜松市生涯学習課・奈:『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘調査報告書12）

文研
―

‐

‐

中屋遺跡〔なかや〕　　 浜松市（旧、浜北市）

中 世居館　04. 5 － 05. 3　10点 （財）静岡県埋蔵文化財調査研究所

Ｏ武田寛生　　　　　　　：「静岡・中屋遺跡」（『木簡研究』28）

‐

―

‐

静岡県

12001 年

12002 年

・
1
■ 2002 年

｜1
12006 年

｜

;2008 年

！

:2003 年

:2004 年

:

:2006 年

:

:2008 年
：

:2004 年
:

:2005 年

:2008 年
：

:2006 年

Ｏ静岡県埋文調査研究所：「中屋遺跡（第1 東名No. 130地点）一第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘:2010年

:調査報告書 浜松ili － 2 （第1分冊囗 第2分冊）』（静岡県埋蔵文化財調査研究㈲

:調食報告234)

東前遺跡〔ひがしまえ〕　　浜松巾

古代官衙　06. 7 － 07. 3　1点 （財）浜松 収文化振興財団・浜松「t了文化財担当課

ｏ鈴木敏則　　　　　　　：「静岡・東前遺跡」（『木簡研究』29）

ｏ浜松rli生涯学習課・奈:『伊場遺跡 総括編（文字資料・時代別総括）』（伊場遺跡発掘凋査報告書12）

攵研
‐

Ｉ

Ｉ

Ｏ浜松市文化振興財団 ぺ『静岡県浜松111呶前遺跡ⅡJU 尹場遺跡発掘調査報告書12』

浜松111教 委

‐

Ｉ

Ｉ

鳥居松遺跡（5次）［とりいまつ］　　 浜松市

占代穴衙　08.  1 － 08. 6　5点 （財）浜松市文化振興財団・浜松市文化財担当課

Ｏ浜松巾教委・浜松1111齠『鳥居松遺跡５次 伊場大溝編』

化振興財r爿

ｏ鈴木･ 有

‐

―

‐

：「静岡・鳥居松遺跡」（『木簡研究』31 ）

伊勢堰遺跡〔いせせき〕　　 二島市

古代官衙　07.  5 － 07.8　2点　 三島 市教育委員会

０　ﾓ島巾教委

‐

‐

Ｓ

:2007 年

I
:2008 年

・
・・
:2008 ＼

S
S
1

:2009 年
:

:2009 年

：「静岡県三島市 伊勢堰遺跡第3・･1地点 一宅 地分譲ll 事に伴う埋蔵文化財発掘:2010 年

:調査報告害』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

Ｏ鈴木敏巾　　　　　　 卜 静岡・伊勢堰遺跡（第三・四地点）」（「 木簡研究」32 ）　　　　　　　　　　12010 年

青 木 原遺 跡［あおきばら］※　　 二島 市

近 匯近代 遺物 散布 地　09.6 － 10. 2　1 点 （財）静岡県 埋蔵 文化 財調 査研 究所

Ｏ静岡県埋文調査研究所：「 青木原遺跡Ｕ一一ｆ 成21 ・ 22年度 一級河川御殿川河川改良工事に伴う埋蔵文化:2011 年

1財 発掘調査報?iJyJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

－79



上伊太遺跡［かみいた］※　　 島田市

古代～近世集落　99.5 － 99.9　1点 （財）静岡県埋蔵文化財調査研究所

Ｏ静岡県埋文センター　：『上伊太遺跡一第二東名建設Ｔ嘔に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』（静岡県:2013年

:埋蔵文化財センター調査報告26）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

元島遺跡〔もとじま3【1 90】　　 磐田市（旧、磐田郡福阯1町）

中1址集落　94.6 － 99. 3　8点 （財）静岡県埋蔵文化財調査研究所

Ｏ静岡県埋文調査研究所：『元島遺跡１　遺構編一一太田川住宅宅地基盤特定治水施設等に伴う埋蔵文化財:1998年

:発掘調査報告μ』（静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告109)
―

‐

‐

Ｏ静岡県埋文調査研究所｜『元島辿跡Ｉ　遺物・考察編l 巾世－ｆ成6・7・8・9・10年度太μ|川住宅宅地11999年

:基盤特定治水施設等に伴う埋蔵文化財発掘調食報告＆』（静岡県埋蔵文化財調:

|査研究所調査報告口6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

Ｏ加藤理文　　　　　　　: 「静岡・元島遺跡」（『木簡研究』22 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2000 年

Ｏ静岡県堙文調査研究所：「元島遺跡Ｕ（遺構・ 考察編）〔遺物編〕 ―平成13 ・14 年度 二級河川太|ll川 広:2005 年

:域 基幹河川改修事業に伴う埋蔵 文化財発掘調査報告占』（静悶県埋蔵文化財調:

:査研究所調査報告160)

坂尻遺跡（2 次）Cさかじり〕【189 】　　 袋井市

古代集落・官衙　81.4 ・ 82. 3　2点　 袋井市教育委員会

０袋井市教委

Ｏ忿岡伸夫

０袋井市教委

Ｉ

Ｉ

Ｉ

：『 一般国道1 垰袋井バイパス（袋井地【Ｋ】埋厳文化財発掘調査慨報 坂尻遺跡第:1982 年

:2 次調 食』

：「静岡・坂尻遺跡」（『木簡研究』4 ）

‐

‐

‐

:1982 年

：『一般国道1号･袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発掘調査報告書 坂尻遺跡:1985年

｜（序文一占墳時代編）（余良時代編）（平安時代・中世編）（自然科学編）』　　｜

坂尻遺跡（3 次）【さかじり】【189 】　　 袋井市

古代集落・官衙　82.4 － 83.3　1点　 袋井市教育委員会

０袋＃ltf教委

０袋井巾教委

Ｏ占岡伸夫

：『一般国道1弓･袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発掘調査既報 皈尻遺跡第:1983年

:3 次調 査』
Ｉ

Ｉ

‐

ｉ「一般国道| 号 袋井バイパス（袋井地Ｋ）埋蔵文化財発掘調査報告耆 坂尻遺跡り985 年

：（序文・古墳時代編）（奈良時代福）（平安時代・中世稲）（自然科学編）』　　：

ｌ「静岡・坂尻辿跡」（『木簡研究』7 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11985 年

土橋遺跡（5次）〔つちはし〕　　 袋井市

古代集落　9 】.5 － 91.8　1点　 袋井市教育委員会

Ｏ袋井市教委　　　　　　：『ｔ橋遺跡Ｖ一太平住宅株式会社建売住宅川地造成事業に伴う緊急発掘調査報:1993年

Ｏ静岡県教委

Ｏ松井一明

:告占j

lr 静岡県の古代寺院・官衙遺跡』（静岡県文化財調査報告書57）

:［静岡・t:橋遺跡］（『木簡研究』26）

‐

Ｉ

Ｉ

12003 年

:2004 年

新居関跡i あらいせき〕※　　 湖西Ili

近世城館　10.  10 － 11. 1、11. 12 － 12.2　2点　 静岡県埋蔵文化財センター

ｏ静岡県埋文センター　:r 新居関跡－ｆ成22年度(国)301号社会資本整備総合交付金事業及び平成23 ・ 2:2013年

:･1年度(国) 301 sj-地域自主戦略交付金事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』(静:

:岡 県埋蔵文化財センター調査報告40 ）

土 橋遺 跡 〔つちはし〕【1 90 】　　 菊川 市 （旧 、小笠 郡 菊川町 ）

中t 吮集 落　96.  10 － 97.4　3 点　 菊川 町教 育 委員 会

ｏ菊川町教委　　　　　 ：『 上橋遺跡一一静鉄ストア建設に伴う発掘調査』（菊川町埋蔵文化財報告､>?63)

ｏ塚 本和弘　　　　　　　lr 静岡・上嚆遺跡j （『木簡研究j 27 』

―

‐

―

:2001 年

:2005 年

宮 ノ 西遺 跡［みやのにし］　　 菊川 市

古代官 衙　09 」0 － 10.5　1 点　 菊川 市教 青委 員会

Ｏ商木淳　　　　　　　　 ：| 静岡・寓ノ西遺跡j （「 木簡研究」33 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:20H 年

御 所 之内遺 跡 （8 次 ）（ごしょのうち）【190 】　　 伊 豆の 国『tf（ 旧 、 山方郡 韮 山町）

中 世居館　89.2 － 89.3　1 点　 韮 山町 教育 委員 会

Ｏ韮山町教委　　　　　　１「御所之内遺跡 第8次 発掘調査概報」（韮山町文化財調査報告書25 ）　　　　　:1989 年

Ｏ原茂光　　　　　　　　 ：「静岡・御所之内追跡亅（「木簡研究」18 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:1996 年

Ｏ伊豆の国市教委　　　 ｉ「静岡県伊 豆の岡巾 伊豆の国ili埋 蔵 文化財調査報告Ｉ一御所之内遺跡第･1・が2006 年

－80 －



卜 ７・８－２・１０－い14 ・ 19次 発拙調杏報告』（伊豆の国市文化財調査報告1 ）　:

相良城跡（3次）〔さがらじょう〕※　　牧之原 市（旧、榛原郡相良町）

近県城館　00.10 － 01.04　4点　 相良町教育委員 会

Ｏ相良町教委　　　　　　：『相良城址発掘調査報告書』（棚良町埋蔵文化財調査報告書7）

仁田館遺跡〔にったやかた〕【190 】　　 田方郡函南町

古代中世居館　01.  4 － 01. 6　887点 （財）静岡県埋蔵文化財調査研究所

Ｏ静岡県埋文調査研究所1 「こけら経 函南町仁川館遺跡」（『研究所報』95）

Ｏ静岡県埋文調査研究所: 「こけら経が大吸に出ｔ 来光川遺跡群 一仁田館遺跡」（『年報』18）

Ｏ岩本良･　　　　　　　　卜 静岡・仁旧館遺跡」（『木簡研究』24）

愛知県

:2005 年

:2001 年

:2002 年

12002 年

Ｏ静岡県埋文調査研究所：『来光川遺跡群Ｉ一平成Ｈ～16年度 ‥般河川来光川剛||改良13 に伴う埋蔵:2005年

i文化財発掘調査報告書　に田館遺跡』（静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報刮

:156)

:『 仁田館こけら経一来光川il

:化財 鯛査研究所調査報告156 』

‐

‐

‐

‐

･,静|瑚県埋文調査研究所 ：『 仁田館こけら経一来光川遺跡群１　仁ｍ館遺跡（別 冊図版）』（静岡県埋蔵文:2005 年

愛 知 県

古渡城遺跡〔ふるわたりじよう〕【191 】（※）　　 名古屋市

近匯寺院　91 ノ1 － 92. 5　3点　 南山人学古渡城発掘調査会

Ｏ南山人学古渡城発掘調:『占渡城遺跡』（南山大学大学院先史考古学研究報告I）

食会

Ｏ古尼谷知浩

―

‐

―

：「
愛知・占渡城遺跡・本誌未掲載出土事例略報」（『木簡研究』3･l）

竪 三蔵 通遺 跡 〔たてみつくらどおり〕　　 名 占屋 巾

近 世集 落　05.4 － 06.3　5 点　 朝 口航 洋株 式 会社

Ｏ朝11 肌 洋（株）・豊旧通: 『竪三蔵通遺跡一集合住宅建築 収業に伴う発掘調査報告書』

商( 株)

Ｏ水野裕之

―

―

Ｉ

ド 愛知・竪三蔵通遺跡」（『木簡研究』30 ）

富士 見町 遺跡 （6 次 ）（ふじみちょう）　　 名 古崖 市

近 世集 落　05.  9 － 05. 10　1点　 名 古屋 市見晴 台 考古資 料館

Ｏ水野裕之　　　　　　　：「愛知・富1= 見町遺跡」（『木簡研究』30 ）

Ｉ

Ｉ

ゆ

:1993 年

:2012 年

:2006 年

:2008 年

;2008 年

平手町遺跡（4 次）〔ひらてちょう〕　　名古屋市

中11t集落　07.5 － 07. 1】1 点　 名占屋市教育委員会・名占屍市見睛台考古資料館・国際航業株式会社

Ｏ国際航業（株）・名l!I’崖:『罕手町遺跡 第4次発掘調査報告書一西部医療センター中央病院（仮称）整備:2008年

111健康 福祉局 :事業用地における埋蔵文化財発掘調査報告書』

Ｏ桐山秀徳・石|11和 哉 ．：「愛知・ ず手町遺跡」（『木簡研究』30）

野澤則幸

‐

１

１

吉田城三ノ丸跡（10 次・Ｃ地区・地下駐車場 ）〔よしだじょう〕【1 91】

近世城郭　93.10 － 94. 1　2点　 豊橋巾教育委員会

Ｏ鬯橋市教委・豊橋遺跡:『占田城址 冂 （豊橋市埋蔵文化財調査報告書21）

調査会

Ｏ加藤幹樹

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｉ「愛知・古田城址」（『木簡研究』33 ）

吉田城址（21 次）［よしだじよう］　　 豊橋巾

近|11:武家屋敷　04.9 －04.10　1 点　 豊橋市教育委員 会

ｏａ橋Ili教委・豊橋遺跡:r 古旧城址Ⅶ』（豊橋市埋蔵文化財調査報告書86）

I調査会　　　　　　　　　：

ｄｌ原剛　　　　　　　　ド 愛知・占田城址凵『木簡研究』29）

81

－

‐

‐

:2008 年

豊 橋l ↑f

:1994 年

:20H 年

:2006 年

12007 年



東　海

苅安賀遺跡（96 年度調査）〔かりやすか〕I I 91】　　 一宮市

中世集落　96.4 － 97.3　25点 （財）愛知県埋蔵文化財セン ター

Ｏ愛知県埋文センター　：『苅安賀追跡』（愛知県埋蔵文化財センター調食報告書93）

Ｏ鈴木正貴　　　　　　　：「愛知・苅安賀遺跡」（『木簡研究』27）

大毛沖遺跡(93  A) 〔おおけおき〕【1 91】　　 一宮市（IH 、一宮市・葉栗郡木曽川町）

中世集落　93.  7 － 93. H　1点 （財）愛知県埋蔵文化財センター

Ｏ愛知県埋文センター　；「大毛沖遺跡」（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書66）

Ｏ永井宏幸　　　　　　　；「愛知・大毛沖遺跡」（『木簡研究』26）

大毛沖遺跡（94G ）（おおけおき）1192 】　　 一宮 市（旧、一宮 市・葉栗郡木曽川町）

古代河川　94.  12 － 95. 1　1点 （財）愛知県埋蔵文化財センター

Ｏ愛知県埋文センター　：「大毛沖遺跡」（愛知県埋厳文化財センター調査報告書66）

Ｏ永井宏幸　　　　　　　：「愛知・大毛沖遺跡」（『木簡研究』26）

:2001 年

:2005 年

:1996 年

; 2004 年

:1996 年

:2004 年

今 町遺 跡 〔いまちょう〕　　 豊田 市

近 世集 落　06.4 － 06.6　1 点 （財）愛 知 県教 育・ スポ ーツ振 興財 団愛 知 県埋 蔵文 化財セ ン ター

ｏ鈴木正貴　　　　　　　：「愛知・今町遺跡」（『木簡研究』30 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2008 年

ｏ愛知県埋文センター　 ： 『今町遺跡ｎ』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書162)　　　　　　　　:2009 年

古 城 遺跡 〔ふるしろ〕　　 豊 田 市

中 世集落　00.7 － 01. 3　1 点　 豊 田市 教育 委員会

Ｏ豊田ili教 委　　　　　　：『占城遺跡』（豊旧巾埋蔵文化財発掘調査報告書23 ）

Ｏ杉浦裕幸　　　　　　　：「愛知・古城遺跡」（『木簡研究』32）

亀首 遺 跡 〔かめくび〕　　 豊田 市

中 世自然 流 路　08.  12 － 09. 5　1, 収　 豊 田市 教育委 員 会

Ｏ豊田巾教委　　　　　　ｉ『亀首遺跡』（豊田市埋蔵文化財発掘調査報告書46）

Ｏ杉浦裕幸　　　　　　　：「愛知・亀首遺跡」（『木簡研究』35 ）

:2004 年

:2010 年

:20H 年

12013年

下 懸遺 跡 （00 年 度調 査）［しもかけ］【1 92 】　　 安城 市

古代集落 ・流路　00.  12 － 01.3　1 点 （財）愛知県 教 育サービ スセ ンタ ー愛 知県 埋蔵文化 財セン ター

Ｏ愛知県埋文センター　 ：『愛知県埋厳文化財センター年報 ギ成12 年度』　　　　　　　　　　　　　　:2001 年

Ｏ池本正明・福岡猛志　: 「下懸遺跡出十の木簡」（愛知県埋蔵文化財センター『研究紀要』3 ）　　　　:2002 年

Ｏ池本正明　　　　　　　lf 愛知・ド懸遺跡」（『木簡研究』24 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12002 年

Ｏ愛知県埋文センター　 ｌ『 下懸遺跡』（愛知県埋蔵文化財センター調在報告書144）　　　　　　　　　:2009 年

下 懸 遺跡 （09 年 度調査 ）に もかけ〕　　 安城 市

古代集落・ 流路　09.  11 － 10.3　1 点 （財）愛知県教育・ スポ ーツ振 興財団 愛知県埋蔵文化財センター

Ｏ愛知県埋文センター　 ：『愛知県埋蔵文化財センター年報 平成21 年 度』　　　　　　　　　　　　　　　:2010 年

Ｏ永井邦仁　　　　　　　: 「愛知・下懸遺跡」（『木簡研究』33 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2011 年

上 橋下遺 跡 〔かみはし伺 【1 92 】　 安城 市

近 蓆遺物散 布地　01.10 － 02. 3　1,点 （財）愛知県 教育サ ービ スセ ンター愛 知県埋 蔵文化 財セン ター

Ｏ愛知県埋文センター　：『愛知県埋蔵文化財センター年報 平成13年度』

Ｏ池本正明

Ｏ愛知県埋文センター

ｌ「愛知・上橋下遺跡」（『木簡研究』25 ）

:2002 年

:2003 年

：『上橋下遺跡 鹿乗河流域追跡群』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書145）:2007年

惣 作遺 跡 （04 年 度調 査 ）〔そうさく〕　　 安 城itf

古 代 集 落　04.10 － 05. 3　1 点 （財）愛 知県 教育サービ スセ ン ター愛知 県埋 蔵 文化財 セン タ ー

Ｏ宮腰健司　　　　　　　 冂 愛知・惣作遺跡」（『木簡研究』30 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2008 年

Ｏ愛知県埋文センター　 ：『惣作遺跡』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書158)　　　　　　　　　　:2009 年

惣 作遺 跡 （08 年 度 調査 ）（そうさく）　　 安城 市

古代 集落　08.  9 － 09. 11　1点 （財）愛 知県教育・スポーツ振興財団愛 知県埋蔵文化財センター

Ｏ永井邦仁　　　　　　　：「愛知・惣作遺跡」（『木簡研究』33 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2011 年

Ｏ愛知県埋文センター　 ：【惣作遺跡l】』（愛知県埋蔵文化財センター発掘調査報告書172）　　　　　　:2012 年

下津北山遺跡〔おりづきたやま〕【1 92】　　 稲沢「li

中世集 落　97. 12 － 98. 3　1点 （財）愛知県埋蔵文化財センター

82



０愛知県埋文センター

Ｏ早野浩.l

：『 下津北山遺跡』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書88）

ir 愛 知・ 下津北山遺跡」（『木簡研究』27 ）

三重県

:2000 年

12005年

清 洲 城下 町 遺跡 （ 五条 川 河川 改 修61  B) 〔き よすじょうかまち〕　　 清 須 市 （旧、 西 春 日井郡 清 洲 町）

近 世城 郭 ・都「↑1　86.7 － 86. 11　4 点 （財 ）愛知 県埋蔵 文化 財セ ン ター

ｏ愛知県埋文センター　 ：『愛知県埋蔵文化財センター年報 昭ll』61年 度』　　　　　　　　　　　　　　　:1987 年

ｏ愛知県埋文センター　 ：『 清洲城ド町遺跡ｖ亅（愛知県埋蔵文化財センター訓査報告書54 ）　　　　　　:1995 年

ｏ鈴木JEa　　　　　　 卜 愛知・清洲城F 町 遺跡」（「 木簡研究」27 ）　　　　　　　　　　　　　　　･  2005年

清洲城下町遺跡（田中町地区）〔きよすじょうかまち〕【1 94】

近 世城郭・都巾　87, レ87.3　3 点　 清洲町教育委員会

Ｏ清洲町教委

Ｏ商橘信明

清須 酊（|囗、西春日井郡清洲町）

：『清洲城下町遺跡Ｉ一 旧中町地区発掘調査報告』（清洲町埋蔵文化財調査報告:1987 年

：Ｉ）

：「愛知・清洲城下町遺跡（2）」（『木簡研 究』9 ）

清洲城下町遺跡(90D) 〔きよすじょうかまち〕【1 94】　　 清須市（旧、西春日井郡清洲町）

中世城郭・都市　90.9 － 90. 12　158点以上 （財）愛知県埋蔵文化財センター

Ｏ愛知県埋文センター　：『清洲城下町遺跡IV』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書53）

Ｏ鈴木正良　　　　　　　：「愛知・清洲城下町遺跡」（『木簡研究』26）

清洲城下町遺跡(92C)  (きよすじょうかまち｝【1 94】　　 清須市（旧、西春日井郡清洲町）

近 歐城郭・都「11　92. 11 － 93. 1　1点 （財）愛知県埋蔵文化財センター

Ｏ愛知県埋文センター　：『消洲城ド町遺跡IV』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書53）

Ｏ鈴木正貴　　　　　　　ｌ「愛知・清洲城下町遺跡」（『木簡研究』27）

清洲城下町遺跡(93D) 〔きよすじょうかまち〕【1 94】　　 清須 市（旧、西春日井郡清洲町）

中 世城郭・都d1　93.  7 － 93.9　4点 （財）愛知県埋蔵文化財センター

Ｏ愛知県埋文センター　：『清洲城下町遺跡VI』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書65）

Ｏ鈴木正玖　　　　　　　：「愛知・清洲城下町遺跡」（『木簡研究』27）

清洲城下町遺跡(96) 〔きよすじようかまち〕【1 94】　　 清須市（旧、西春日井郡清洲町）

中 世城郭・都 市　96. 12 － 97. 3　3点 （財）愛知県埋蔵文化財センター

Ｏ愛知県埋文センター　；『清洲城下町追跡Ⅷ』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書99）

Ｏ鈴木正貨　　　　　　　：「愛知・清洲城下町遺跡」（『木簡研究』27）

清洲城下町遺跡(97C) 〔きよすじょうかまち〕【1 94】　　 清須「↑」（旧、西春日井郡清洲町）

近胯城郭・都市　97. 11 － 98.3　2点 （財）愛知県埋蔵文化財センター

Ｏ愛知県埋文センター　：『清洲城下町遺跡Ⅷ』（愛知県埋蔵文化財センター調査報告書99）

Ｏ鈴木正尚-　　　　　　　：「愛知・清洲城下町遺跡」（『木簡研究』27）

‐

―

‐

:1987 年

:1994 年

:2004 年

:1994 年

:2005 年

:1996 年

:2005 年

:2002 年

[2005 年

1002 年

12005 年

清洲城下町遺跡（08 年度調査）〔きよすじょうかまち〕※　　 清須市

近世城郭・都111　08. 11 － 08. 12　一括 十約2500 点　 清須市教育委員会

Ｏ清須巾教委　　　　　：『清洲城下町遺跡Ｕ一清洲小学校体育館建設に係る発掘調査報告』（清須市堙:2009年

:蔵 文化財調査報告ｎ）

‐

―

―

清洲城下町遺跡(K  J 12 - 1) Cきよすじょうかまち］　　清須111

近 嘶武家屍敷　12.4 － 12. 6　5点　 清須市教育委員会・国際文化財株式会社

Ｏ清節li教委　　　　　 ：『蒲洲城ド町遺跡Ｖ一一清洲内掘地区店舗開発に伴う発掘調査報告』（消須巾埋:2013年Ｏ消須卍教委　　　　　 ：『清洲城 ド町遺跡Ｖ一清洲内掘地区店舗開

:蔵文化財調査報告Ｖ』

・柴垣哲彦・人塚止樹　 卜 愛知・清洲城 ’ド町遺跡」（『木簡研究』35 ）

一

一

一 重 県

六大Ｂ遺跡（Ｉ区）［ろくだい］【1 96】

占代集落・官衙　92.9 － 92. 12　1点

津市
三重県埋蔵文化財センター

－83 －

Ｉ

Ｉ

Ｉ

12013年



Ｏ三重県埋文センター

Ｏ中村光司

Ｏ三重県埋文センター

：『一般国道23 垰中勢道路 埋蔵文化財発掘調査概報Ｖ』　　　　　　　　　　　:1993 年

｜「三重・六大Ｂ辿跡」（『木簡研究』15 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　11993 年

：『･ 般岡道23 砂中勢述路（９工区）建設事業に伴う 六大Ｂ遺跡（Ｂ～Ｉ地区）:2006 年

i発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財調査報告115 － ll）

北 中寺遺 跡 （2 次 ）〔きたなかでら〕　　 四 日･市 市

時 期不詳 集 落・ 遺物 散布 地　92.9 － 92. 11　6点　 四 日市 市遺跡 調 査会

Ｏ四日巾市遺跡調査会　 ：『北中寺追跡２』（四口巾 市遺跡調査会文化財調査報告書4 ）

Ｏ清水政宏　　　　　　　：「Ｒ電・北中寺遺跡」（『木簡研究』33 ）

―

―

―

:2008 年

:2011 年

安 養寺 跡 〔あんようじ〕【1 98 】　　 伊 勢 市（旧 、度会 郡 二見町 ）

中 世寺院　92.5 － 92. 12　11点　 二見町 文化 財調 査会

ｏ大西素行　　　　　　　:r 三重・安養寺跡j （（ 木簡研究J15 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11993 年

ｏ 二見町教委　　　　　 ：「安養 寺跡・豆石山中世墓群・豆石山経塚群・五峰山２ 号墳－T二重県度会郡二:2004 年

;見町溝11 所在」 に 兒町文化財調査報告2 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　i

田村西瀬古遺跡〔たむらにしせこ〕【197 】　　 松阪ili（旧、一志郡嬉野町）

近世集落　97.9 － 98. 1　1点　 三重県埋蔵文化財センター

ｏ三重県埋文センター　:r 田村西瀬占遺跡発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財調査報告179)

ｏ萩原義彦　　　　　　　：「三重・田村西漸占遺跡」（『木簡研究』28）

:1999 年

:2006 年

中 林 ・ 中道遺 跡 （Ｂ 地区 ）〔なかぱやし・なかみち〕【197 】　　 松阪ili（ 旧 、 一志 郡 三雲町 ）

中 蹶集 落　01.10 － 02. 1　2点　 三重 県 埋蔵 文化財 セン ター

ｏ三重県埋文センター　 ：『一般国道23 号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報xIv』　　　　　　　　　　　　:2002 年

ｏ 東敬義・瀬野弥知世　lr 已重 一中林・中逆遺跡」（『木簡研究』25 ）　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

ｏ 已布県埋文センター　 ｉ『 一般国道23 号中勢道路（14 工区）建設事業に伴う 中林・中道追跡発掘調査12009 年

:報 件』（三重県埋蔵文化財調査報告115 － 26）　　　　　　　　　　　　　　　　　:

桑名城下町遺跡（萱町93 （法盛寺）地点）｛くわなじょうかまち｝※　　 桑名市

近世城下町　99.  5 － 99.9　4点　 桑名 市教育委員会

Ｏ桑名市教委　　　　　i 『.ぎ重県桑名市 桑名城ド町遺跡発掘調査報告窖一萱町93（法盛寺）地点j　　:2002年

志知 南浦遺 跡 （02 年 度調 査 ）〔しちみなみうら〕　　 桑名 市

中世 集落　02.7 － 03. 2　2 点　T こ重 県埋 蔵 文化財 セン ター

Ｏ三重県埋文センター　 ：『志知南浦遺跡発掘調査報告』（ 二岷県埋蔵文化財調査報告288 ）

Ｏ竹出憲治　　　　　　　：「三!R ・ 志知南滷迫跡」（「木簡研究」30 ）

喜春遺跡〔きしゅん〕【197 】　　 伊賀市（【口、上野市】

中世城館　80.  6 － 80.8　1,弘　上野市教育委員会・Ｌ野市遺跡調査会

Ｏ上野市教委・上野市遣:『喜春遺跡群発掘調査報告書（遺構編）』（h 野市文化財調査報告12）

跡調査会

Ｏ福島伸孝

Ｉ

Ｉ

Ｉ

：「三重・喜春遺跡」（『木簡研究』34 ）

;2008 年

:2008 年

:1982 年

:

:2012 年

上ノ垣外遺跡［うえのがいと］※　　 多気郡多気町

中 世集落　95.fi － 96. 1　1点　 三重県埋藏文化財センター

ｏ:ﾐ眠県哩文センター　:r 上ノ垣外遺跡一一般国道42号松阪・多気バイパス建設地内発掘調査報告II J| 11996年

：（气亟県埋蔵文化財調査報告123 - 2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

丁長遺跡（2次）〔ちょなが〕　　多気郡明和町

近 歐集落　06.5 － 06. 7　1点　 三乖県埋蔵文化財センター

Ｏ こ重県埋文センター　：『丁長遺跡（第2次）発掘調査報告一三重県明和町斎宮所在』（三重県埋蔵文:2007年

Ｏ野嶌美沙子

:化財調査報告290 － 2）

卜 三電・丁長遺跡凵『木簡研究』29）

―

―

‐

:2007 年

田丸道遺跡（2次）〔たまるみち: ※　　 度会郡 長城町

古代流路　10.  11 － 11.2　1点　 二重県埋蔵文化財センター

Ｏ二眠県埋文センター　ｉ「 平成21～23年度県営農業基盤整備事業地域（伊勢管内）埋蔵文化財発掘調査報:2013年

i告 寺Ⅲ遺跡（第1・2次） 田丸道遺跡（第2次） 塚μj占墳群 世占眼中遺跡 埴:

i内遺跡（第2次） 鳥墓遺跡（第2次） 簑村大塚遺跡（第2次） 西垣外遺跡･刪

:臼 塚遺跡』（ 三重県埋蔵文化財調食報告336)

-  84  -

‐

‐

‐



滋 賀 県

近　　 畿

北大 津遺 跡｛きたおおつ｝【1991　　 大津ill

古 代 集落　73.  9 － 74. 3、74.  11 － 75. 3　1,点 （財 ）滋賀 県文 化財 保 護協 会

ｏ人沖lti　　　　　　　　: 『 新修人津11f史』１

。近藤滋・林紀昭　　　 ：「北大津遺跡出土の木簡」（奈文研『第3回 木簡研究集会記録』）

０人津巾教委　　　　　　ｉ『埋蕨文化財包蔵地分布調査報告書』（大津lti埋蔵 文化財調査報告書2）

０木簡学会編　　　　　　：『日本古代木簡逸』岩波書店

０沖森l;i也・ 佐藤信編　 ｉ「 上代木簡ａ 料集成」おうふう

０安I:城 考占1噂物館　　 ｉ『占代地方木節の世紀一 文字資料からみた 古代の近江』

０奈攵研　　　　　　　　 ：「 木簡黎明‐ 飛鳥に集ういにしえの文字たち」（飛鳥資料館図録53）

０濱修・山本祟　　　　　：「滋賀・北大津遺跡」（「木簡研究」33 ）

東光寺遺跡〔とうこうじ〕[ I 99】　　人津ill
占代官衙　83.1 － 83.8　2点　滋賀県教育委員会 ぺ財）滋賀県文化財保護協会

ｏ岡本武窓　　　　　　冂 滋賀・東光寺遺跡」（『木簡研究』6）
･j安上城考占博物館　　:r 占代地方木簡の世紀-一文字資料からみた占代の近江』

大津 城跡 （陸 美）（おおつじょう）　　 大津 市

近|lt城 郭　12.  I・12.6　1 点　 大 津「li教 育 委員会

Ｏ人沖,lj教 委　　　　　　：「人津城跡発掘調査報告:Ｘ」（人津,li埋 蔵文化財調査報告＆70 ）

Ｏ酌||均　　　　　　　　 ：「滋賀・ 大津城跡」（『木簡研究』35 ）

滋賀県

:1978 年

i 1979 年

:1981 年
11990
年

j 1994 午

12008 年

; 2010 年

りOj1 年

冖984 年

:2008 年

:2013 年

:2013 年

関津遺跡（03年度調査）［せきのつ］　　 大津巾

占代集落　03. A － 04. 1　1点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保駿協会

Ｏ藤崎高志・人橘信弥　 匚 滋賀・関津遺跡，『7木簡研究』27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2005年

Ｏ 滋賀県教委・滋賀県攵:『関津遺跡Ｉ－ほ場整備関係（経営体介成基盤整備）遺跡発掘調査報告書34 ・ :2007年

化財保護t嶌会

Ｏ藤崎幽志・占lll秀則

:2 』

l「滋賀 一関津遺跡」（『木節研究』30 ）

‐

‐

―

:2008 年

関津遺跡（04 年度調査）:せきのつ〕　　 大津市

中世集藩　O･¶.Ｈ － 05. 3　2点　 滋賀県教育委貝会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ,I泪 秀Ⅲ　　　　　　 囗 滋賀・関津遺跡」（『木簡研究』28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2006 年

。滋賀県教委・滋賀県文:『関津遺跡 人津Ilj憫 津 一丁目一国逆422号道路改築事業に伴う発掘調査報告書』:2008年

化財保護協会
‐

‐

卜

関津遺 跡 （05 年 度 調査）［せきのつ］　　 大津 市

巾 世集落　05.5　06.3　1 点　 滋賀 県教 育 委員会 ・（財）滋賀 県 文化財 保 護 協会

Ｏ滋賀県教 委・滋賀県文:「 関津辿跡 大津市関沖 一丁［|‥ 閥道･122号逆路改築 嘔ｉ に伴う発掘調査報告書j S 2008年

化財保護1島会

Ｏ藤崎鳥志・占川秀則

Ｉ

Ｉ

Ｉ

り ’滋賀・脯 聿遺跡」（『木笊1研 究』30 ）

近 江国 府 ・管池 遺跡 〔おうみこくふ・すがいけ〕　　 大津 市

占代官 衙　11.  6 - 11.9　2 点　 大津 市教 育 委Ｕ 会

Ｏ人津巾教委　　　　　　：『近江国府跡・竹池遺跡発掘調介報告,祢』｛人津巾埋蔵文化財調査報告J｝71）

Ｏ川中久雄　　　　　　　：「滋賀・近江国府跡・管池遺跡」（『木簡研究』35 ）

彦 根城 跡表御 殿 （本 調査 ）〔ひこねじょう〕　　 彦 根rlf

近|lt城 郭　84.  2 － 8･1.9　1点　 彦 根巾 教 育委員 会

ｏ彦根城博物館　　　　 ：『特別史跡彦根城跡 衣御殿発掘調査報告耆』【彦根城陣物館調査報告】）

ｏ野川浩1’･　　　　　　　:1滋賀・彦根城表御殿跡」（『木簡研究』32）

85

―

‐

‐

:2008 年

:2013 年

:2013 年

冂988 年

; 2010 年



:2008 年

1
1
1

86 －

:2007 年

:2008 年

近　畿

国領遺跡 に くりょう〕　　彦根市

中世集落　03.4 － 03. 10、04.1 － 04.2　208点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『国領遺跡一県道新海上稲葉線道路改築事業に伴う発掘調査報告書』

化財保護協会

Ｏ神保忠宏

－

‐

‐

：「滋賀・国領遺跡」（『木簡研究』30 ）

:2006 年

:2008 年

六 反田遺 跡 〔ろくたんだ〕　　 彦 根 市

古代官 衙　07.8 － 08. 2　4点　 滋 賀県 教 育委 員会 ・（財 ）滋賀 県文 化財 保護 協 会

Ｏ堀真人　　　　　　　　 ：「滋賀・六反田遺跡| （『木簡研究』31 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2009 年

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文: 『彦根111宮田町 六反 川遺跡｜一中山間地域総合整備関係遺跡発掘調査報告書3:2013 年

化 財保護協会 : －I 』

肥田城跡〔ひだじょ う〕

中世城館　08.  4 － 08.9

彦根市

1点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『 肥田城遺跡 肥田丙遺跡 鶴田遺跡一彦根巾肥田町』（ほ場整備関係（経営体:2010 年

化財保護協会　　　　　　: 育成基盤整備）遺跡発掘調査報告書37  - 1)　　　　　　　　　　　　　　　　　:

０堀真人　　　　　　　　 卜 滋賀・肥田城遺跡」（『木簡研究』32 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　･  2010年

尾上遺跡〔おのえ〕1 1 106】　　 長浜市（旧、東浅井郡湖北町）

占代湖底遺跡　84.7 － 84.9　2点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『尾ll遺跡発掘調査報告書 東浅井郡湖北町所在』

化財保護協会　　　　　　：

Ｏ奈良俊哉

Ｏ滋賀県教委

：「滋賀・尾上追跡」（『木簡研究』7）

:1985 年
:

:1985 年

１『琵琶湖北東部の湖底・湖岸遺跡一葛籠尾崎湖底遺跡・寺ヶ裹遺跡・尾上浜遺! 2003年

淅 ・尾上遺跡・今西湖岸遺跡・延勝寺湖底遺跡・早崎遺跡・相撲湖底遺跡・叫

:公園湖岸遺跡・磯湖底遺跡（第1分冊 本文編）（第2分冊 資料編）』　　　　　：

神照寺坊遺跡 に んしょうじぼう〕【1 99】　　 長浜市

古代寺院　86.5 － 86. 7　1点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:「ほ場稚備関係遺跡発掘調査報告書XIV ・ l」

化財保護協会

Ｏ浜崎悟司

０木簡学会編

Ｏ安上城考占博物館

１

１

１

ir 滋賀 ・神照寺坊遺跡」（『木簡研 究』9 ）

:『 日本古代木簡選亅 岩波書店

ｉ『古代地方木簡の世紀一 文字資料からみた割 弋の近江』

り987 年

11987年

:1990 年

12008午

尾上浜遺跡［おのえはま］【 凵06 】　　 長浜市（旧、東浅井郡湖北町）

年代不詳・遺物包含層　89. 10 － 90. 11　1点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『文化財調査出ｔ 遺物仮収納保管業務 平成元年度発掘調査概要』

化財保護t必会

Ｏ松室孝樹

Ｏ滋賀県教委

Ｉ

Ｉ

Ｉ

l l 滋賀 ・尾上浜遺跡』（『木簡研究』21）

冶90 年
:

:1999 年

：『琵琶湖北東部の湖底・湖岸遺跡一葛籠尾崎湖底遺跡・寺ヶ裏遺跡・尾ｈ浜遺12003年

i跡・尼上遺跡・今西湖岸遺跡・延勝寺湖底遺跡・早崎遺跡・相撲湖底遺跡・が

:公園湖岸遺跡・磯湖底遺跡（第1分 冊 本文編）（第2分 冊 資料編）』

大戌亥遺跡［おおいぬい］【 凵00 】　　 長浜 市

古代祭祀遺跡　93.4 － 93. 10　1点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ重田勉

ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『人戌亥遺跡ｎ・鴨ｍ遺跡Iｖ一長浜新川中小河川改修工事に伴う発掘調査報告卩997年

化財保護協会

Ｏ安上城考古博物館

：「滋賀・大戌亥遺跡| （『木簡研究』16 ）

:『 人戌亥遺跡ｎ・鴨ｍ遺跡Iｖ一長浜新川中小河川改修匸

:さ5 』

:『 古代地方木簡の世紀一 文字資料からみた占代の近江』

長 浜城遺 跡(136 次 ）〔ながはまじょう〕　　 長浜 巾

中 世城館　06.1 卜07.3　1 点　 長 浜市 教 育委貝 会

Ｏ長浜市教委　　　　　　：『長浜城辿跡 第136 次調 食報告書』（長浜111埋 蔵文化財調査資料82）

Ｏ池 嵜陽 －　　　　　　　：「滋賀・艮浜城遺跡」（『木簡研究』29 ）

八 幡東 遺跡 （30 次 ）｛やはたひがし｝　　 長浜 市

占 代集 落　07.5 － 07.6　1 点　 長 浜 市教 育委員 会

Ｏ長浜ilj教 委　　　　　　１『八幡東遺跡 第30 次調査報告書』（長浜巾埋蔵文化財調査資料83）

Ｏ山本孝行　　　　　　　: 「滋賀・八幡東遺跡」（『 木簡研究』30）

―

Ｉ

:2007 年

:2007 年

:199-1 年



塩津港遺跡（06 ・ 07年度調査）｛しおつこう｝　　 長浜市（|口、伊香郡西浅井町）

中世神社　06.  10 － 08. 3　200点以ｔ （財）滋賀県文化財保護協会

ｏ横川洋三・濱修　　　：「滋賀・塩津港遺跡」（『木簡研究』30）

塩津港遺跡（08 年度調査）〔しおつこう〕　　 長浜市（旧、伊香郡西浅井町）

中 世神社　08.4 － 09.3　111点 （財）滋賀県文化財保護協会

ｏ横ｍ洋と・濱修　　　: 「滋賀・塩津港遺跡」（『木簡研究』31）

塩津港遺跡（12 年度調査）〔しおつこう〕　　 長浜市

中世神社　12.4 － 12. 10　8点 （公財）滋賀県文化財保護協会

ｏ横田洋三・濱修　　　：「滋賀・塩津港遺跡」（『木簡研究』35）

滋賀県

:2008 年

:2009年

:2013 年

慈恩寺遺跡｛じおんじ] [ I 105]　　 近江八幡市（旧、蒲生郡安 七町）

中世寺院　82.9 － 83. 2　1点+  374点以上　 滋賀県教育委員 会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ滋賀県教委　　　　　　：『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書X  - 5 - 1』

Ｏ滋賀県教委　　　　　　：『昭和57年 度 滋賀県文化財調査年報Ｊ

Ｏ石橋正嗣・河内美代子卜 滋賀・慈恩寺遺跡』（『木簡研究』27 ）

勧 学院 遺跡 〔かんがくいん〕【1 100 】　　 近江 八幡「tf

古 代官 衙　85.10 － 86. 3　1 点 （財）滋賀 県 文化財 保 護協 会

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文: 『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告耆XⅢ・2』

化財保護協会

Ｏ仲川靖

０木簡学会編

Ｏ沖森卓也・佐藤信編

Ｏ安上城考古博物館

‐

‐

‐

｜「滋賀・勧学院遺跡」（『木簡研究』8 ）

:『 日本古代木簡選』岩波書店

μ 上代木簡資料集成』おう.Sヽ う

：『 古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』

:1982 年

:1984 年

･ 2005 年

:1986 年

i

; 1986 年

:1990 年

; 1994 年

:2008 年

加茂遺跡（Ｂ地区) (91 年度調査）［かも］11 】00】　　近江八幡4f

巾皀集落　90.6 － 92.2　5点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『主要地方道大沖・能登川・長浜線改良工事に伴う 加茂遺跡・‥ ノ坪遺跡発:1994年

化財保護協会

Ｏ大橋信弥

:錮調 査報件書（本文編）（図版編）』

曰 滋賀・加茂遺跡」（『木簡研究』27）

ｌ

ｌ

ｌ

:2005 年

安養寺遺跡・辻野遺跡〔あんようじ・つじの〕　　 近江八幡市

近l眺集落　06. 4 － 06. 10　2点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『安養寺遺跡・辻野遺跡 県営農業農村整備関係（県営田園交流基盤整備・田:2008年

化財保護協会　　　　　　:園空間整備）遺跡発掘調査報告書ｎ』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

Ｏ阿刀弘史

野 路岡 田遺 跡

近 世集 落

Ｏ 草津･,卜 教委

Ｏ岡川雅人

Ｏ草津巾教委

卜 滋賀・安養寺遺跡・辻野遺跡凵『木簡研究』31）

（01 年度調査）〔のじおかだ3【 凵00 】

01. 5 － 02. 3　1点　 草津市教育委員会

：『発拙された野路岡田』

草津市

：「滋賀・野路岡田遺跡」（『木簡研究』25 ）

:2009 年

:2002 年

12003年

｜『野路岡田遺跡発掘調査報告書（その1）（その2）一草津巾野路丙部土地区画12008年

:整理事業に伴う発掘調査報告書』（草津市文化財調査報告il;68）　　　　　　　:

北萱遺跡! きたがや〕【 凵00 】　　 嶇津市

中世河川　84.4 － 86.3　1点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『草津川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報2－御厳・北萱地区』

化財保護協会

‐

‐

Ｉ

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文i『北蒹遺跡発掘調査報告書一草津川改修事業に伴う発拙調査報告書』

化財保護協会　　　　　：

Ｏ人僑信弥　　　　　　ｉ「滋賀・北菅遺跡」（『木簡研究』27）

大将軍遺跡（1次）【だいしょうぐん】１囗OI 】　　 草津lti

占代官衙・集落　93.6 － 94. 3　1点　 草津市教育委員会

Ｏ叺津df 教 委

０谷口智樹

０安1こ城考占1悍物館

：『ｆ 成5年 度･ 叺津市文化財年報』（草津市文化財調査報告書2･1）

i「滋賀・大将軍遺跡」（『木簡研究』22 ）

i『 ＆代地方木簡の世紀一文字資料からみた占代の近江』

87

11987年

11994年

:

12005年

:1995 年

:2000 年

:2008 年



:2008 年

:2009 年

:1994 年

:2001 年

:2008 年

12000 年

12000 年

:2001 年

12001
年

―

―

―

：『￥成11年 度 滋賀県埋蔵文化財調査年報』

業団

Ｏ滋賀県教委

近　畿

大将軍遺跡（2 次）〔だいしようぐん〕【1 101】　　 草津市

古代官衙 一河道　96.4 － 96.6　4点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ仲川靖

ｏ滋賀県教委・滋賀県文:r 襖遺跡・人将軍遺跡発掘調査報告ｌ一歇津川改修事業ならびに草津川放水路:1999年

化財保護協会

Ｏ安土城考古博物館

柳遺跡〔やなぎ〕【 凵O 】】　　 草津巾

中世集落・水田　00.9 － 01. 1　14点 （財）滋賀県文化財保護協会

ｌ「滋賀・大将軍遺跡」（『木簡研究』20 ）

:『 襖遺跡・大将軍遺跡発掘調査報告ｌ一 草津川改修亊j

l事業に伴う発掘調査報告梟Ⅲ』

：『占‘代地方木簡の胯紀一文字資料からみた古代の近江』

:1998 年

Ｏ草津市教委

Ｏ草津市教委

ＯヽK井美典

2008 年

―

－

１

１

‐

：『平成Ｈ年度 草津111文化財年報』（草津巾文化財調査報告;1;:41）　　　　　　:2001 年
ｉ『 草:
津川改修関連遺跡 発掘調在概要報告沓XV一 柳遺跡発掘調査概要』（草津fli 12001年

|文化財調査報告書42）

:「滋賀・柳遺跡」（『木簡研究』24 ） :2002 年

‐

‐

ｌ

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文i『柳遺跡Ⅲ一一草津川改修事:哭ならびに覃津川放水路建設事業に伴う発掘調査叫2006 年

石田三宅遺跡（いしだみやけ）ｌ凵01 】　　 守山市

古代集落　87.  7 － 88. 3　1点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『石田三宅遺跡発掘調査報告書ｎ一滋賀県住宅供給公社宅地造成事ｉ に伴う』:1991年

化財保護l窈会　　　　　　:告耆ｘ』

服部遺跡（1次～3次）〔はっとり〕【凵oI 】　　 守山市

古代官衙　74. 5 － 79. 3　5,ａ　 滋賀県教育委員会・守山市教育委員会

ｏ滋賀県教委・守山lli教:『服部辿跡発掘調査概報亅

委　　　　　　　　　　　　：

ｏ大橘信弥　　　　　　　ｉ「滋賀・服部追跡」『r木簡研究』2）

ｏ滋賀県教委・守111市教:『服部遺跡発掘調査報告書ｖ（本文編）（図版編）』

委・滋賀県文化財保護協i

会　　　　　　　　　　　　：

ｏ木簡学会編　　　　　　:『11本古代木簡選』罰一波蠡店

ｏ安土城考古博物館　　：『古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』

化財保護協会

Ｏｙ井美典

Ｏ安十城考古博物館

川 原田 遺跡 （旧 、川 田川 原田 遺跡 ）〔かわはらだ〕【 凵01 】　　 守 山 巾

古代集 落　87.  9 － 87. 10　1点　 守 山巾 教 育委員 会

ｏ畑本政美　　　　　　　: 「滋賀・川川川原田辿跡」（『木簡研究』10 ）

ｏ守山市教委　　　　　　：『川原田遺跡発掘調査報告i坏j

o 木簡学会編　　　　　　ｌｎ１本古代木簡選』岩波μ店

ｏ安 七城 号占博物館　　 ：『 古代地方木簡の胯紀一文字資料からみた占代の近江』

欲 賀南 遺跡 〔ほしかみなみ〕　　 守 山 市

中 世集 落　06.  11 － 07. H　I 点　 守 山41 教 育 委員会

ｏ守山市教委　　　　　　：『欲賀遺跡・欲賀南遺跡一欲賀上地区両整理区域の遺跡調査』

ｏ小島睦夫　　　　　　　：「滋賀・欲賀南遺跡」『r木簡研究』31 ）

｜「滋賀・石田FE宅遺跡」（『木簡研究』13）

:『占代地方木簡の世紀一文字資料からみた占代の近江』

１

１

‐

蜂屋遺跡〔はちや〕ｌ凵01 】　　 栗東市（旧、栗太郡栗東町）

古代集落　87.  4　1点　 栗東町教育委貝会

ｏ栗束町史編纂委員会　：『栗東の歴史4 資料 冂

ｏ人崎隆志　　　　　　　:r滋賀・蜂屋遺跡．（『木簡研究』23）

ｏ安土城考占博物館　　ｉ『古代地方木簡の世紀一文字資料からみた占代の近江』

化体育振興事業団

Ｏ近藤広

‐

‐

‐

十里遺跡 に ゅうりl [ I 101】　　栗東市（1日、栗太郡栗東町）
占代官衙・集落　99.4 － 00.3　4点 （財）栗東町文化体育振興事業団

Ｏ栗束町教委・栗束町文:『文字資料が語る“律令期の湖南”』

卜 滋賀・十!11遺 跡」（『木簡研究』22）

88

Ｏ栗束町文化体育振興亊:『 栗東町埋蔵文化財調査1999 乍 度年報』

‐

‐

:1991 年

:2008 年

‐

Ｉ

１

11979 年

:

）80 年

:1986*fi

｜

i

:1990 年

り008 年

:1988 年

:1989 年

:1990 年

:2008 年



:1996 年

口999 年

Ｏ安上城考古博物館

Ｏ奈文研

０雨森智美

：「 古代地方木簡の睛紀一文字資料からみた古代の近江」

ｉ『木簡黎明一飛鳥に集ういにしえの文字たち』（飛鳥資料館図録53）

:「滋賀・十!R遺 跡（第二二号）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』33 ）

手原遺跡〔てはら〕　　 栗東市

古代官衙　06.  12 － 08.3　200点以上 （財）栗東市文化体育振興事業団

Ｏ佐伯英樹　　　　　　　：「滋賀・ｆ原遺跡」（『木簡研究』30）

Ｏ栗束巾文化体介振興嘔:「手原遺跡発掘調査の記録一手原東部区画整理嘔業に伴う調査」
業団　　　　　　　　　　：

滋賀県

:2008 年

| 2010 年

:2011 年

:2008 年

:2009 年

宮 町 遺跡 （4 次 ）〔みやまち〕【 凵03 】　　 甲賀111（ 旧 ， 叩賀 郡信 楽町 ）

占代宮 殿　86.  12 － 87, 3　6点　 信楽 町教 育委 員会

ｏ鈴木良９　　　　　　 ：「滋賀・宮町遺跡」（『木簡研究』10 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　j988 年

ｏ信楽町教委　　　　　 ：『宮町遺跡発拙調査報告Ｉ一紫香楽宮関連遺跡』（信楽町文化財報告a3 ）　　:1989 年

ｏ木簡学会編　　　　　　｜『日本古代木簡選』岩波書店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i 】990年

ｏ信楽町教委　　　　　　ｉ『平成5 年 度 遺跡発掘調査事前総合調査事業にかかる 紫香楽宮関辿遺跡発掘:1994 年

Ｏ鈴木良啄　　　　　　　: 「滋賀・宮町遺跡」（『木簡研究』】

Ｏ信楽町教委　　　　　 ：『宮町遺跡発拙調査報告Ｉ一紫香?

Ｏ木簡学会編　　　　　　｜『日本古代木簡選』岩波書店

Ｏ信楽町教委　　　　　　ｉ『平成5 年 度 遺跡発掘調査事前総

i調 食報告』（信楽町文化財報告書8）

Ｏ紫呑楽宮跡調 査委貝会:「宮町遺跡出上木簡概報」１

・信楽町教委

Ｏ甲賀11f教 委

－

１

１

―

―

‐

:1999 年

Ｉ

｜
ｌ

４ 紫香楽宮関連遺跡発掘調査概報一甲賀市・宮町遺跡』（甲賀市文化財報告10）:2008年

宮町遺跡（12次）〔みやまち〕【I  103]　　 甲賀Ili（IH 、甲賀郡信楽町）

占代宮殿　92.10 － 93.3　1,ａ　 信楽町教育委員会

ｏ信楽町教委　　　　　　：『ｆ成5年度 遺跡発掘調査事前総合調査事業にかかる 紫香楽宮関辿遺跡発掘:1994年Ｏ信楽町教委　　　　　　：『嘔成5 年度 遺跡発掘調査事前総

:調 査報告』（信楽町文化財報告書8）

Ｏ紫香楽宮跡調査委員会:『宮町遺跡出土木簡概報』１

・信楽町教委

Ｏ甲賀巾教委

－

－

－

;1999 年
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

|『 紫香楽宮関述遺跡発掘調査概報一甲賀,lf・ 宮町遺跡』（甲賀巾文化財報告10) :2008 年

Ｏ鈴木良な・栄原永遠男：「滋賀・紫香楽宮跡（宮町遺跡）」（『木簡研究』33 ） :201 序

宮町遺跡（13 次）〔みやまち〕【凵04 】　　 甲賀市（旧、甲賀郡信楽町）

占代宮殿　93.  7 － 94.3　364点　 信楽町教育委員 会

Ｏ信楽町教委　　　　　：『平成5年度 遺跡発掘調査事前総合調査事業にかかる 紫香楽宮関辿遺跡発掘:1994年０信楽町教委　　　　　　：『平成5 年度 遺跡発掘調査 事前総合。

:調査報告』（信楽町文化財報告書8 ）

Ｏ信楽町教委　　　　　　｜『今よみがえる紫香楽宮』

０鈴木良章・栄原永遠男1 「滋賀・宮町遺跡」（『木簡研究』17 ）

０紫 香楽宮跡調査委ほ会|『 寓町遺跡出十木簡既報』１

・信楽町教委　　　　　 ：

Ｏ木簡学会編

Ｏ甲賀巾教委

Ｏ安土城考占博物館

‐

Ｉ

Ｉ

:1995 年

:1995 年

：『日本占代木簡集成』東京大学出版会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:  2003年

：『紫香楽宮関連遺跡発掘調査概報一甲賀巾・宮町遺跡』（甲賀市文化財報告10パ2008 年

：『 古代地方木簡の 世紀一文字資料からみた古代の近江』　　　　　　　　　　:2008 年

宮 町遺 跡 （16 次 ）〔みやまち〕｜凵0･1】　　 甲賀 市 （旧 、 甲賀郡 信 楽町）

古代宮 殿　94.  8 - 95. 3　629 点　 信 楽町 教 育委 員会

Ｏ鈴木良ほ・栄原 永遠男: 「滋賀・宮町遺跡」（「木簡研究」18 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1996 年

Ｏ紫香楽宮跡調査委八会:『宮町遺跡出土木簡概報』1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1999 年

・信楽町教委　　　　 ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

・ 甲賀､li教 委　　　　　　：『紫香楽宮関連遺跡発掘調査概報一甲賀市・宮町遺跡』（甲賀市文化財報告10 ）:2008 年

宮町遺跡（18 次）〔みやまち〕【I 】04】　　 甲賀市（IH 、叩賀郡信楽町）

占代宮殿　95.  7 － 96- 2　2点　 信楽町教育委員会

Ｏ鈴木良収・栄原水遠男:「滋賀・宮町遺跡」（『木簡研究』18）

Ｏ紫香楽宮跡調査委員会:『宮町遺跡出土木簡慨報』１

・信楽町教委　　　　　　ｌ

Ｏ甲賀巾教委

:1996 年

:1999 年

ぽ紫香楽宮関連遺跡発掘調査概報-･･甲賀酊・宮町遺跡』（甲賀市文化財報告10）:2008年

宮町遺跡（19次）〔みやまち〕【 凵04 】　　 甲賀「↑f（旧、甲賀郡信楽町）

古代宮殿　95. 11 － 97.3　65点　 信楽町教育委員会

Ｏ鈴木良収・栄原永遠男:「滋賀・寓町辿跡」（『木簡研究』18）

Ｏ紫香楽宮跡調査委員会:『宮町遺跡出上木簡概報J1

-  89  -



‐

―

―

:2007 年

近　畿

・信楽町教委

Ｏ甲賀市教委

‐

―

―

ｉ『紫香楽宮関連遺跡発掘調査概報一甲賀 市・宮町遺跡』【甲賀巾文化財報告】O）12008 年

宮町遺跡（20次）〔みやまち〕【1 104】　　 甲賀 市（旧、甲賀郡信楽町）

古代宮殿　96.6 － 97. 3　2003 点　 信楽町教育委員会

Ｏ紫香楽宮跡調査委員会1『宮町遺跡出十木簡概報』１

・信楽町教委

Ｏ鈴木良章・鷺森浩幸

Ｏ木簡学会編

Ｏ甲賀市教委

1
1
1

:1999 年

｜「滋賀・宮町遺跡」（『木簡研究』21 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り999 年

：『日本占代木簡集成』東京大学出版会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

|『紫香楽宮関連遺跡発掘調査概報一甲賀市・宮町遺跡』（甲賀巾文化財報告10) 12008 年

宮町遺跡（22 次）〔みやまち〕【1 104】　　 甲賀市（|口、甲賀郡信楽町）

古代宮殿　97.5 － 98. 3　135点　 信楽町教育委員会

Ｏ岩宮隆司　　　　　　　：「滋賀・宮町遺跡」（『木簡研究』22）

Ｏ紫香楽宮跡調査委員会:『宮町遺跡出土木簡既報』２

・信楽町教委
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ鈴木良章・栄原永遠男：「滋賀・史跡紫香楽宮跡（宮町遺跡第三七次）」（『木簡研究』31 ）

宮町 遺 跡（28 次 ）〔みやまち〕【1 105 】　　 甲賀 市 （旧、 甲賀 郡信 楽町 ）

古 代宮 殿　00.4 － 01.3　10 点 以 上　 信 楽町 教育 委員 会

Ｏ鈴木良章・栄原永遠男 冂 滋賀・紫香楽宮跡（宮町遺跡第二八次）』（『木簡研究』32 ）

宮 町遺 跡 （31 次 ）C みやまち〕　　 甲 賀巾

古代宮 殿　03.4 － 04. 3　92点　 甲 賀 市教 育委員 会

Ｏ鈴木良章・栄原永述男：「滋賀・紫香楽宮跡（宮町遺跡）」（『木簡研究』33 ）

宮 町遺 跡 （37 次 ）1 みやまち〕　　 甲 賀「li

古 代宮 殿　08.  1 － 08.3　19 点　 甲賀 市教 育委員 会

Ｏ鈴木良章・栄原永遠男：「滋賀・史跡紫香楽宮跡（宮町遺跡第ミ七次）」（（ 木簡研究亅31 ）

:2000 年

μ003 年

1

:2009 年

2010 年

:2011 年

:2009 年

新 宮 神社遺 跡 〔しんぐ うじんじや〕[ I 105】　　 甲 賀 市 （旧、甲賀 郡 信 楽町）

古代宮 都 関連　00.4 － 00. 12　1点　 滋賀 県教育 委 員会 ・（財）滋賀 県文 化財 保 護協 会

Ｏ畑中英 こ　　　　　　　：「滋賀・新宮神社遺跡」（『木簡研究』23 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　12001 年

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:「 新宮神社遺跡 甲賀郡信楽町黄瀬一 近畿白動車道名古屋神戸線建設事業に伴: 2004年

化財保護協会　　　　　 ：う発掘調査報告書2J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

O 安土城考古博物館　　 ｌ「古代地方木簡の 世紀一文字資料からみた古代の近江」　　　　　　　　　　:2008 年

西河原宮ノ内遺跡（1次）（84 年度試掘調査）〔にしがわらみやのうち〕【 凵02 】　　 野洲巾（旧、野洲郡

中主町）　　 古代集落　85.  2 － 85. 3　1点　 中主町教育委員会・中主町埋蔵文化財調査会

Ｏ中主町教委・中主町埋:『県道荒見・E 野・近江八幡線単独道路改良工事（木部・八夫工区）に伴う埋:1987年

文調査会

Ｏ辻広志

Ｏ安十城考古博物館

Ｏ濱修

:蔵 文化財試掘調査報告書』（中主町文化財調査報告書14 ）

｜「滋賀・丙河原宮ノ内遺跡」（『 木簡研究』25 ）

:『 古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』

Ｉ

Ｉ

Ｉ

:2003 年

:2008 年

｜「滋賀・肖河原宮 ノ内遺跡（第一九・二二・　こ五・こ九号）・釈文の訂正と追12011 年

: 加 」（『 木 簡 研 究 』33 ）
‐

Ｉ

西河原宮ノ内遺跡（3 次）（旧、湯ノ部遺跡）〔にしがわらみやのうち〕【1 102】　　 野洲Ili（旧、野洲郡

中 主町） 占代集落　96.5 － 96, 11　57点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ瀬口演司・藤μj琢 司　 ：「滋賀・湯ノ部遺跡」（『木簡研究』19 ）

Ｏ瀬口眞司　　　　　　　：「滋賀・湯ノ部遺跡（第 一九g･）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』22 ）

:1997 年

:2000 年

ｏ滋賀県教委・滋賀県文i「 西河垢|宮 ノ内遺跡ｕ 野洲郡中主町丙河原一県道荒見上野近江八幡線改良工12001 年

化財保護協会　　　　　　: 事に伴う巾=!E町内 遺跡（Ⅵ）』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

ｏ木簡学会編　　　　　　irF1 本 古代木簡集成』東京人学出版会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;  2003年

Ｏ安土城考古博物館

Ｏ濱修

：『古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』　　　　　　　　　　:2008年

:1 滋賀・西河原宮ノ内遺跡（第一九・二二・二五・匸九号）・釈文の訂正と追:2011乍

） 」（『木簡研究』33）

西河原宮ノ内遺跡（7次）〔にしがわらみやのうち〕　　 野洲市

古代官衙　06.4 － 06.8　7点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

Ｏ畑中英二・大橋信弥　 け 滋賀・西河原宮ノ内遺跡」（『木簡研究』29）

－90 －



Ｏ濱修 ：「滋賀・西河原宮ノ内遺跡 「第一九

り,U」（『木簡研究』33 ）

西河原森ノ内遺跡（2次）〔にしがわらもりのうち〕【凵02 】

古代集落　85.  4 － 85. 11　5点　中主町教育委員会

滋賀県

二二・二五・二九号）・釈文の訂正と迫:2011年

野洲市（旧、野洲郡中 主町）

ｏ徳網克己・山田鎌ａ　 ：「滋賀・西河原森ノ内遺跡」（『木簡研究』8）

ｏ中主町教委・中主町埋:『西河原森ノ内遺跡 第1・2次発掘調査概要』（中主町文化財調査報告書9）

文調査会　　　　　　　　ｉ

ｏ中主町教委・中主町埋:『西河原森ノ内遺跡 第3次発掘調査報告書』（中主町文化財調査報告書12）

文調査会　　　　　　　　ｉ

ｏ滋賀県埋文センター

ｏ巾 卩r 教 委

Ｏ山尾幸久

０木簡学会編

０沖森卓也・佐藤信編

Ｏ安 七城 考占博物館

Ｏ濱修

：『滋賀県埋蔵文化財センター紀要JI

:1986 年

:1987 年

:

:1987 年
:

:1987 年

：『西河原森ノ内遺跡 第1・2次発掘調査報告書Ｉ一中主町上地区画整理事業に:1990年

:伴 う埋蔵文化財調査報告書Ｉ』（中主町文化財調査報告書21  - 1)

:「森ノ内遺跡出上木簡をめぐって」（『木簡研究』12 ）

irl 二|本 古代木簡選』岩波書店

：『上代木簡資料集成』おうふう　　　　　　　 ，

ｉ『古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』

‐

‐

－

:1990 年

11990 年

: 1994 年

:2008 年

：「滋賀・西河原森ノ内遺跡（第八・一二・　一四・　一八号）・釈文の訂正と追加」:2011 年

：（『木簡研究』33）

西河原森ノ内遺跡（5 次）〔にしがわらもりのうち〕【 凵02 】　　 野洲巾（旧、野洲郡中 主町）

古代集落・官衙　89.  4 － 89.8　10点　 中主町教育委員 会

Ｏ辻広志

Ｏ山尾幸久

Ｏ中上町教委

Ｏ安 七城 考古博物館

Ｏ濱修

‐

‐

‐

ｌ「滋賀・西河原森ノ内遺跡」（『木簡研究』12）　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

ｉ「森ノ内遺跡出土木簡をめぐって」（『木簡研究』】2）　　　　　　　　　　　　 ■1990年

｜『平成元年度 中主町内遺跡発掘調査年報』（中主町文化財調査報告香30）　　11991 年

ｌ『古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』　　　　　　　　　　:2008 年

ｉ「滋賀・西河原森ノ内遺跡（第八・･-一二・ 一一四・一八号）・釈文の訂正と迫加」･2011 年

：（「木簡研究」33）

西河原森ノ内遺跡（7 次）〔にしがわらもりのうち〕【1 102】　　 野洲市（旧、野洲郡中主町）

占代集落・官衙　89.8 － 89. 10　1点　 中主町教育委員 会

０辻広志

Ｏ巾1ﾓ 町 教委

Ｏ安↓;城 考占陣物館

Ｏ濱修

‐

‐

ｌ「滋賀・西河原森ノ内遺跡」（『木簡研究』12）　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

｜『平成元年度 中主町内遺跡発掘調査年報』（中主町文化財調査報告書30）　　11991 年

｜『占代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近i』:』　　　　　　　　　　　12008 年

け 滋賀・西河原森ノ内遺跡（第八 ‥一二・･ 四・一八号）・釈文の訂正と迫力||」:2011 年

卜『木簡研究』33）

西河原森ノ内遺跡（13 次）〔にしがわらもりのうち〕【 凵02 】

古代集落・官衙　91.9 － 91. 10　2点　 中主町教育委員 会

Ｏ辻広志

Ｏ中主町教委

Ｏ安L: 城 考占博物館

Ｏ濱修

野洲市（旧、野洲郡中主町）

‐

‐

‐

：「滋賀・西河原森ノ内遺跡」（『木簡研究JM 』　　　　　　　　　　　　　　　:1992 年

ｌ『 平成3年 度 中主町内遺跡発掘調査年報』（中主町文化財調査報告轡36）　　　: 1993年

ｉ『 占代地方木簡の齔紀一文字資料からみた古代の近江』　　　　　　　　　　　12008 年

け 滋賀・西河原森ノ内遺跡（第八 一一 二・ 一一四・一八号）・釈文の訂正と追加」:2011 年

卜『木簡研究』33）

西河原森ノ内遺跡（19 次）〔にしがわらもりのうち〕[ I 102】

古代官衙　94.8 － 94. 12　2点　 中 片町教育委員会

Ｏ中 上町教委

Ｏ山川謙が・山尾幸久

Ｏ安ll 城 考占t専物館

Ｏ濱修

野洲11f（旧、野洲郡中主町）

‐

‐

‐

：『平成6年度 中主町埋蔵文化財発掘調査果報Ｉ』（中主町文化財調査報告書45）:1995年

：「滋賀・丙河原森ノ内遺跡」（『木簡研究』18）

:『古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』

:1996 年

:2008 年

：「滋賀・西河原森ノ内遺跡（第八・- 一二・一四・ 一八g･ ）・釈文の訂正と迫加」:201 ］年

i『r木簡研究』33 ）

‐

‐

‐

湯ノ部 遺跡 （1 次 ）〔ゆのべ〕【1 102 】　　 野洲 市 （旧、野 洲 郡中lﾓ 町 ）

古代集 落　91.  4 － 92. 3　1 点　 滋賀 県教 育委 員会 べ 財）滋賀 県 文化財 保護 協 会

ｏ濱修　　　　　　　　　 ｉ「滋賀・湯ノ部遺跡」（『木簡研究』日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1992 乍

ｏ沖森卓也・佐藤信編　: 『.11代 木簡資料集成』おうふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1994 年

ｏ滋賀県教委・滋賀県文|『 湯ノ部遺跡発掘調査報告書Ｉ一県道荒見上野近江八幡線改良工怐こ伴う巾主り995 年

化 財保護協会　　　　　: 町 内遺跡（Ｈ）』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

ｏ木簡学会編　　　　　　｜ r11本 古代木簡集成』東京大学出版会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12003 年

91 －



近　畿

Ｏ安土城考古博物館　　 ：『古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』

西 河原遺 跡 （3 次 ）（にしがわら] [  I 102】　　 野 洲市 （旧、 野 洲郡 中主町 ）

古代 集落　91.  11 － 92. 2　4点　 中 主町 教育 委員 会

Ｏ辻広志　　　　　　　　 ：「滋賀・丙河原遺跡」（『木簡研究』14 ）

Ｏ巾h 町 教委　　　　　　：『ｆ 成3年度 中主町内遺跡発掘調査年報』（中主町文化財調在報告書36 ）

Ｏ安上城考占博物館　　 ｉ『古代地方木簡の世紀一文字資料からみた古代の近江』

０濱修　　　　　　　　　 ：「滋賀・西河原追跡（第一四号）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』33 ）

西河原遺跡（10 次）［にしがわら］【凵03 】　　 野洲市（旧、野洲郡中主町）

占代集落　02.9 － 02. 10　2点　 中主町教育委員 会

Ｏ徳網克己　　　　　　　：「滋賀・西河原遺跡」（『木簡研究』25）

Ｏ安十城考古博物館　　：『古代地方木簡の歐紀一文字資料からみた占代の近江』

光 相寺遺 跡 （5 次 ） に うそうじ〕【1 103 】　　 野 洲市 （旧、 野洲 郡中 主町 ）

古 代集 落　86.  4 － 86. 12　2点　 中 主町 教 介委員 会

Ｏ徳網克己　　　　　　　: 「滋賀・光扣 咎遺跡」（『木簡研究j9 』

Ｏ安十城考古博物館　　 ：『 古代地方木簡のt吮紀一文字資料からみた古代の近江』

光 相寺遺 跡 （8 次 ） に うそ うじ〕【 凵03 】　　 野 洲 市（旧、 野 洲郡 中主町 ）

占代集 落　87.  12 － 88. 1　4点　 中 主町 教育 委員 会

ｏ辻広志　　　　　　　　 ：「滋賀.･ 光相寺遺跡| （『木簡研究』10 ）

ｏ中主町教委　　　　　　：『光相寺遺跡 第8次 発掘調査概要報告書』（中主町 文化財調食報告書20 ）

ｏ中主町教委　　　　　　｜『昭和62年 度 中主町内遺跡発掘調在年報』（巾主町文化財調査報告書18 ）

ｏ安t: 城 考 古博物館　　 ｌ『占代地方木簡の齔紀一文字資料からみた古代の近江Ｊ

ｏ濱修　　　　　　　　　ir 滋 賀・光相寺ご遺跡（第一〇号）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』33 ）

:2008 年

:1992 年

; 1993 年

12008 年

:2011 年

:2003 年

:2008 年

:1987 年

:2008 年

11988 年

:1988 年

り989 年

:2008 年

:2011 年

吉 地薬師 堂遺 跡 （2 次 ）〔よしじゃくしどう〕【1 103 】　　 野 洲 徼（旧 、野 洲郡 巾 主町）

中 世集 落　86.  4 － 87.3　6 点　 中主町 教育 委員 会

Ｏ山田謙再　　　　　　　 冂 滋賀・占地薬師寺堂遺跡」（『木簡研究』9 ）　　　　　　　　　　　　　　　:1987 年

Ｏ中主町教委　　　　　　１『占地薬師堂遺跡 第2 次発掘調査報告芯Ｉ一中上町上地区画整理事業に伴う埋:1990 年

㈲ 文化財調査報告ilⅢ』（巾主町文化財調在報告書22 - 1)
‐

‐

―

木 部遺 跡 〔きべ〕【1 103 】　　 野洲 市 （旧、 野洲 郡中 主町）

古代集 落　89.4 － 89.7　1 点　 中主町 教育 委員 会

Ｏ徳網克己　　　　　　　 囗 滋賀・木部遺跡」（『木簡研究』12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

Ｏ中主町教委　　　　　　ｉ『県道野洲巾ｔ 線関連遺跡発掘調査報告３－比留田法田遺跡・木部遺跡・虫生:1993 年

濔 跡』（中主町文化財調査報告Z37 ）

虫生遺跡（2次）〔むしゅう〕【1 103】　　 野洲l↑i（旧、野洲郡中主町）

古代集落　89.5 － 90. 3　1点　 中主町教育委員会

―

‐

・

Ｏ辻広志

Ｏ中主町教委

Ｏ巾 ｈ町教委

Ｏ安土城考占博物館

Ｏ濱修

:「滋賀・虫生遺跡」（（木簡研究J 12)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

：「ｆ 成元年度 中主町内遺跡発掘調査年報」（中主町文化財調 食報告書30 ）　　:1991 年

ｉ「県道野洲巾主線関連遺跡 発掘調査報告書一比留lll法田追跡・木部遺跡・虫生11993 年

:遺跡』（中主町文化財調査報告書37）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

i「 古代地方木簡の世紀--一文字資料からみた占代の近iEJ　　　　　　　　　　　 ■2008年

：「滋賀・虫生辿跡（第一 二号）・釈文の訂止と追加」（『木簡研究』33 ）　　　　:20 】|年

光 明寺遺 跡 に うみょうじ〕　　 野洲 巾

中 世集 落　05.  8 － 05.9　4 点　 野 洲 市教育 委員 会

ｏ野洲市教委　　　　　　: 『2005 年野 洲市文化財調査年報』

ｏ大東悟　　　　　　　　 ：「滋賀・光明寺遺跡」（『木簡研究』31 ）

街 道遺跡 （27 次 ）〔かいどう〕　　 野 洲r↑i

中 世集 落　06.10 － 06. H　1 点　 野洲 市教 育 委員会

ｏ杉本源造　　　　　　　：「滋賀・街道遺跡」（「木簡研究」30 ）

ｏ野洲Ilf教委　　　　　　：『平成18年 度 野洲市川蔵文化財調査概要報告者2』

鴨遺跡〔かも〕【 凵06 】　　 高島 市（旧、高島郡高島町）

古代官衙　79.6 － 79. 10　12点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

92 －

:2006 年

:2009 年

:2008 乍

:2008 乍



:1985 年

:2008 年

11991 年

12012乍

11979 年

i 】979年

:1980 年

|1990 年

12008 年

-  93  -

０滋賀県教委・商島町耙 『鴨遺跡』（商島町歴史民俗叢＆2 ）

£　　　　　　　　　　 Ｉ

ｏ丸山竜平　　　　　　　：「滋賀・鴨遺跡」（『木簡研究』2）

０木簡学会編　　　　　　｜『日本占代木簡選』岩波書店

０滋賀県教委・滋賀県文:【 滋賀県緊急雇JI】all出 特別対策事業に伴う

化財保護協会

Ｏ安1:城考占博物館

天神畑遺跡（2次）

中 世自然流路

Ｏ岩橋隆浩・濱修

滋賀県

冂980 年

卜980 年

:1990 年

出 士文化財資料化収納業務報告書:2005 年

:l卜1 』

μ 古代地方木簡の世紀-一文字資料からみた占代の近江』

〔てんじんぱた〕　　 高島市

09.8 － 10. 3　1点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

lr 滋賀・人神畑遺跡」（『木簡研究』34）

;1文:『商島市鴨・商鳥市安曇川町三尾里 天神畑遺跡・上御殿遺跡一鴨川11

1基幹河川改修事業（il冖|り11）に件う発掘調査報告みl』

2008 年

‐

‐

―

―

Ｉ

Ｉ

1012 年

天神 畑遺 跡 （3 次 ）〔てんじんばたl　　 高島 市

中 欧自 然流 路　10.  9 － 11. 3　1 点　 滋賀 県 教育 委員 会・（財）滋賀県 文化財 保護 協会

Ｏ岩橋隆浩 一濱修　　　 凵 滋賀・天神畑遺跡| （『木簡研究』3･1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:  2012年

Ｏ 滋 賀県教委・滋賀県文:「 高島,ll’鴨・商島ili安 曇川町ミ尾111 天神 畑遺跡・ 上御殿遺跡―鴨川補助広域:2013 年

化財保護協会　　　　　　i 基幹河川改修･μ業（,7 井川）に伴う発掘調介報告耆1J　　　　　　　　　　　i

上 御 殿遺跡 （08 年 度調 査）［かみごてん］　　 高島 市

中 世集落　08.  9 － 09.3　99 点　 滋賀 県教 台 委員会 ・（財）滋賀 県 文化 財保 護 協会

Ｏ岩橋liUい 濱修　　　: 「滋賀・ll 御 殿遺跡」（『木簡研究』34 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2012 年

Ｏ滋賀県教委・滋賀県文:『商島市鴨・商鳥市安曇川町三尾里 天神畑遺跡・上御殿遺跡一鴨川補助広域:2013年

上 御殿 遺跡 （12 年 度 調査 ）〔かみごてん〕　　 高島 市

占代集 落　12.4 － 12. 10　3点 （公 財）滋賀 県 文化 財 保護 協 会

ｏ中村智孝　　　　　　 卜 滋賀・ll 御 殿遺跡」（「木簡研究」35 ）

柿 堂遺 跡 〔かきどう〕【 凵05 】　　 東 近 江巾 （111、 神 崎 郡能 登川 町）

占代集 落　8･ い1 － 86.9　1 点　 能 登川 町 教育 委員 会

ｏ山本･ 博　　　　　　　：［滋賀・柿９遺跡］『r木 簡研究』8 ）

ｏ能べJﾘ||町 教 委　　　　　：「柿堂遺跡.1（ 能登川町埋蔵文化財調査報告占8 ）

ｏ木簡学会編　　　　　　 り ’ll本 古代木簡選丿 岩波占店

ｏ安|: 城 考占|専物館　　 ｉ「占代地方木簡の11!紀一 文字資料からみた占代の近江」

化 μ判呆護 協 会

斗西遺跡（2次）［とのにし］【 凵05 】　　 東近江市（旧、神崎郡能登川町）

占代集落　89.7 － 90.9　1点　 能登川町教育委員会

12013年

―

‐

・

:1986 年

11987 年

11990 年

:2008 年

:2008 年

１『斗丙遺跡2 次調食（本文a*i 版編2 木器）Ｊ（能登川町埋蔵文化財調査報卩993年

1告,1;27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

Ｏ　植lll文雄

Ｏ能ひ川町教委

１「滋賀・斗西迫跡」（r木 簡研究）】3）

ｏ安|:城考占博物館　　：『占代地方木簡の皀紀一文字資料からみた占代の近江』

北方田中遺跡〔きたかたたなか〕１凵06 】　　 米原 市（|口、坂111郡山東町）

中此集落　84.9 － 84. H　I,･な　滋賀県教育委貝会・（財）滋賀県文化財保護協会

ｏ奈良俊哉　　　　　　　：「滋賀・北方田中遺跡」（『木簡研究』7）

ｏ安|:城考占博物館　　:r 占代地方木簡の世紀･一一･文字資料からみた占代の近江』

能仁寺遺跡（3次）Eのうにんじ］　　 米原市

中|||:か院　10. ← Ｈ.6　2 点　 滋賀県教育委員会・（財）滋賀県文化財保護協会

ｏ中川治美　　　　　　　：「滋賀・能仁寺遺跡」『r木簡研究』3･1）

畑田廃寺跡〔はたけだはいじ〕ｌ凵05 】　　 愛知郡愛荘町（旧，愛知郡愛知川町）

占代寺院　78.  7 － 79.3　1点　 滋賀県教台委員会

ｏ滋賀県教委　　　　　：『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書VI - <1』

ｏ滋賀県教委　　　　　：『ほ場整備|刪系遺跡発掘調査報告,'rVI ・ 5』

ｏ近藤滋　　　　　　　　｜ |滋賀・畑Ⅲ廃寺跡」（『木簡研究』2）

ｏ木簡学会編　　　　　　:『|･l夲古代木簡選』¥｝波書店

ｏ安|:城考III‘博物館　　｜『占代地方木簡の蓆紀一文字資料からみた占代の近江,1



近　畿

京 都 府

平安京跡左京三条二坊十町（堀河院跡）〔へいあんきょう〕　　京都市

占代都城、近世都市　06. 12 － 08.3　4点 （財）京都市埋蔵文化財研究所
Ｏ京都巾埋文研

Ｏ丸川義広

ｌ『平安京左京二条二坊十町（堀河院）跡』（京都巾埋蔵文化財研究所発掘調査12008 年

:報告2007 － 17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

:「京都.･ｆ 安 京跡左京三条二坊十町（堀河院）」（『木簡研究』31 ）　　　　　･  2009年

平安京跡左京三条四坊十町〔へいあんきょう〕　　京都 市

近 世都市　03. 8 － 04.9　9点 （財）京都市埋蔵文化財研究所

Ｏ京都市埋文研　　　　：『平安京左京三条四坊1-町跡』（京都巾埋蔵文化財研究所発掘調査概報2004 － :2004年

:10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

O 小檜山 一良　　　　　　:「京都・孚安京跡左京三条四坊十町・烏丸御池遺跡」（『木簡研究』30）　　　-2008年

平安 京跡 左京 三条 四坊 十二 町 〔へいあんきょうｌ　　 京都 市

近 歐都市　06.6 － 06. 7　4点 （財）京 都市 埋蔵 文化財 研 究所

Ｏ京都lti埋文研　　　　　：『京都iti内 遺跡立会調査報告 平成18 年 度』

Ｏ吉本健再　　　　　　　ｉ「京都・平安京跡左京三条四坊十二町」（『木簡研究』32 ）

平安京跡左京四榮一坊六・十一町、壬生大路〔へいあんきょう〕　　京都市
古代都城　09.1卜09.12 、10.4 － 10.6　1点 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

Ｏ京都府埋文調査研究セ:『京都府遺跡調査報告集（第142冊）』
ンター

Ｏ増田孝彦

‐

‐

‐

；「京都・平安京跡」（『木簡研究』33 ）

:2007 乍

:2010 年

:2011 年

:20H 年

平 安京 跡左 京四 条二 坊十 四町 〔へいあんきょう〕　　 京都 市

近 世都市　02.8 － 03.8　4 点 （財 ）京都 市埋 蔵文 化財 研究 所

Ｏ京都市埋文研　　　　 ：『平安京左京四条二坊十円町跡』（京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概報2003:2003 乍

：－５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １

・ 平尾政幸　　　　　　　卜 京都・平安京畊」（『木簡研究』28 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12006 年

平 安 京跡 右京二 条二 坊 八町 〔へいあんきょう〕　　 京 都 市

占代 都城　10.2 べ0.3　1 点　 株式 会 社日 開調査 設計 コン サル タン ト

Ｏ（株）11閧調査設計コン:『 平安京右京 二条二坊八町跡一平安時代庭園跡の調査』（株式会社日開調査設:20H 年

サルタント　　　　　　　: 計コンサルタント文化財調査報告･笘4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

014 見澤太基　　　　　 ：「京都. ヽF安 京跡」（『木簡研究』3･1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2012 年

平安京跡右京三榮一坊六町（17 次）〔へいあんきょう〕【 凵09 】　　 京都市

古代都城　02. レ02.  2　1,叺 （財）京都巾埋蔵文化財研究所

Ｏ 京 都｢↑i埋 文研

Ｏ 山 口 真

０ 京 都 市埋 文 研

Ｏ 丸川 義 広

：「 平安京右京ﾐ 条･ 坊_ﾓ 一六・七町跡」（京都市埋蔵文化財研究所発掘訓査概:2002 年

:報2001 － 5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

i「京都・平安京跡右京三条一坊六町」（『木簡研究』25 ）　　　　　　　　　　　12003 年

：「 平安京右京７条･ 坊 六・七町跡 一西ミ条第（百花亭）跡』（京都市埋蔵文化12013 年

滯 研究所発掘調査報告201卜9 ）

l「京都・平安京跡右京三条一坊六町（第二五号）・釈文の訂正と追加」

l研究』35）

平安京跡右京三榮一坊六町（西三条第跡）〔へいあんきょう〕　　 京都 市

古代都城　08.  10 － 08. H　3点　 有限会社古代文化調査会

Ｏ古代文化調査会　　　：『平安京右京三条一坊六町・壬生遺跡一西三条第（百花亭）跡』

Ｏ家崎孝治　　　　　　　：「京都・平安京跡右京三条一坊六町」（『木簡研究』32）

1
1
1

(『 木 簡:2013 年

:2009 年

:2010 年

平安京跡右京三条－坊六・七町〔へいあんきょう〕※　　京都市

占代都城　11. 4 － 11. 12　19点 （財）京都市埋蔵文化財研究所

Ｏ京都市埋文研　　　　：『 平安京右京二条--坊六・七町跡一西三条第（百花亭）跡』（京都巾埋蔵文化:2013年

1財研究所発掘調査報告201卜9 ）

－94 －

Ｉ

Ｉ
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京都府

平安京跡右京三条四坊十三町〔へいあんきょうＪ　　 京都市

近代都市　04. 1 － 04. 5　1点 （財）京都市埋蔵文化財研究所

Ｏ京都市埋文研　　　　：『孚安京右京 三条円坊十三町跡』（京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概報2004:2004年

：－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

Ｏモッペティ恭代　　　ｉ「京都・平安京跡右京三条四坊十三町」（『木簡研究』35）　　　　　　　　　12013年

平安京跡右京四条四坊十六町（10 次）〔へいあんきょう〕　　京都市

古代都城　03. 卜03.  3　1点 （財）京都巾埋蔵文化財研究所

Ｏ京祁市埋文研

Ｏ近藤章１

：『平安京右京四条四坊十五・十六町跡』（京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概:2003年

:報2002 ’ 4）

1「 京都・平安京跡右京四条四坊十六町」（『木簡研究』32）

平 安 京跡 右京 五条一 坊二 ・三 町 〔へいあんきょう〕　　 京 都市

古代 都城　06.8 － 06. 12　8点 （財）京都 市埋蔵 文化 財研 究所

Ｏ京都市埋文研　　　　　：『乎安京跡・御土居跡』（京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2006 － 18）

Ｏ力||納 敬 二　　　　　　　ｉ「京都・平安京跡右京五条一坊-- ～ 四町」（『木簡研究』30 ）

平 安 京跡 右京 六条三 坊 六町 〔へいあんきょう〕　　 京 都市

古代 都城　04.4 － 04.6　2 点 （財）京 都市埋 蔵文 化財 研究 所

Ｏ京都i卜増文研

Ｏ｢有孝雄

‐

‐

－

:2010 年

12007年

12008年

：『平安京右京六条三坊六町跡』（京都巾埋蔵文化財研究所発掘調査概報2004 － :2004年

:2 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

:r 京 都・平安京跡右京六条三坊六町j （『木簡研究』27）　　　　　　　　　　:2005 年

平安京跡右京六条三坊七 一八・九・十町〔へいあんきょう〕　　京都市

古代都城　00.11 － 01. 10　13点 （財）古代学協会・古代学研究所

Ｏ堀内明陣

Ｏ堀内明博

ｉ「京都 ． 抔ヽ安 京畊右京六条三坊」（『木簡研究』24 ） 1002 年

け 京都・ 平安京跡右京六条Ｆ坊（第二四号）・釈文の訂正と追力11」（『木簡研究』:2008 年

:30 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

上久世荘（市立大藪小学校分校建設現場）〔かみくぜのしよう〕※

中世荘園　76. 9　1点　 六勝寺研究会

Ｏ歴史手帖編集部

京都｢ti

：「 上久世荘の調査一 京都市南区」（『歴史手帖』41*7  (5 巻4 号））

鳥羽離宮跡（97 次）〔とばりきゅう〕　　 京都巾

中ltt離宮　84.4 － 84.9　1点 （財）京都市埋蔵文化財研究所

Ｏ京都巾埋文研

Ｏ京都巾埋文研

Ｏ吉崎伸

:r 昭 和59 乍度 京都巾埋蔵文化財調査概要』

ｌ『鳥羽離宮跡Ｉ一金剛心院跡の調査』（京都市埋蔵文化財研究所調査報告20）

i「京都・鳥羽離宮跡」（『木簡研究』30 ）

烏羽離宮跡(102 次）〔とばりきゅう〕　　京都市

中世離宮　8･1.10 ・ 85.2　1点 （財）京都市埋蔵文化財研究所

ｏ 京 都rl了埋 文研

０ 京 都 巾 埋 文 研

ｏ 占 崎 伸

：『昭和59 年度 京都巾埋蔵文化財調査概要』

：『鳥羽離宮跡 １－ 金剛心院跡の調査』（京都市埋蔵文化財研究所調血報告20）

1「京都・鳥羽離宮跡」（『 木簡研究』30 ）

鳥 羽離宮 跡(145 次 ）〔とばりきゅう〕【Ｉ Ｈ３】　　 京祁 巾

中 世離宮　01.  10 － 01. 12　15点 （財 ）京都 市埋蔵 文化 財研 究所

Ｏ
 京祁巾川 文

研　　　　　：『鳥羽離宮跡・F 鳥羽遺跡』（京都市埋蔵文化財研究所 発掘調査既報2001 －8）

Ｏ尾藤徳行　　　　　　　：「京祁・鳥羽遺跡・鳥羽離宮跡」（『木簡研究』26 ）

妙心寺金牛院敷地（1 次）（2次）【みょうしんじきんぎゅういん】　　京都･ti

近世寺院　83.8 － 83.9、84. 5　6点　 花園大学考古学研究室

Ｏ花園人学考占学研究室l『妙心寺境内地の調査一金牛院敷地、花闘高等学校敷地』（花人考研報告5）

・妙心寺金牛院　　　　　ｉ

Ｏ高橋克壽　　　　　　　ｉ「京都・妙心寺金牛院敷地」（『木簡研究』32）

伏見城跡（伏見区東組町698 地点）［ふしみじ.lう］１凵13 】　　 京都市

近世城館　85.  10 － 85. 12　15点以 ｈ （財）京都市埋蔵文化財研究所

Ｏ京都I=1μ!11文研　　　　：『昭和60年度 京都ili埋蔵文化財調査概要』

Ol以山充志　　　　　　　り 京都・伏見城跡』（『木簡研究』28）

-  95  -
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1008 年
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近　畿

伏 見城 跡 （金森 出雲 遺跡 ・御 香宮 廃寺 ）［ふしみじょう］【1 113 】　　 京 都市

近 世城 館　86.  1 － 86. 2　6 点 （財 ）京都 巾埋 蔵文化 財研 究 所

Ｏ京都di 埋 文研　　　　 ：『摎安京跡発掘資料選 匚 』』

Ｏ原山充志　　　　　　　 凵 京都・伏見城跡」（『木簡研究』8）

Ｏ京都市埋文研　　　　 ｜『昭和60年 度 京都巾埋厳文化財調査概要』

Ｏ原山充志　　　　　　　：「京都・伏兄城跡（第八号）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究亅28 』

伏 見城 跡 （伏 見 区総 合庁舎 整 備事 業1 次 ）［ふしみじよう］※　　 京 都市

近 世城 館　05.6 － 06. 9　121 点 （ 財）京 都市埋 蔵文 化財 研 究所

Ｏ京都11f埋文研　　　　　ｌ『伏見城跡』（京都巾埋蔵文化財研究所発掘調査報告2006 － 27）

伏 見城 跡（伏 見 区総 合庁舎 整備 事 業2 次 ）｛ふしみじょう｝※　　 京 都市

近| 眺城館　07.  11 － 08.2　1,な （ 財）京 都 市埋 蔵文 化財 研 究所

ｏ京都ili埋 文研　　　　　:r 伏 兄城跡』（京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2007　15 ）

り986 年

け986 年

11988年

2006 乍

:2007 年

:2008 年

壬 生 寺境 内遺 跡 〔みぶでらけいだい〕【ＩＨ３】　　 京都 市

古代 都城　90.7 － 90.9　10 点 （財 ）元 興寺 文化財 研 究所

ｏ岡本広義　　　　　　　：「モ生､y 境内遺跡 発掘調査の概要」（『７Ｅ興￥文化財研究』37 ）　　　　　　　: 】991年

ｏ岡本広義　　　　　　　ｌ「壬生 寺境内遺跡出上の蘇民将来札．（『 元興寺文化財研究』38 ）　　　　　　 卩991 年

ｏ岡本広義　　　　　　　｜「京都・壬生寺境内遺跡」（『木簡研究』13 ）　　　　　　　　　　　　　　　　11991 乍

ｏ北野信彦　　　　　　　ｉ「壬生 与境内遺跡出上の漆器資料」（『元興 与文化財研究』10 ）　　　　　　　 卜992 年

ｏ木簡学会編　　　　　　｜「日本占代木簡集成」東京大学出版会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12003 年

ｏ元興寺文化財研究所　:r 芦ヽ安 京左京五条･ 坊 二町（壬生寺境内）一老人ホーム（ウェルエイジ壬生）:2011 年

1建設に伴う発掘調査報告書』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

大薮遺 跡 ・大薮 城跡 ｛おおやぶ・おおやぶじょう｝　　 京都 酊

近世集 落　10.4 － 10.7　1 点 （財 ）京都 市埋 蔵文 化財研 究 所

Ｏ京都巾埋文研　　　　　：『大蔽遺跡・人裁城跡』（京都市埋蔵 刻 匕財研究所発掘調介報告2010 －9）

Ｏ田中利津了･　　　　　　：「京都・大裁遺跡・大蔽城跡」（『木簡研究』33 ）

六波羅政庁跡〔ろくはらせいちょう〕【Ｉ囗4】　　 京都市

中世邸宅　99.  7 － 00.3　1点 （財）京都市埋蔵 文化財研究所

ｏ田中利津了･

ｏ 京都心埋 文研

０京祁rlf埋 攵研

ｌ「京都・六波縦政庁跡」（「 木簡研究」22 ）

j ΓΥ成凵年度 京都巾埋蔵文化財調査慨要』

12010年

μ0 囗年

1000 年

:2002 年

i『京都国立博物館構内発掘調査刪l冷 一法住寺殿跡・六波羅政庁跡 一方広寺跡J12009年

：（京都巾埋厳文化財研究所調査報告23）

本能寺跡［ほんのうじ］　　 京都市

111胯寺院　07.7 － 07.8　15点　 関丙文化財調査会

ol剔内文1ﾋ財調査会　　：『本能寺跡発掘調査報告 嘔安京左京四条二坊十五町J

o 占川義彦・驕lll至・配 「京都・本能寺・聊安京跡左京四条二坊卜五町」『r木簡研究』31）
山良罕

‐

―

―

東福寺常楽庵庫裏（とうふくじじょうらくあんくり）　　京都巾

近1吮寺院　02. 9 － 03. 12　1,1以 （財）京 都伝統建築技術協会

Ｏ京都伝統建築技術協会:『重要文化財 柬Ｍ寺常楽庵庫裏修理Iこ事報告14』

一束福寺代表役員福島慶:

1■　　　　　　　　　　　I道　　　　　　　　　　　：

Ｏ川嶋‥雄　　　　　　　:F京都・東福寺常楽庵庫裏』（『木簡研究』26）

清水寺本堂［きよみずでらほんどう］　　 京都 市

近tlt寺院　11.  10 － 11. 12　7点 （公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

Ｏ引原茂治　　　　　　　ｌ「京都・消水寺本堂」（「木簡研究」 35）

相国寺旧境内（5次）〔しょうこくじきゅうけいだい〕　　 京都市

近世寺院　10.8 － 11.3　1点　 同志社大学歴史資料館

Ｏ浜中邦弘・高村夏　　；「京都・相国寺旧境内1（『木簡研究』35）

相国寺旧境内（6次）Ｃしょうこくじきゅうけいだいj　　　京都巾

近|lt寺院　11.  4 － 12. 8　28点　 同志社大学歴史資料館

－96 －

‐

―

‐

咄008 年

？009 乍

：
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Ｏ浜中邦弘・高村夏 ：「京都・相「司与旧境内」（『木簡研究』35 ）

法 住寺 殿跡 〔ほうじゅうじどの〕※　　 京 都 市

近 世 寺院　12.1 － 12. 7　1 点 （財）京 都市埋 蔵 文化財 研 究所

Ｏ京都Ilf埋 文研　　　　 ｌ『法住寺殿跡』（京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2012  - 10)

宇治市街遺跡〔うじしがい〕　　宇治巾

近世近代集落　O･1.8 － 04. 11　4,弘　宇治市教育委員会・宇 治市歴史資料館

Ｏ浜中川弘 一大原瞳・表:1 京都・宇治市街遺跡」（『木簡研究』27）
原 克代

‐

－

―

長岡 宮跡 東辺 官 衙 （北苑 ）（宮316 次 ）〔ながおかきゅう〕　　 向 口 市

古代官 衙・ 都城　95.  10 ・ 97. 1　1点 （財 ）向 日市埋蔵 文化 財セ ン ター

oll･jlllli埋 文センター　 ｊ「長岡宮 阮|ﾋ苑 」宝幢遺構』（向日市埋蔵文化財調査報告書66）

･）梅本康広・中島信親・:r 京 都・長岡寓跡』『i’木簡研究』28 ）

佐藤|Ilt f･　　　　　　:

長岡宮跡東辺官衙（推定春宮坊）（宮329 次）〔ながおかきゅう〕【I  115】　　 向日市

lll’代官衙・都城　96.8 － 96. 10　467点 （財）向［|市埋蔵文化財センター

ｏ中鳥1,1親・山11均・清:「京祁・長岡宮跡」『r木簡研究』20）

水みき

Ｏ木簡学会緬

Ｏ向日巾雌文センター

Ｉ

Ｉ

－

｜『|･|本 古代木簡集成』東京大学出版会

:「 長岡宮春宮坊跡」「|削 」市埋蔵文化財調査報告ぶ62 第2 分冊）

長岡宮跡東辺官衙（推定春宮坊）（宮341 次）〔ながおかきゅう〕【凵15 】　　 向日市

占代官衙・都城　97.2 － 97.3　667,･な （財）向口市埋蔵文化財センター

Ｏ 中島祐親・清水みき　；「京都・長岡宮跡」（『木簡研究』21）

Ｏ向日巾雌攵センター　：『長岡宮存宿坊跡』（向日巾埋蔵文化財調査報告μ62 第2分冊）

長岡宮跡東辺官衙（推定春宮坊）（宮357 次）｛ながおかきゅう) [ I 116】

占代官衙・都城　98.2 － 98.3　1点 （財）向日市埋蔵文化財センター

Ｏ中島f,i親・清水みき　：「京都・長岡宮跡」（『木簡研究J 21』

向 日 市

ｏ 向山lf埋文センター　:r 長岡宮呑宿坊跡』（向日巾埋蔵文化財調査報告書62 第2分冊）

長岡 宮跡 北辺 官衙 （南 部）・東一 坊大 路 （宮373 次 ）〔ながおかきゅう〕　　 向日 市

古 代官 衙 ・ 都城　98.  12 － 99. 3　1 点 （財）向HI 卜 埋 蔵文 化財 セ ンタ ー

Ｏ向|III涓1 文センター　 ｌ『長岡宮 「東面北門」・宝菩提院廃寺』（向日111埋 蔵 文化財調査報告書70 ）

Ｏ梅本康広・中島信親・：「京都・長岡宮跡」（『木簡研究』28 ）

佐藤直了･
Ｉ

Ｉ

ｉ

長岡京跡左京北一条二坊－・四町（左京345 次）｛ながおかきよ引 【Ｉ Ｈ６】　　 向日市

古代都城　94.5 － 94. 9　1点 （財）向 口市埋蔵 文化財センター

Ｏ梅本康広・中島信親・：「京都・長岡京跡（1）」（（木簡研究J) 17)

松崎俊郎・國ド多美樹ｙ

清水みき　　　　　　　　：

Ｏ向lj巾理文センター　：『長岡京跡ほかJ（向日巾埋蔵文化財調査報告書）62 第1分冊）

長岡京跡左京一条二坊十三町（旧左京南一条二坊十三町）（左京7201次）〔ながおかきょう〕【1 116】

向11 di　占代都城　72.  12　1点　 向日市教育委員会

Ｏ向|Iltf教委　　　　　　：『長岡京木簡I』

Ｏ松崎俊郎　　　　　　　ｌ「京都・長岡京跡」（『木簡研究』3」1）

長 岡京 跡左 京一 条三 坊四 町 （左京501 次 ）（ながおかきょう）　　 向 日 市

占代 都城　04.10 －o･1.11　18 点 （財 ）向 日巾埋蔵 文化 財 セン ター

ｏ向|| 巾 堙文センター　 ：『 長岡 京跡ほか』（向日市埋蔵文化財調轟報件書68）

ｏ山||均 ・佐藤il‘〔r･　　 ；「京都・長岡 京跡」『r 木簡研究』28 ）

長岡京跡左京二条二坊五・六町（左京381 次）〔ながおかきょう〕｜凵17 】

占代都城　96.7 ・ 96. 11　1点 （財）向 口ili埋蔵文化財センター

Ｏ中島f,i槻・國ド多１樹･:「京都・長岡京跡」（『木簡研究』19）

97
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:2013 年

:2013 年

砲005年

：

:2005 年

:2006 年
：

:1998 年

:

:2003 年

は001 年

:1999 年

:2004 年

;1999 年

;2004年

:2006 年

臣006年
：

11995乍
:

l

:2004 年

;1984 年

:2012 年

:2005 年

:2006 年

11997年



近　畿

消水みき　　　　　　　　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ

Ｏ向日11f埋 文センター　 ｜『長岡京跡・森本遺跡・野田遺跡』（向日市埋蔵文化財調査報告書65 第1 分冊) ; 2005年

長岡京跡左京二条二坊八町（旧左京南一条二坊六町）（左京14次）〔ながおかきょう〕【IH71　 向日市
古代都城　77. 11 － 78. 2　15点　向日市教育委員会・長岡京跡発掘調査研究所

Ｏ向日巾教委　　　　　　：『長岡京木簡l亅

Ｏ長岡京跡研究所・向日：『長岡京跡発掘調査研究所調査報告書 長岡京跡・東土川丙遺跡・修理式遺跡』

市埋文センター　　　　　：

Ｏ松崎俊郎　　　　　　　：「京都・長岡京跡」（「木簡研究」34）

長岡京跡左京二条二坊八町（左京545 次）〔ながおかきょう〕※　　向 日市

古代都城　11.7  - 11.8　1点 （財）向 日市埋蔵文化財センター

Ｏ向日市教委・向日市埋:『長岡京跡ほか』（向日市埋蔵文化財調査報告書92）

文センター　　　　　　　：

! 1984 年

:2003 年

:

:2012 年

:2012 年
：

長岡京跡左京二条二坊十三町・三坊四町（旧二条大路・東二坊大路交差点）（左京290 次）

〔ながおかきょう〕【 凵18 訂】　向 口市　 古代都城　92.  6　2点 （財）向日巾埋蔵文化財センター

Ｏ山中章・松崎俊郎・秋: 「京都・長岡京跡（1）」（『木簡研究』15 ）

山浩三・國 下多芙樹 り 刺

水みき
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ向 日巾埋文セン ター・：

向11 市教委

－

１

１

『向H Ili埋蔵 文化財調査報告書』38

:1993 年

:

:1994 年

長岡京跡左京二条二坊十五町・三坊二町（左京473 次）〔ながおかきょう〕【ＩＨ８】　　向日市

古代都城　02.  6 － 02. 12　10点 （財）向 日市埋蔵文化財センター

Ｏ國下多美樹・佐藤直了･:「京都・長岡京跡」（『木簡研究』25）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

Ｏ向日11f埋文センター　：『長岡京跡左京二条条間大路・東二坊大路』（向日11f埋蔵文化財調査報告書65:2005年

ｉ 第2分 冊）

長岡 京跡 左京 二条 四坊 六・ 七町 （左 京528 次 ）〔ながおかきょう〕　　 京都 市

古代 都城　08.8 － 08. 10　1点 （財）京都 市埋 蔵文化 財研 究 所

Ｏ京都市埋文研　　　　　：「長岡京左京二条四坊六・七町跡」（京都市埋蔵文化財発掘調査報告2008 － 13）

Ｏ加納敬二　　　　　　　: 「京都・長岡京跡」（『木簡研究』31 ）

―

Ｉ

・

:2009 年

:2009 年

長 岡 京跡 左京 三条 二坊－ ・ 二町 （左 京425 次 ）［ながおかきょう］【1 120 】　　 向 日巾

古代 都城　99.  4　255 点 （財）向 日市埋 蔵 文化財 セン タ ー

ｏ梅本康広・國下多美樹･: 「京都・長岡京跡（1）」（『木簡研究』23 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2001 年

中島信親 り青水みき　　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

ｏ向日市埋文センター　lr 長岡宮跡第 二次内 裏東宮西外郭 長岡京跡左京７ 条条間北小路』（向口市堙12006 年

:藏文化財調査報告£74)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

長 岡 京跡 左京 三条 二坊 三町 （左 京531 次 ）〔ながおかきょう〕※　　 向 日市

古代 都城　09.4 － 09.6　1 点 （財）向 日市埋 蔵文 化財セ ン ター

Ｏ向Ｈ市埋文センター　 ：『長岡京跡左京气条二坊』（向U ili埋蔵 文化財調査報告393 ） :2012 年

長 岡 京跡 左京 三条 二坊 六町 （左 京356 次 ）〔ながおかきょう〕【1 121 】　　 向 日 市

古代 都城　95.  1 － 95. 7　20点 （財 ）向 日市埋蔵 文化 財セ ン ター

Ｏ國下多美樹・済水みき: 「京都・長岡京跡（2）」（『木簡研究J18 』　　　　　　　　　　　　　　　　　:1996 年

Ｏ清水みき　　　　　　　：「京都・畏岡京跡（第一八号）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』21 ）　　　　: 1999年

Ｏ向日市理文センター　 ｉ『長岡京跡ほか』（向日「li埋蔵文化財調査報告書64 第1 分冊」　　　　　　　　12005 年

長 岡 京跡 左京 三条二 坊 八 ・九町 （旧 左京二 条 二坊六 町）（左 京51 次 ）〔ながおかきょう〕【1 122 訂 】

向 日 市　　 占代 都城　80.  5 － 80. 7　174 点　 向 日 市教 育委員 会

Ｏ向日巾教委　　　　　　：『向日市埋蔵文化財調査報告書』7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!  1981年

Ｏ山中章　　　　　　　　 ：「京都・長岡京跡」（『木簡研究』3 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1981 年

Ｏ向日ilj‘教 委　　　　　　｜『鎚岡京木簡1 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り984 年

Ｏ木簡学会編　　　　　　：『日本占代木簡選』岩波書店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

Ｏ沖森収也・佐藤信編　 ｜『上代木簡資料集成』おうふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;  1994年

Ｏ長岡京跡発掘調査研究:『 長岡京跡発掘調査研究所調査報告書 長岡京跡・東七川西遺跡・修理式遺跡』:2003 年

所・向日11f埋文センター：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

-  98  -



京都府

長岡京跡左京三条二坊九町（立会M T 08104)  [ながおかきょう〕※　　 向rl 市

古代都城 〔〕8.Ｈ － 09. 3　1点 （財）向 口巾埋蔵文化財センター

ｏ向日111埋文センター　：『長岡宮跡内裏「東宮」内郭後宮・野田遺跡・物集女呶塚占墳』（向日市埋蔵:20H 年

: 文化財調査報告書88）

長岡京跡左京三条二坊十・十一町（左京358 次）〔ながおかきょう〕11 122】

古代都城　95.  1 － 95.2　93点 （財）向日市埋蔵文化財セン ター

Ｏ梅本康広・中島信親・：「京都・長岡京跡（l）」（「木簡研究」17）

松崎俊郎・國下多美樹・：

清水みき

Ｏ木簡学会編

Ｏ向日巾理文センター

１

－

―

：『日本占代木簡集成』東京人学出版会

｜『 長岡京跡ほか』（向日di 埋蔵文化財調在報告み64 第1分 附）

向 口亟

Ｉ

Ｉ

Ｉ

11995 年

｜

:2003 年

; 2005 年

長岡京跡左京三条二坊十三・十四町・三坊三・四町（左京433次）〔ながおかきょう〕【凵22】　向日市

古代都城　99.8 － 00. 2　2点 （財）向日市埋蔵文化財センター
Ｏ山口均・中島信親・松: 「 京都・長岡京跡」（『木簡研究』22 ）

崎俊郎・消水みき

Ｏ向日lli埋 文センター

１

１

１

:2000 年

：

ｉ『長岡宮跡第二次内裏東宮丙外郭 長岡京跡左京三条条問北小路』（向日市埋12006年

:厳文化財調査報告£73)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

長 岡 京跡 左京 三 条二 坊十 六町 （旧左 京二 条 二坊 十四町 ）（左 京7708 次 ）〔ながおかきょう〕【 凵22 】

向 卩 市　 古代都 城　77.7 － 77.8　3 点　 向 日市教 育委員 会

０向日 111教 委　　　　　　：『向日巾埋蔵文化財調査報告書』4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1978 年

０向11 111教 委　　　　　　ｌ『長岡京木簡|』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1984 年

Ｏ松崎 俊郎　　　　　　　ｉ「京都・長岡京跡」（『木簡研究』34 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12012 年

長岡京跡左京三条二坊十六町・三坊一町（左京301 次）〔ながおかきょう〕【 凵23 】

占代都城　93.  4　93. 7　2点 （財）向日市埋蔵文化財セン ター

ｏ松崎俊郎・國下多美樹･:「京都・長岡京跡（1）」（r木簡研究J16 ）

消水みき

Ｏ向H 111堙 文センター

―

‐

‐

向日市

：『長岡京跡・中海道遺跡・長野丙古墳群』（向日市埋蔵文化財調査報告書69 ）

:1994 年
:

:2009 年

長岡京跡左京三条二坊十六町・三坊一町（二条大路・東二坊大路交差点）（左京291 次）〔ながおかきょう〕

【 凵22 訂】　向日市　 占代都城、中 世集落　92. 7 － 92. 9　2点 （財）『同日市埋蔵文化財センター

Ｏ山中卓・松崎俊郎・秋: 「 京都・長岡京跡（1）」（『木簡研究J15 』

山 浩 已・國下多１ 樹・消:

水みき

Ｏ向日巾理文センター

Ｉ

Ｉ

Ｉ

：『長岡京跡二条人路ほか亅（向日市埋蔵文化財調査報件書53）

長岡京跡左京三条二坊十六町・三坊一町（左京312 次）【ながおかきょう】[ I 123】

古代都城　93.8　35 点 （財）向日di埋蔵文化財センター

Ｏ松崎俊郎・國下多美樹･:「京都・長岡京跡（1）」（『木簡研究』16）

清水みき

Ｏ向日di埋文センター

1
1
1

向日市

卩 長岡京跡・中海道遺跡・艮野丙占墳群』（向日市埋厳文化財調査報告JIこ69）

長岡京跡左京三条三坊－・二町・三条条間北小路（左京428 次）〔ながおかきょうｊ【 凵23 】

古代都城　99. 5 ・ 99. 6　1点 （財）向日市埋蔵文化財センター

Ｏ山口均・中品信親・松:「京都・長岡京跡」（『木簡研究』22）

崎俊郎・清水みき

Ｏ木辧i学会編

Ｏ向日巾雌文センター

Ｉ

Ｉ

‐

：ｒ日本占代木簡集成』東京大学出版会

１『長岡京跡・中海逆遺跡』（向日市埋蔵文化財調査報告£･67)

長岡京跡左京三条三坊八町（左京387 次）〔ながおかきょう〕【 凵23 】

占代都城　96. 4 － 96. 7　9点 （財）向 日市埋蔵文化財センター

Ｏ中島信親・國下多災樹･:「京都・長岡京跡」（『木簡研究』19）

消水みき

Ｏ向日巾埋文センター

Ｉ

Ｉ

Ｉ

向日市

:1993 年
:

l:

:2001 年

! 1994 年
:

:2009 年

向日市

:2000年

:2003年

:2005年

:1997 年
ｌ

：『長岡京跡・森本遺跡・野川遺跡』（向日l打埋蔵文化財調査報告占65 第1分 冊) j 2005年

長岡京跡左京四条二坊七町（旧左京三条二坊五町）（左京119 次）｛ながおかきょう2【1 124IT】　 向日市

古代都城　84.  10 － 84. H　I点 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

－99 －
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Ｏ京都府埋文センター

Ｏ山口t専

：『京祁府遺跡調査概報』15

1「京都・長岡京跡（2）」（『木簡研究』7 ）

ｏ向日Ilj埋 文センター・：『長岡京木簡2』

向日r↑i教 委　　　　　　　！

:1985 乍

; 1985 年

: 1993 年

：

長岡京跡左京四条二坊十・十一町（旧左京四条二坊九町）（左京71 次）〔ながおかきょう〕1112 石II】

向l=1市　 古代祁城　81.2 － 81.4　2点　 向|| 市教育委員会

Ｏ向日市教委

Ｏ清水みき

：『向日市埋蔵文化財調在報告書』８

：ｒ京都・長岡京跡J （『木簡研究』4）

。向日市埋文センター 。：『艮岡京木価2 』

向日市教委

‐

―

‐

長岡京跡左京四条二坊十一町（旧左京四条二坊九町）（左京27 次）〔ながおかきょう〕【 凵24 訂】

向日ill　古代都城　79. 5 － 79. 7　1点　 向日市教育委員 会

ｏ向日市教委　　　　　　：『向口市埋蔵文化財調査報告占』６

０山中章　　　　　　　　:「京都・長岡京跡」（『木簡研究』2）

ｏ向日巾教委　　　　　　卜 ’長岡京木簡1』

長岡京跡右京六条二坊五町（右京985 次）〔ながおかきょう〕　　長岡京 徼

占`代都城　09.10 － 09. 12　1点 （財）長岡京巾埋蔵文化財センター

ｏ長岡京Ili埋文センター：『長岡京di埋,匯文化財センター年報 ｙ成21年度』

ｏ岩崎誠　　　　　　　　：「京都・長岡京跡」（「木簡研究」 33）

長岡京跡右京六条二坊五・十二町（右京565 次）Eながおかきょう〕【 凵27 訂】　　 長岡京r打

占代都城　97.  4 － 97. 5　2点 （財）長岡京市埋蔵文化財セン ター

ｏ木村泰彦　　　　　　　匚 京都・長岡京跡右京六条二坊六町」（『木簡研究』20）

ｏ長岡京巾埋文センター：『長岡京ilf埋蔵文化財センター年報 平成9年度』

長岡京跡右京八条二坊二・六・七町（右京1019 次）〔ながおかきょう３　　 長岡京市

中世城館　11.  2 － 12. 3　2点 （財）長岡京市埋蔵文化財セン ター

ｏ長岡京巾埋文センター:『艮岡京市埋蔵文化財センター年報 平成23乍度』

ｏ木村泰彦　　　　　　　:r京都・長岡京跡j（『木簡研究』35）

戌亥遺跡（左京435 次）Cいぬい〕【1 128】　　 向日市

中世集落　99.9 － 00. 3　3点 （財）向日市埋蔵文化財センター

ｏ向日巾埋文センター　：『長岡京跡左京北一条三坊二町』（向日市埋蔵文化財調査報告書55）

ｏ梅本康広・佐藤直了-　:「京都・戌亥遺跡」（『木簡研究』28）

中福知遺跡（左京521 次）（長岡京跡左京四榮一坊十三・十四町）〔なかふくち〕※

中世集落　07.3 － 07.9　1点 （財）向 日市埋蔵文化財センター

Ｏ向日di埋文センター　：『長岡京跡・中海逆遺跡』（向日市埋厳文化財調査報告書83）

更ノ町遺跡（右京285 ・ 310 ・ 335次）Cふけのまち〕【 凵28 訂】　　 長岡京市

古代都城、近世近代包含屑　87.  1卜88.  3、88. 7 － 89. 3、89.3 － 89.8　19点

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

Ｏ 上橋誠　　　　　　　　:「京祁・長岡京跡（2）」（『木簡研究』12）

Ｏ京都府埋文調査研究セ:『京都府遺跡調査概報』45
ン タ ー

１

‐

‐

Ｏ長岡京巾史編 さん委員: 『 長岡京lli史 資料編2』
八

冫 ４

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ木簡学会編　　　　　　：『日本占‘代木簡集成』東京大学出版会

中世勝龍寺城跡（右京163 次）〔ちゅうせいしょうりゅうじじょう〕【凵28 】

中世城郭　84.  5 － 81. 8　1点 （財）長岡京巾塊蔵文化財セン ター

Ｏ長岡京巾教委

０長岡京巾教委

Ｏ岩崎誠

：『長岡京巾文化財調査報告書』15

:『長岡京巾文化財調査報告耆J17

ド 京都・勝能寺城跡バ『木簡研究』26）

難波野遺跡（5次）〔なんばの〕

古代官衙　06.9 － 07.2　1点

向 日｢li

; 1982 年

:1982 年

･ 1993 年

：

:1980 年

:1980 年

:1984 年

:20H 年

:20H 年

:1998 年

: 1999 年

:2013 年

:2013 年

:2002 年

:2006 年

12011年

:1990 年

:1991 年

:1992 年

；

:2003 年

長岡京市

:1985 年

:1986 年

:2004 年

宮津市

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

-  100 －



（,京 都府埋文調を研究セ: 『京都府遺跡調査報告集』128

ンター

Ｏ引原茂治

Ｉ

Ｉ

Ｉ

：「京都 一難波野遺跡」（『木簡研究』30 ）

内里八丁遺跡（20 次）〔うちさとはっちょう〕　　 八幡市

中欧集落　03.4 － O･1.2　13点 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

Ｏ京都府埋文調食研究セ:『京都府遺跡凋介概報J 116
ンター･

Ｏ引原茂治

１

‐

‐

卩 京都・内・ 八丁遺跡j『r木簡研究』271

馬場南遺跡c ばばみなみ〕　　木津川 市

占代寺院　08.4 － 09.2　7点 （財）京都府埋蔵文化財調杏研究センター

･j伊野近富　　　　　　　:「京都・馬場南途跡」（r木簡研究j 31）

（･京祁府川文調査研究セ:『京都府遺跡調査報告集』138
ン ター

１

１

１

大阪府

:2008 年
:

j2008 年

12005年
:

:2005 年

;2009 年

;2010 年

北 綺田遺 跡 群 （蟹満 寺|日境内 ）［きたかばた］　　 木津川 市

占 代寺 院　07.8 － 08.3　1 点　 木津川111教 育 委員会

ｏ木沖川Ili教 委　　　　 ｉ『北緯111地lｘ:舁1場整備･μ業に伴う遺跡発掘調査報告書一緯Ⅲ車谷占墳群、薬師:2009 年

|堂占墳、蟹満￥旧境内他』（木津川ili埋 蔵 文化財､凋査報告書6）　　　　　　　 ｜

。･|･島ii;　　　　　　　　ir 京 都・蟹満寺旧境内」『i木簡研究』32 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:20 】0年

上狛北遺跡（2次）【かみこまきた】　　 木津川 市

占代都城　10.8 －l】.3　44点 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン ター

Ｏ京都府川文調だ研究セ:『京都府遺跡調政報告集』150

ンター　　　　　　　　　ｌ

Ｏ筒井崇史　　　　　　　ｉ! 京都・」こ狛北遺跡」（『木簡研究』3･1）

山崎津跡（18 次）〔やまざきつ〕※　　乙訓郡大山崎町

中 世港　II ノ1－ 11. 12　1点 （公財）京都府埋蔵文化財調査研究セン ター

Ｏ京都府埋文調食研究セ:『京祁府遺跡調査報告集』155
ン ター･

Ｉ

―

―

佐山遺跡（3次・Ｂ２地区）〔さやま〕【｜129】　　 久匱郡久御山町

I川11:集落・居館・条里　01.4 － 01.8　1点 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

ｏ京都府雌文,凋査研究セ:『京都府埋蔵文化財情報』82

ンター　　　　　　　　　：

ｏ竹川-ji　　　　　　　ir 京都・佐山遺跡」『r木簡研究』2jl）

ｏ京都府埋夊,凋介研究セ:r 佐山辿跡（本文編）（図版編）』｛京都府遺跡調査報告,!｝33）
ン ター

大 阪 府

‐

－

―

難波宮跡（Ｎ ｗ02 － 13次）［なにわのみや］　　 大阪府

占代都城　03.3　1 点 （財）大阪I↑i文化財協会

ｏ人阪lh教ｌ ・人阪11j･文:『ｆ成Ｍ年度 人阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』

化財協会　　　　　　　ｌ

ｏ疝lj洋り,’,li兄　　　　ir入:阪・難波宮跡（|）j（r木簡研究J 26)

難波宮跡(N  W06  - 2次）:なにわのみや〕　　 大阪市

占代都城　06.7 － 06.9　1点 （財）大阪巾文化財 協会

ol甸秀雄　　　　　　　　：「大阪・難波宮跡」（『木簡研究』31）

難波宮跡(NW10  - 4次）｛なにわのみや｝※　　 大阪「li

占代 都城　10.6 一川.5　1 点 （財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所

－101 －

j2012 年

:

12012年

:2013 年

12001年

1

12002年

:2003 年
ｉ

12004 年

:

）04 年

:2009 年



近　 畿

Ｏ大阪文化財研究所　　：『難波宮址の研究第18』

難波宮跡（大阪府警察本部庁舎新築に伴う調査）〔なにわのみや〕【1 130】　　 大阪巾

古代都城　99.  2 － 99. 11　32点 （財）大阪府文化財調査研究センター

Ｏ大阪府文化財調在研究:『難波宮跡北西の発掘調査一大阪府弊察本部新庁舎新築’Ｅ事に伴う大坂城跡

センター　　　　　　　　：（その6）発掘調査速報Ｊ

Ｏ江浦洋　　　　　　　　１「大阪・難波宮跡」（『木簡研究』22）

:2012年

:2000 年
:

:2000 年

ｏ大阪府文化財調査研究:『大坂城址Ｈ 大坂城跡発掘調査報告書ｎ一大阪府警察本部新庁舎新築工事に:2002年

センター

Ｏ木簡学会編

Ｏ奈文研

i伴 う 発掘調査報告書（本文編）（図版編）（付図編）』（ 大阪府文化財調査研究|

:セ ンター調査報告書74 ）

:『 日本古代木簡集成』東京大学出版会

ｉ『木簡黎明一飛鳥に集ういにしえの文字たち』（飛鳥資料館図録53）

‐

－

‐

:2003 年

:2010 年

難 波 宮跡 （大 阪府 警察 本部 棟新 築2 期 工 に 伴う 調査）（なにわのみや）　　 大阪 徼

古代 都城　03.6 － 04. 3　14点 （財 ）大阪 府文 化財 セン ター

Ｏ江浦洋　　　　　　　　 ：「大阪・難波宮跡（2）」（『木簡研究』26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:2004 年

Ｏ大阪府文化財センター：『 大坂城址Ⅲ一 人阪府警察本部棟新築2 期-［ に伴う発掘調査報告書（本文編）:2006 年
：（
図版編）』（大阪府文化財センター調査報告書144 ）

大坂城跡（与力屋敷跡）〔おおさかじょう〕【 凵31 】

近世城郭　71.  7 － 71. 8　H 点　 難波宮址顕彰会

０難波宮址顕彰会

Ｏ難波宮址顕彰会

Ｏ栄原水遠男

Ｏ豆谷浩之

大阪市

：『森の宮ランプ ウェーエ事に伴う予備調査概報』

：『雛波宮跡研究調査年報1971 』

―

－

―

:1971 年

:1972 年

ｉ「現大坂城周辺出 土の木簡」（追手門学院校地学術調査委員会『 大坂城 三の丸;1982 年

:跡 一迫手門学院大手前高等学校・中学校の校舎建築に伴う発掘調査』）　　　　：

曰 大阪・大坂城跡（l）」（『木簡研究』35 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　･2013 年

大坂城跡（62 次）〔おおさかじょう〕【凵31 】　　 大阪市

近世城郭　74.9 － 74. 12　1点　 難波宮址顕彰会

０難波宮地顕彰会

Ｏ栄原永遠男

Ｏ豆谷浩之

：『難波宮跡研究調査年報1974 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1976 年

：「現大坂城周辺出土の木簡」（追手門学院校地学術調査委員会『 大坂城 三の丸:1982 年

|跡一迫手門学院大手前高等学校・中学校の校舎建築に伴う発掘調査』)

:「大阪・大坂城跡(2)｣(『木簡研究』35)

大坂城跡（100 次）〔おおさかじょう〕【口31 】　　大阪市

近世城郭　76.  10 － 77. 1　1点　 高速大阪東大阪線難波宮跡調査会

Ｏ高速大阪東大阪線難波:「大阪府道商速大阪東大阪線の通過に伴う難波宮跡発掘調査概報」

宮跡調査会

Ｏ大阪市文化財協会

Ｏ栄原永遠男

OQI 谷浩之

1
1
1

り ’難波宮址の研究第7 （ 報告編）』

‐

Ｉ

Ｉ

:2013 年

:1978 年

i

■ 1981 年

：「現大坂城周辺出･L の木簡」（追手門学院校地学術調査委員会『大坂城 三の丸は982 年

i跡一追下門学院大手i脯 等学校・中学校の校舎建築に伴う発掘調査』)

：｢ 大阪・大坂城跡(3)凵『木簡研究』35)

大坂城跡(121 次）【おおさかじょう】　　 大阪市

近世城郭　77.6 － 77. 10　1点　 高速大阪東大阪線難波宮跡調査会

Ｏ高速大阪東大阪線難波:「大阪府道高速大阪東人阪線の通過に伴う難波宮跡発掘調査概報」

宮跡調査会

０人阪1↑f文化財協会

０栄原永遠男

Ｏ豆谷浩之

1
1
1

ｉ『難波宮地の研究第7 （報告褊）』

Ｉ

Ｉ

‐

:2013 年

:1978 年

:1981 年

:「現大坂城周辺出11 の木簡」（追手門学院校地学術調食委貫会『 大坂城 三の丸:1982 年

i跡一 迫手門学院大手前商等学校・中学校の校舎建築に伴う発掘調査』）

：「大阪・大坂城跡（3）」（『木簡研究』35 ）

大坂城跡（奉行屋敷跡) (122 次）〔おおさかじょう〕【 凵31 】　　 大阪「ti

近世城郭　77.  7 － 77. 10　H点　 大阪市教育委員会・難波宮址顕彰会

ｏ大阪ltf文化財t臨会　　:r 難波宮跡研究調杏年報1975 ～1979. 6j

o 大阪市文化財協会　　：『難波宮地の研究第8』

ｏ豆谷浩之　　　　　　　ｉ「人阪・大坂城跡（4）｜『r木簡研究』35）

大坂城跡(O  S 05 - 3次）〔おおさかじょう〕　　大阪 市

近 世城郭　05. 7 － 05. 8　6点 （財）大阪市文化財協会

－102 －

‐

‐

Ｉ

:2013 年

:1981 年

:1984 年

:2013 年



Ｏギ非和・豆谷浩之・鳥:「大阪・大坂城跡」（『木簡研究』28）

居信子　　　　　　　　　ｌ

Ｏ大阪市教委・大阪巾文:「大阪市内埋蔵文化財包蔵地発棚調査報告書(2005) 』

化財協会　　　　　　　　：

大阪府

:2006 年

:

:2006 年
：

大坂城跡(O  S 06 - 7次）〔おおさかじよう〕　　大阪市

近世城郭　06.  11 － 06. 12　2点 （財）大阪市文化財協会

Ｏ大阪市文化財協会　　：『大坂城跡VI一平成18年度学校法人追手門学院による建設じ事に伴う大坂城跡:2007年

Ｏ杉本厚典

:発 掘調査報告亅

:「人阪・大坂城跡」（『木簡研究』31 ）

大坂城跡（OS08 －5次）［おおさかじょう］※　　大阪市

近世城郭　08.  6　1点 （財）大阪市文化財協会

Ｏ人阪市教委・大阪市文:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2008) 』

化財t翕会
―

‐

‐

大坂城跡(OSIO  - 4次）〔おおさかじょう〕※　　人阪巾

古代都城　10.6 － 10. 9　1点 （財）大阪市博物館協会人阪文化財研究所

Ｏ人阪文化財研究所　　：『大坂城跡XⅢ』

大坂城跡(NW10  - 4次）（おおさかじょう）※　　大阪市
古代都城　10.6-11.5　1 点 （財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所

Ｏ人阪文化財研究所　　：『難波宮址の研究第18』

大坂城跡(NW10  - 7次）rおおさかじょう］　　 大阪 市

近 世城郭　10.  11 － 11.2　1点 （財）大阪市博物館 協会大阪文化財研究所

ｏ大阪文化財研究所　　：『難波宮址の研究第17』

ｏ清水和明・南秀雄　　：「大阪・大坂城跡」（『木簡研究』34）

大坂城跡(OS11  - 4次）〔おおさかじょう〕　　 大阪市

近 睛城郭　11.7 ・Ｈ.8　1 点 （財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所

ｏ消水和明・南秀雄　　：「大阪・大坂城跡」（『木簡研究』3･1）

大坂城跡(O  S12  - 4次）（おおさかじよう）※　　大阪市

近世城郭　12.8 － 13. 1　3点 （公財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所

Ｏ人阪文化財研究所　　：『難波宮址の研究第19』

‐

‐

‐

:2009 乍

‐

１

－

―

‐

2010 年

2012 年

:2012 年

:20H 年

:2012 年

:2012 年

:2013 年

大 坂 城跡(O  S  12 - 9次 ）（おおさかじよう）※　　 大阪 市

近世城 郭　12.9  - 12. 11　3, 弘 （公財 ）人阪 市 博物館 協会 大阪 文化 財研 究所

Ｏ人阪文化財研究所　　 ：『中央区人予辿三丁目における建設Ｅ事に伴う大坂城跡発掘調食(O  S 12・9 ）:2013 年

:報告書』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

大坂 城三の 丸跡 （大坂城 跡03-1)  f お お さかじょう］　　 人阪 市

近 蹶城 郭　03.6 － 04.3　108 点 （ 財）大 阪府 文化財 セン ター

Ｏ島内洋 二・江浦洋　　 ：「大阪・大坂城跡」（『木簡研究』26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2004 年

Ｏ人阪府文化財センター：『大坂城址Ⅲ一 大阪府繁察本部楝新築2 期亅:に伴 う発掘調査報告書（本 文編）:2006 年

：（図版編）』（大阪府文化財センター調査報告書M4 ）

大坂城下町跡(O  J04  - 1次）［おおさかじようかまち］　　 人阪「ti

近世城 ド町　05.3 － 05.4　23点以上 （財）大阪市文化財協会

ｏ人阪巾文化財協会　　:r 積水ハウス株式会社による建設_［ 事に伴う人坂城ド町跡発掘調査｛０亅（M

il）報告ｘ』

ｏ寓本康治・鳥居信了･　ｉ「大阪・大坂城ド町跡」（「木簡研究」 28）

大坂城下町跡(O  J 06 - 3次）｛おおさかじょうかまちJ　　　大阪市

近世城 下町　06.5 － 06.6　19点 （財）大阪市文化財協会

ｏ照111慶一･　　　　　　　囗 人阪・大坂城下町跡j（「木簡研究」29）

大坂城下町跡(O  J 06 - 4次）

近歐城 ド町　06.8　1 点

〔おおさかじょうかまち〕

(財) 大 阪 市 文化財 協会

-

103 －

大阪市

Ｉ

Ｉ

・

:2005 年

:

:2006 年

:2007 年



近　畿

Ｏ黒田慶 ：「大阪・人坂城下町跡1 （『木簡研究』29 ）

大坂城下町跡（OJ09 －2次）〔おおさかじょうかまち〕
近歐城ド町　10. 2　70点 （財）大阪巾文化財協会

大 阪11j

Ｏ清水和明 :r 大阪・人坂城 下町跡j （『木簡研究』33 ）

大坂城下町跡(O  J 11 - 5次）Cおおさかじょうかまち3　　　人阪市

近 既城 ド叮　12.  3　1点 （財）大阪 市¶嘩物館協会大阪文化財研究所

Ｏ人阪市教委・人阪文化:『人阪巾内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告者(2011) 』

財研究所

Ｏ清水和明

ｌ

ｌ

‐

lr 人阪・人坂城下町跡」（（ 木簡研究亅35 ）

勝山遺跡(O  K90  - 2次）〔かつやま〕11 137】　　 大阪市

中世遺物包職地　90.  10 － 90. 11　1点 （財）大阪 市文化財協会

Ｏ松本百合子

Ｏ大阪巾文化財協会

:「大阪・勝山遺跡」（（ 木簡研究j 13 ）

:2007 乍

:20H 年

:2013 年
:

:2013 年

:1991 年

：「大阪市南部遺跡群発掘調査報告－平野区加美遺跡・平野区自:連東迫跡・平野:200朗ﾐ

陬 別所遺跡・平野区亀井北遺跡・孚野|刈 哨 環濠都･li遺跡・生野旧 卸勝山古墳:

：（勝山遺跡）・阿倍野区阿倍野筋南遺跡j

長原遺跡(N  G92  2 次）｛ながはら｝1 1 137】　　 大阪df

古代集落　92.4　1 点 （財）人阪市文化財協会

Ｏ消水和明　　　　　　　卩 大阪・長原辿跡」（『木簡研究』18）

Ｏ木簡学会編　　　　　　:『|1本古代木簡集成』東京人学出版会

Ｏ人阪ili文化財協会　　 け 大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告ＸＶ』

長原 遺跡(N  G04  - 3次 ）｛ながはら3　　　 大阪 市

古代 集落　O ｔ 9 ・ 05. 3　1点 （財）大 阪巾 文化財 協会

Ｏ杉本1ｿﾞ典・ 占111晃 一鳥: 「 大阪・長原遺跡」（『木簡研究』 28）

１

－

―

:199H 年

:2003 年

:2006 年

:2006 年

居信子

Ｏ大阪11T文化 財協会

：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

ｉ「人阪llif野区 長原遺跡束部地区発掘調在輟;l冫Ｘ－2001年度大阪市長吉束朗り2007年

:地[](L 地区l山i整理 事業施行に伴う発掘調査報告書)

１

‐

‐

加美 遺跡(KMOO  - 5次 ）【かみ】【 凵37 】　　 大阪 市

古代 集落　00.  5 － 00. H　I 点 （財）大阪 市 文化財 協 会

Ｏ怐ll洋 司・鳥居信了･　囗 人阪・加美辿跡凵『 木簡研究』23 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2001 年

Ｏ 大阪 市文化財協会　　 ：『 大阪111平野 区 加美遺跡 発掘調査報告I』－ili鴬 加１ 神明東・加美細lil住宅 建:2003 年

i設Ｅ零に伴う発掘調査報告胤1

広島藩大坂蔵屋敷跡（99年度調査）｛ひろしまはんおおさかくらやしき｝【1  138】

近世城 ド町　99.6 － 00. 1　点数不詳 （財）大阪市文化財協会

Ｏ岡村勝行・鳥居信ｆ　：「人阪・広島藩大坂蔵Ｍ敖跡」（『木簡研究』23）

Ｏ人阪市文化財協会　　：（人阪巾北|）（ 広島藩大坂蔵屋敷跡ll）

広島藩大坂蔵屋敷跡（00 年度調査）［ひろしまはんおおさかくらやしき;【 囗38 】

近世城 下町　01. 1 － 01.3　178点 （財）人阪巾文化財 協会

Ｏ岡村勝行・鳥居信そ　:f 大阪・広島藩人坂破屋敷跡」（「木簡研究」23）

Ｏ人阪ltf文化財1翕会　　：『大阪l旧ﾋ区 広島滞人坂蔵雌敷跡Ｈ』

広島藩大坂蔵屋敷跡（01 年度調査）:ひろしまはんおおさかくらやしき］【1 138】

近世蔵屋敷　01.6 － 02.2　7点 （財）大阪市文化財t翕会

ｏ寓本康治・鳥居信了･　：「大阪・広島藩大坂蔵崖敷跡」『r木簡研究』2･1）

ｏ人阪111文化財協会　　：『大阪市北区 広島藩大坂蔵唄敖跡II』

東 心 斎橋 一丁 目所在 遺 跡 〔ひがししんさいばしいっちょうめしょざい〕【 凵38 訂 】

近世 都 市　01.9　1 点 （財 ）大阪 市 文化財 協会

Ｏ小川木富慈笑　　　　:1 朿心斎橋一一Ｔ Ｈ所在遺跡」（大阪巾文化財協会『葦火』98）

ｏ小倉徹也・鳥居信「･　：ｌ大阪・ 朿心斎ｔ ごj‘ H 所 在辿跡」（r 木簡研究）2･|）

ｏ 人阪Ili教 委・人阪市文:『 平成13 年度 大阪ili内 埋蔵文化財包蔵地発掘調査報;り書』

化財協会

－

Ｉ

Ｉ

-  104 －

人阪 市

大阪市

大阪巾

大阪I打

‐

―

―

:2001 年

:2001 年

:2001 年

:2004 年

:2002 年

:200･1 年

:2002 年

:2002 年

:2003 年
：



高 松 藩蔵屋 敷(T  K01  - 1) [ た か まつはんくらやしき) [ I 138】　　 大 阪市

近 世城 下町　02.  1 － 02.2　6 点 （財）大阪 市文化 財 協会

Ｏ小旧木富慈１　　　　 ：「中之島5 丁11 所在 遺跡（高松藩蔵崖敷跡）」（大阪市文化財協会『葦火』98 ）

Ｏ人阪11f教 委・大阪巾 文:『 平成13 年度 大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』

化財協会

Ｏ叺谷浩之

―

‐

‐

:r 大阪・商松藩蔵屋敷跡j （『木簡研究』33 ）

大阪府

:2002 年

:2003 年
:

:2011 年

阿 倍野 筋北遺 跡 （あべのすじきた）　　 大阪 市

近 歐集 落　06.  12 － 08.5　I'J 120点 （財）大阪i↑i文 化財 協会

Ｏ人阪di 文化財 協会　　 ：『大阪巾阿倍野区 阿倍野筋北遺跡発掘調査報告一 大阪都Ili計画 半業阿倍野地:2009 年

:区第二種111街地 再開発事業施行に伴う阿倍野筋北遺跡発掘調査報告書」　　　 ：

Ｏｌ勿秀雄　　　　　　　　 ド 大阪・阿倍野筋北遺跡j （『木簡研究』33 ）　　　　　　　　　　　　　　　　:201 】年

堺環濠都市遺跡(S  K T85 地点）〔さかいかんごうとし1 ※　　 堺『↑i

近 世都111　86. 1　2点　 堺 市教育委貝会

ｏ堺111教委　　　　　　　:r堺rli文化財調介報告』31

堺環濠都市遺跡(S  K  T153 地点）〔さかいかんごうとし〕※　　 堺「↑i

近 匱都,lf　86. 7 － 86. 10　約4･10点　 堺市教育委員 会

ｏ堺「l」教委　　　　　　　：『堺lli文化財調査報告』51

堺環濠都市遺跡(  S K  T 179地点・立会調査）〔さかいかんごうとしj ※

巾|||:都市　85.  ( 月不詳）　1 点　 堺市教育委員会

ｏ堺11j’教委　　　　　　　：「堺市文化財調査報告」 46

北花田口遺跡(KHG2 地点）〔きたはなたぐち〕【1 1391
近欧集落　86. 1 － 86. 3　2点　堺市教育委員会

０堺111教 委

０嶋谷和彦

堺巾

:r 堺,lf文化 財調査概要報告』５

：ｒ人阪・北花Ⅲ「1遺跡i （『木簡研究』27 ）

:1986 年

:1990 年

堺市

:1990 年

:1990 年

:2005 年

吉 井 遺跡 〔よしい〕【Ｉ Ｍｏ】　 岸和 田 市

占代集 落　99.9 － 00.3　1 点　 大阪 府 教 青委員 会

o l;林史郎　　　　　　　：「人阪・,り井辿跡」『r木簡研究』22 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2000 年

ｏ人阪府教委　　　　　　：『大阪府教育委員会文化財調査事務所年報』4　　　　　　　　　　　　　　　　:2001 年

ｏ人阪府教委　　　　　 ｌ「吉井追跡一 府営岸和Ill占 井 住宅建替えに伴う発掘訓査」（大阪府埋蔵文化財:2006 年

:調査報告2005 － 4）

嶋上郡衙跡(17  - P 、18M) ［しまがみぐんが］ｌ川利】

近世集落　79.5 － 80. 3　1点　 高槻巾教育委員会

０高槻111教 委

０高槻巾教 委

０森川克行

高槻市

Ｉ

Ｉ

Ｉ

：『嶋 ｈ郡衙跡発掘調食概要4－ 商槻rli郡家 本町・郡家新町・清福寺町・川 西町:1980 年

：・今城町所化』（商槻rti文化 財調査慨要）

ｌ『 高槻市文化財年報 昭和53 ・5-1 ･ 55年 度』

:1 人阪 ・嶋 Ｌ郡衙跡」（r 木節研究J 27)

九 頭 神 遺跡(168 次 ）｛くずがみ｝　　 枚 方111

巾11t集 落　01.  3 － 02. 3　1 点 （財）枚 方 市文化 財研 究調 査会

ｏ枚方Ili教 委　　　　　　：「枚方ili文化財年報23 2001 年度 分」

ｏ枚方Ili文化財研究調査:r 九頭神遺跡II 』（枚方市文化財調査報告･1･l）

φ
，　　　　　　　　　l
J.　　　　　　　　　　　 ・
ｏ西|||敏 秀・ド村節１　 ：ｆ人阪・九頭神遺跡」（『 木簡研究』26 ）

禁野本町遺跡(103 － 3次）¶きんやほんまち〕　　 枚方市

占代官衙　03.  12 － 04.3　4点 （財）枚方市文化財研究調査会

Ｏ枚方Ili教委　　　　　　：『枚方111文化財年報25 2003年度分j

ｏ西村健川・山本崇　　: 「大阪・ 禁野本町遺跡」（i 木簡研究J! 27)

ｏ枚 力･,lf文化 財研究調査:r 禁野本町遺跡Ⅲ』（枚方111文化財調査報告仙）
八

ｊ,4

１

１

１

禁野本町遺跡(103 － 4次）〔きんやほんまち〕　　 枚方市

占’代官衙　04. A － 04. 10　341点 （財）枚方巾文化財研究調査会

－105 －

:2005 年

:2002 年

:2004 年

に004 年

1200 が|そ

:2005 年

12006 年

：



近　畿

ｏ枚方市教委　　　　　　：『枚方市文化財年報26 2004年度分』

ｏ西村健司・山本崇　　｜「大阪・禁野本町遺跡」（『木簡研究』27）

ｏ枚方市文化財研究調査:『禁野本町遺跡ｍ』（枚方市文化財調査報告49）

会

禁野本町遺跡
占代官衙

Ｏ枚方市教委
Ｏ西村健司

‐

―

‐

（148 次）〔きんやほんまち〕　　 枚方市

06.3 － 06. 7　8点 （財）枚方市文化財研究調査会

：『枚方市文化財年報28 2006年度分』

｜「人阪・禁野本町遺跡」（「木簡研究」31）

:2005 年

; 2005 年

:2006 年

:2007 年

:2009 年

玉 櫛遺 跡 （01 年 度 調査 ）〔たまくし〕[ I 142】　　 茨木 市

中 世集落　01.4 － 02.3　2 点 （財）大阪 府 文化 財 調査 研 究セン タ ー

Ｏ大阪府文化財センター: 『TE 櫛遺跡Ｕ一 大阪府営茨木玉櫛住宅（建て替え）新築工事に伴う埋蔵文化財:2003 年

:発掘調査報告書亅（大阪府文化財センター調査報告書95）　　　　　　　　　　:

Ｏ駒井正明　　　　　　　 ド 人阪.= Ｋ櫛遺跡」（『木簡研究』26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12004 年

玉櫛遺跡（06 年度調査）［たまくし］　　 茨木 市

中世集落　06.4 － 07.3　1点 （財）大阪府文化財センター

Ｏ大阪府文化財センター：「財団法人 大阪府文化財センター年報 平成18年度Ｊ

Ｏ信Ⅲ貞美世・赤松佳奈：【大阪・.lﾐ櫛遺跡】（『木簡研究』30）

茨木 遺跡 （4 次 ）〔いばらき〕　　 茨 木市

近世 町屋　06.  5　3 点　 茨 木 巾教 育委員 会

Ｏ茨木ilf教委　　　　　　：『人阪府茨木dj 平成18 年度 発掘調査既報』

Ｏ黒須蛸之・黒須亜希子：「大阪・茨木遺跡」（『木簡研究』29 ）

萱振 遺跡 ［かやふり］　　 八尾 市

中世 近 世集 落　83.6 － 87.7　2 点　 人阪 府 教育 委員会

ｏ大阪府教委　　　　　　：『萱振遺跡（本文編）（図版編）』（人阪府文化財調査報告書39）

ｏ廣瀬穰la　　　　　　　: 「大阪・萱振遺跡 」（『木簡研究』28 ）

:2007 年

:2008 年

:2007 年

:2007 年

:1992 年

:2006 年

久宝寺遺跡（29 次）〔きゅうほうじ〕[ I 143】　　 八尾iti

古代集落　99.  10 － 01. 11　1点 （財）八尾市文化財調査研究会

Ｏ八尾市文化財調査研究:『久宝寺遺跡 第29次発掘調査報告占一大阪竜哂都市拠点地lg竜華東西線4工区:2003年

会

Ｏ坪田真一

:に伴 う』（ﾉＵ 心卜文化財調査研究会報告74）

ヤ 人阪・久宝寺遺跡」（『木簡研究』26 ）

湊遺 跡 （98　7 区 ）〔みなと〕　　 泉佐 野「lf

近 世 集落　98.  9　1 点　 泉佐 野市 教育 委員 会

Ｏ泉佐野市教委　　　　　：『泉佐野市埋蔵文化財発掘調査概要一 熈成10 年度』

Ｏ東原直明　　　　　　　：「大阪・湊避跡」（『 木簡研究』28 ）

‐

‐

‐

:2004 年

:1999 年

:2006 年

讃 良 郡条里 遺 跡 〔さらぐんじょうり〕【ＩＭ３】　　 寝 屋川 市

占代 集落　02.  3 － 02. 12　2点 （財）人阪 府文化 財 セン ター

Ｏ大阪府文化財センター：『大阪文化財研究』23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

Ｏ黒須亜希子　　　　　　: 「人阪・讃良郡条里遺跡 」（『木簡研究』25 ）　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

Ｏ 大阪府文化財センターｉ『寝屋川市所在 讚良郡条叭遺跡（その1）一 一般国道1 号 バイパス（大阪北道12004 年

:路 ）・第’こ京阪道路建設に伴う埋蔵文化財 発掘調査報告書』（大阪府文化財セ:

:ン ター調査報告書109）

玉手山遺跡（府）〔たまてやま〕※　　 柏原市

古代中IU:複合遺跡　 発掘期問不詳　3,点　人阪府教育委員会

Ｏ泉北考古資料館　　　：『記された睛界一人阪府ド出ｔの墨書土器・文字瓦と木簡展』

１

１

１

:1984 年

玉 手山 遺跡 （2 次 ）〔たまてやま〕【 凵43 】　　 柏原 市

古代 中世 複合 遺跡　8･1.3 － 84.4　1 点　 柏原 市教 育委 員 会

Ｏ柏原市教委　　　　　　l 『1ﾐ 手山 遺跡一玉手中学校用地内埋蔵文化財調査』（柏原市文化財発掘調査概:1985 年

:報1984 － 8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

Ｏ北野重　　　　　　　　 卜 大阪・玉手山遺跡」（『木簡研 究』34）　　　　　　　　　　　　　　　　　　･  2012年

－106 －



普賢寺遺跡（3次・市2次）〔ふげんじ〕【1 144】　　 門真市

中世集落　86.5 － 86. 7　25点　 門真市教育委員 会

ｏ門貞市教委　　　　　　：『普賢寺遺跡発掘調査概要nj

ｏ宇治原靖泰　　　　　:r 大阪・普賢寺追跡|（『木簡研究』32）

大阪府

:1991 年

:2010 年

西岩田遺跡〔にしいわた〕[ I 14･1】（※）　　 東大阪市

近1止集落　79. 3 － 81.9　1点 （財）大阪文化財センター

Ｏ大阪府教委・大阪文化:『内岩田一近畿自動車道天理～吹川線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告11983年

財センター－

Ｏ泉北考古資料館

０古尾谷知浩

:耆（本文編）（図版編）（付図）』

｜『記された世界一人阪府下出土の墨書土器 一文字瓦と木簡展』

：「人阪・西岩IB 遺跡・本誌未掲繊出土事例略報」（『木簡研究』34 ） :2012 年

鬼 虎川 遺跡 （53 次 ）〔きとらがわ〕【 凵45 】　　 東 大阪巾

中 世集 落　02.  3 － 02. 12　3点　 東 大阪 市教 育委員 会

Ｏ 菅 原嗔太　　　　　　　：「大阪・鬼虎川遺跡」（「木簡研究」 25）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

Ｏ東大阪41 教 委　　　　: 『 鬼虎川遺跡 第53 次 発掘調査報告一一般国道170 g･西 石切な休交差乍業に伴う』:2004年

西ノ辻遺跡（13 次）〔にしのつじ〕ｌ凵45 】　　 東大阪市

中世近世集落　84.  1 － 85.9　1点　 大阪府教育委員 会

ｏ大阪府教委　　　　　:r 神篆・西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調査概要Ⅲ一東大阪市東石切町・西石切町所j1986年ｏ大阪府教委　　　　　:r 神篆・西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調査概要Ⅲ一東大阪市東石切町・西石

:在亅

ｏ人阪府教委・東大阪rliir西ノ辻遺跡12 ～15次調査慨要報告一東大阪市東石切・西石切町所在』

文化財協会　　　　　　　:

（J宮崎泰史　　　　　　　ｉ「大阪・・ ノ辻遺跡」（『木簡研究』32）

―

―

―

―

花屋敷遺跡〔はなやしき〕　　 東人阪市

中 世集落　06. 5 － 06.7　2点 （財）大阪府文化財センター

Ｏ人阪府文化財センター：『花屋敷遺跡｜一河内花園駅前地lj（第 一種市街地再開発事業に伴う埋蔵文化財:2007年

Ｏ岡本圭司

:１!掘 調査報告書」（人阪府文化財センター調査報告扣61 ）

i「大阪・花屋倣追跡凵『木簡研究』29 ）

―

Ｉ

―

' 2007 年

上 清滝遺 跡 （2 次 ）〔かみきよたき〕【 囗47 】　　 四 條畷 市

占代 中 世集 落　88.  11 － 89.3　17 点　 四條畷 市 教青 委員 会

ｏ村ll 始・野島稔　　　 ：「大阪・上消滝遺跡」（「 木簡研究」 12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　l 】990年

０木簡学会褊　　　　　　：ｒ口本古代木簡集成』東京大学出版会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

ｏ四條畷Ili教委　　　　 ｜［1 二清滝遺跡発掘調査概要報告書一国道163 sj一清滝道路改良］:事に伴う発掘調12006 年

:査J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

上清滝遺跡（4次）

占代中 世集落

Ｏ村h 始・野島稔

Ｏ四條畷lμ教委

〔かみきよたき〕【 凵47 】　　 四條 畷 市

89. 7 － 90. 3　2点　 四條 畷 市教育委 員 会

：「人阪・上清滝遺跡」（『木簡研究』12 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

１『上清滝遺跡発掘調査概要報告書一国道163 号 清滝逆路改良工事に伴う発掘調:2006 年

l査 』

奈 良井遺 跡 〔ならい〕　　 四條畷111

中 世集 落　02.8 － 02. 】O　I点　 四 條畷 市教育 委員 会

O pq條畷Ili教 委　　　　　：「奈良井遺跡発掘調査概要報告書」

Ｏ村1: 始　　　　　　　　 ：「大阪・奈良井遺跡」（『木簡研究』26 ）

桜井駅跡遺跡〔さくらいえきあと〕　　 三島郡島本町

巾t叱近胯集落　05.5 － 05.8　1点　 島本町教育委員会

Oμj本町教 委

Ｏ久保11Ty'-

‐

‐

Ｉ

:2003 年

:2004 年

１『ギ成17 年 度都市計【山i道 路桜井駅跡線（駅前広場）整備に伴う桜井駅跡遺跡発12006 年

:掘 調査慨要報告』（島本町 文化財調査報告１:9）

:「人阪・桜井駅跡遺跡」（『木簡研究』32 ）

‐

‐

Ｉ

－107 －

:2010 年



近　畿

兵 庫 県

玉 津田中 遺跡 （14 次 ）〔たまつたなか〕1 1 148】　　 神 戸 市

中11t集 落　91.5 ・ 91. 10　1 点　 兵 庫県 教育 委 員会 埋蔵 文化 財調 査 事務所

ｏ兵庫県教委埋文調炎事:「lﾐ 津ｍ中遺跡－ 川中特定十地区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査報告咨（第:1995 年

務 所　　　　　　　　　　:3 分 冊）J（兵庫県文化財調査報告135 － 3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

ｏ中川渉　　　　　　　　ir 兵庫・１ 津川中遺跡」（『木簡研究』26）　　　　　　　　　　　　　　　　　12004 年

上 小名 田遺 跡 （| 次 ）〔かみおなだ〕[ I MgJr 】　　 神 戸 市

近 皀集 落　87.  4　88.2　1 点　 神戸df 教 育 委 員会

ｏ神戸市教委　　　　　　：『昭和62 年度 神戸市埋蔵文化財年報j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

ｏ菅本宏明　　　　　　　:r 兵庫・h 小 名lll遺跡．（『木簡研究』13 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:1991 年

上小名田遺跡（16 次）（かみおなだ）※　　神戸市

中欧集落　95.6　96. 3　1 点　 神戸市教育委員会

Ｏ神戸巾教委　　　　　ｌ『平成7年度 神戸111埋蔵文化財年報』

森 北町遺 跡 （23 次 ）〔もりきたまち〕※　　 神戸 市

中 世集 落　05.  9　1 点　 神戸 巾 教育 委員 会

Ｏ神戸巾教委　　　　　　：『ｙ成17年 度 神戸市埋蔵文化財乍報』

:1998 年

:2008 年

兵庫津遺跡（西出地区) (94 年度調査）（ひょうごつ）【I  149)　　 神戸「ti

近世町屋　94.9 － 94. 11　1点　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

ｏ兵庫県教委埋文調査･齠r 兵庫津遺跡Ｉ　内出地Ｋの調査－‥一般国道2兮共|司溝整備事業に伴う埋厳文化:2002年

務所

Ｏ菱円淳了･

:財調査報告Xj （兵庫県文化財調査報告243)

:「兵庫・兵庫津遺跡」（『木簡研究』26）

‐

Ｉ

Ｉ

:2004 年

兵庫津遺跡（七宮地区）（第2次確認調査）〔ひょうごつ〕　　 神戸市

近世町尾　97.  12　1点　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

ｏ兵庫県教委理文調査事:「兵庫津遺跡ｎ（浜崎・七宮地区の調査）一一般国逆2号共同溝整備嘔業に｛劃200･1年

務所

Ｏ菱川淳子

：う埋蔵文化財調査報告書』（兵庫県文化財調査報告270)

:「兵 庫・兵庫津遺跡」（『木簡研究』26 ）

兵庫津遺跡（七宮地区) (98 年度調査）〔ひょうごつ〕【 凵49 】　　 神戸市

近世町屋　98.  6　5点　 兵庫県教育委貝会埋蔵文化財調査事務所

Ｏ兵庫県教委埋文調査嘔:「平成10年度 年報」

務所

自

Ｉ

Ｉ

■ 2004 乍

:1999 年

¶ｌ
｜

ｏ兵庫県教委埋文調査柘 『兵庫津遺跡ｕ（浜崎・七宮地区の調介）‥ 一般国道2g 一共|司溝整備事業に伴:2004 年

務 所　　　　　　　　　　 ：う埋蔵文化財調査報 告耆』（兵庫県文化財調査報告270)　　　　　　　　　　　:

ｏ 菱ｍ淳 子　　　　　　　ｉ「兵庫・兵庫津遺跡」（『木簡研究』26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　12004 年

兵 庫 津遺跡 （26 次 ）〔ひょうごつ〕※　　 神戸 市

近世集 落　01.11　1 点　 神 戸巾 教育 委員 会

Ｏ神戸巾教委 ；『 ドヽ成13 年 度 神戸 市埋蔵文化財年報』

兵庫 津遺 跡 （31 次 ）［ひょうごつ］・　　 神 戸市

近世 集落　03.3　1 点　 神 戸巾 教 育委 貝会

Ｏ呻戸巾教委　　　　　　i 『ヽF成14 年皮 神戸市埋蔵文化財年報』

:2004 年

咄005 年

兵庫津遺跡（36 次）［ひょうごつ］※　　神戸rlf

近匣集落　05.2 － 05.4　10点　 神戸di 教育委員会

Ｏ神戸ili教委　　　　　　：『兵庫津遺跡 第36次発掘調査概要報告書･　神戸市兵庫区北逆瀬川町における:2006年

:マンンション建築に伴う発掘調査亅

上沢遺跡（20 次）［かみさわ］[ I Ｍ９訂】※　　 神戸市

中世集落　98.5 － 98.6　1点　 神戸市教育委員会

－108 －

―

―

―



Ｏ神戸巾教さ ：Ｄド成10 年 度 神戸di 埋蔵 文化財年報』

御着 城跡l こrちやくじょう］【1 150 】　　 姫 路 市

中ltt城 郭　77.  4 － 80. 3　2点　 姫路 市 教育 委員 会

ｏ姫路巾教委　　　　　　：『御着城跡発掘調査概報』

･> III本博利・秋枝芳　　 ：「兵庫・御着城跡」（『木簡研究』3 ）

ｏ姫路Ili史編 集専lllj委 員|『 姫路Ili史 史料編 占代中世1』

会　　　　　　　　　　　　：

本町遺跡（1期）〔ほんまちj【1 150】※　　 姫路 市

占代中 世官衙　81, レ81.3　2 点　 姫路市教育委員会

（,姫路111教委　　　　　　：『本町遺跡（本文）（図版）Ｊ

Ｏ姫路lli史編襲専門委員:『姫路111史 史料編 占代中世1』
八

.£ ゞ

‐

‐

辻井遺 跡 （82 年 度調 査）〔-〕じい］【 凵50 】

占代 寺院 ・水田　82.4 － 82. 12　3点

O lll木Mμ』1・ 秋枝芳　　 ：「兵庫・辻井遺跡」

姫路市
姫路市教育委員会

(『木筒研究』5)
Ｏ姫路Ilf史 編 襲l剥ll」委員: 『姫路市史 史料編 占代中吐1』

会

Ｏ大谷輝彦

Ｉ

―

Ｉ

卜 兵庫・辻井辿跡 （第五・八り･）」『r木 簡研究』28 ）

辻井遺跡（85 年度調査）［つじい］【I 150】　　 姫路1111

占代 ￥院・水111　85.4 － 85.9･1 点　 姫路市教育委員会

旧||本|･冐|」・秋枝芳　　:r 兵j,IIc ･ 辻井遺跡j（（木簡研究亅8 ）

ｏ兵庫県教委　　　　　　lr兵庫県埋蔵文化財調査年報 昭和60年度』

Ｏ姫路巾史編 集専1111委員l『 姫路11f史 史料褊 占代巾世I』

会

Ol｣|本崇

Ｏ人谷輝彦

‐

‐

‐

｜「難波津の歌の新資料一姫路11f辻 井廃寺出上木節の肖釈読」

け沂『 奈良夂化財研究所紀要2006 』）

:1 兵川 ・辻井辿跡（第五・八り･）」（『木簡研究』28 ）

姫路 城跡 （東 部中 濠）（ひめじじよう）【 凵50 】　　 姫 路 市

近|||:城 郭　86.6　7 点　 姫路 巾教 育 委員 会

。|11本h卩II ・ 秋 枝芳　　 ：「兵庫・姫路城跡（東部中濠）」（7木 簡研究Ｊ Ｈ）

Ｏ姫路Ili史編 集I厚門 委口: 『 姫路Ili史 史料編 古代中世l』

会　　　　　　　　　　　　：

姫路城 跡 （武家 屋敷 跡）（4 次 ）1 ひめじじょう〕1 1 150】　　 姫 路 市

近 世城 郭 ・近代 都 市　87.9 － 87. 12　2点　 姫 路 市教育 委員 会

川11本溥利・秋枝芳　　 ：「兵庫・姫路城跡（武家屋敷跡廴（『 木簡研究』11 ）

Ｏ姫路巾史編襲専門委口口 ’姫路市史 史料編 占代中世】』

会　　　　　　　　　　　 ｉ

玉 手遺 跡 〔たまで〕【 囗51 】　　 姫路 爾

中tll:集 落　88.1 卜89.2　1 点　 姫 路 市教 育委 員会

Ｏ山本|蚪lj　　　　　　　 冂 兵庫・lﾐｆ 遺跡」（『木簡研究JII 』

Ｏ姫路lh･史編 集･斗門委員l『 姫路df 史 史料編 占代中世1』
八

ｊ ぐ

Ｉ

Ｉ

帚

英 賀保 駅周 辺遺 跡第3 地 点 （5 次 ）: あ がほえきしゅうへん〕　　 姫 路 市

中111:集 落　05.8　06.1　19 点　 姫 路 市教育 委 員会

。中川猛　　　　　　　 ：; 兵庫・萸賀保駅川辺辿跡第 こ地点」（『木簡研究』28 ）

豆 腐町遺 跡 ｛とうふまち?　　 姫路11f

占 代 生 産遺 跡　08.7 － 08. 11　1点　 姫 路 市教 育委八 会

,い|り||猛　　　　　　　　：| 兵庫・錻腐町遺跡』（『 木簡研究』33 ）

大 物遺 跡t だいもつ〕【 凵51 】　　 尼 崎 市

中 欧遺 物包 含地　95.  4　95.8　5 点　 尼崎 市 教育 委員 会

-  109 －

兵庫県

:2001 年

| 】981年

:1981 年

12005 年

：

:1984 年

:2005 年
；

:1983 年

:2005 年
:

:2006 年

:1986 年

:】988年

:2005 年
：

(奈良文化財研究12006 年

μ006 年

:1989 年

:2005 年
：

:1989 年

:2005 年

：

11989乍

μ005 乍
：

12006午

:2011 年



近　畿

Ｏ岡田務

Ｏ尼崎市教委

Ｏ尼崎市教委

Ｏ尼崎巾'教委

Ｏ尼崎市教委

：｢兵庫・大物遺跡｣(『木簡研究』19)

｜『尼崎市埋蔵文化財調斉年報 平成7年度(2)一人物遺跡第1次調査概要その1』

1『尼崎市埋蔵文化財調査年報 平成7年度(3)一大物遺跡第1次調査概要その2亅

｜『尼崎巾埋蔵文化財調査年報 平成7年度(4)一大物遺跡第1次調査概要その3』

:『尼崎巾埋蔵文化財調査年報 平成7年度(6)一大物遺跡第1次調査概要その5』

深田 遺跡 （2 次 ）〔ふかだ〕【 凵51 】　　 尼 崎 市

古代集 落　96.  2 － 96. 10　1点　 尼崎 市教 育 委員 会

Ｏ益田口占　　　　　　　：「兵庫・深田遺跡」（『木簡研究』19 ）

Ｏ尼崎 淑教委　　　　　　｜『尼崎巾埋蔵文化財調査年報 蔘成8 年 度（1）一深田遺跡第2 次調査概要』

明石城武家屋敷跡

近世武家屋敷

Ｏ稲原昭嘉

明石城武家屋敷跡
近世武家屋敷

Ｏ稲原昭嘉

（第1 地 点 ）（1 次 ）〔あかしじようぶけやしき〕

85. 11 - 85. 12　1 点　 明石 市 教育委 員会

凵 兵庫・明石城武家崖敷跡」（『木簡研究』26 ）

（第1 地 点）（3 次 ）〔あかしじょうぶけやしき〕

86. 5 - 86. 7　1 点　 明 石 市教 育委員 会

：「兵庫・明石城武家犀敷跡 」（『木簡研究』26）

明石 市

明石市

明石城武家屋敷跡（第3地点、YM  - 1)［あかしじようぶけやしき］【凵52 】

近世武家屋敷　87.9 － 87. 12　1点　 明石市教育委員会

Ｏ稲原昭嘉　　　　　　　：「兵庫・明石城武家屋敷跡」（『木簡研究』26）

明石城武家屋敷跡（第12 地点、ＯＡ －４）｛あかしじょうぶけやしき｝1 1 152】

近世武家崖敷　90.8 － 90. 10　3,皀　明石市教育委員会

Ｏ稲原昭嘉　　　　　　　：「兵庫・明石城武家屋敷跡」（『木簡研究』26）

明石城武家屋敷跡（第13 地点、OA  - 4)〔あかしじょうぶけやしき〕※

近世武家屋敷　90.8 － 90. 10　3点　 明石 市教育委員会

：（文献なし）

明石市

明石市

明石市

明石城武家屋敷跡（第18 地点、H  O  - 4) [あかしじようぶけやしき〕　　明石市

近世武家屋敷　91.  10　2点　 明石市教育委員会・明石市立文化陣物館

Ｏ稲原昭嘉　　　　　　　：「兵庫・明石城武家屋敷跡」（『木簡研究』26）

明石城武家屋敷跡（第19 地点、ＯＡ －６）〔あかしじょうぶけやしき〕[ I 152】　　 明石市

近世武家屋敷　91.10 － 91. 12　9点　 明石市教育委員会・明石市立文化博物館

Ｏ明石市教委　　　　　　：「明石市埋蔵文化財調査概報ｆ成3年度Ｊ

Ｏ稲原昭嘉　　　　　　　：「兵庫・明石城武家屋敷跡」（『木簡研究』26）

明石城武家屋敷跡

近tU:武家屋敷

Ｏ稲原昭谿

明石城武家屋敷跡

近歐武家屋敷

Ｏ稲原昭嘉

（第24地点、H  N - 1)〔あかしじょうぶけやしき〕　　 明石市

93.卜93.4　2 点　 明石市教育委員会・明石巾立文化博物館

:「兵庫・明石城武家屋敷跡」（『木簡研究』26）

（第53地点、ＹＭ －10）〔あかしじょうぶけやしき〕　　明石市

96. 4 － 96. 5　1点l　明石市教育委員会・明石市立文化博物館

：「兵庫・明石城武家屋敷跡」（『木簡研究』26）

明石城武家屋敷跡（第60地点、YM  - 11)〔あかしじょうぶけやしき〕　　明石市

近 歐武家屋敷　96.8 － 96. 10　1点　 明石市教育委員会・明石市立文化博物館

Ｏ稲原昭嘉　　　　　　　冂 兵庫・明ｲl’城武家屋敷跡亅（『木簡研究』26）

明石城武家屋敷跡（第75 地点、YM  - 14)〔あかしじょうぷけやしき〕【 凵53 】　　 明石市

近世武家魅敷　96.9 － 96. 】0　2点　 明石市教育委員会・明石市立文化博物館

Ｏ稲原昭嘉　　　　　　　：「兵庫・11」石城武家屋敷跡」（『木簡研究』26）

:1997 年

12001年

12001年

:2003 年

:2005 年

:1997 年

:2006 年

:2004 年

:2004 年

:2004 年

12004年

:2004 年

:1993 年

:2004 乍

12004 年

12004 年

:2004 年

:2004 年

明石城武家屋敷跡（第86 地点、YM  - 15)〔あかしじょうぶけやしき〕【 凵53 】　　 明石市

近 世武家屋敷　99.10 － 99. 12　1点　 明石市教育委員会・明石市心:文化博物館

Ｏ明石市教委　　　　　 ：『明石市文:化財年報･F 成10年度』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2000年

Ｏ明石市立文化博物館・：『明ｲ 翊i 明石城武家屋敷跡lj一東仲ノ町地ｇ巾街地再開発事業に伴う発掘訓:2000年
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明石Ili教 委

Ｏ稲原昭弱

:査報告書｛第1分|||｝）（本文編）（図版編）』

ｉ『兵庫・明石城武家屋敷跡』（『木簡研究』26 ）

明石城武家屋敷跡（第93 地点、Y M18)  (あかしじょうぶけやしき〕【 凵53 】　　 明ｲi 市

近 世武家履敷　01.3  01.4　4 点　 明石市教育委員 会・明石市立:文化博物館

Ｏ兵庫県教委雌文調査亊:『が成9年度 年仙丿

務所　　　　　　　　　　：

Ｏ稲原昭迄　　　　　　　ｉ「兵庫・11」石城武家屋敷跡」（『木簡研究』26）

明石城武家屋敷跡（第105 地点、H  N - 15) [あかしじようぶけやしき］　　明石111

近 欧武家尾敷　05.6 － 05. 7　1点　 明石Fli立文化博物館

Ｏ稲原昭嘉　　　　　　 凵 兵庫・明石城ド町屋跡本町第 一 次地点」（「木簡研究」28）

雲晴寺近世墓群（03 年度調査）（04 年度調査）〔うんせいじきんせいぼぐん〕

近|!t嶇地　03. 10　04. 1、oｔ 4 － 04. 6　45点　 明石 市立文化博物館

。価原昭嘉　　　　　　　ｌ「兵庫・雲睛寺近世翦群」（「木簡研究」28）

ｏ明石Ilj’教委　　　　　　：「平成15年度 明石巾埋蔵文化財年報」

０明石Ilj･教委　　　　　　ｉ「蔘成16年度 明石市埋蔵文化財年報」

船上城跡〔ふなげじょう〕　　 明石､lr

近11t城郭　07.6 － 07. 10　6点　 明石市教育委員会

０稲原昭療　　　　　　　：「兵庫・船上城跡」『a’木簡研究』31）

|則石 巾

－

－

－

兵庫県

12004 年

: 】998年
:

:2004 年

:2006 乍

12006年

μ008 年

12009年

:200 朗

高 畑町遺 跡 （5 次 ）｛たかはたち 廴う｝　　 西宮「If

占 代集 落　06.4 － 06. 11　1点　 高畑町 遺跡 第5 次 発掘調 査団

Ｏ水鳥暉|:･:慎・ 西村匡広：［兵庫・商畑町遺跡］（『木簡研究』29 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2007 年

Ｏ 高畑町辿跡 第5 次 発掘:「 商畑町辿跡 発掘調査報告書 兵庫県西宮lli高 松町所在一阪急西宮 スタジアム:2008 年

I洲 介 川 :跡地開発嘔業に先立っ高畑町遺跡第5次発掘調査報告書』

北村廃寺（旧、北園遺跡）〔きたむらはいじ〕【 凵54 】

中 欧寺院　87.  2 － 87. 3　1点　 兵庫県教育委員会

伊丹巾

―

―

―

Ｏ兵庫県教委珂1文,凋査･lf:「 北園追跡発掘調査報;!;書一 都巾JI･画街 路尼崎港川西線道路改良事業に伴う発:1991 年

務19?

Ｏ村|; 泰樹

:掘調査報告 耆1（兵庫県文化財調査報告91）

:「 兵庫・北村廃寺| （『木簡研究』26 ）

有岡城跡・伊丹郷町遺跡(114 次）〔ありおかじょう・いたみごうちょう〕【 凵54 】

近匪嶇地　92.  7 － 93. 1　1点　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

伊丹賍

‐

Ｉ

―

:2004 年

Ｏ兵庫県教委理 文,凋査･lf:「ｲl’岡 城瞎・伊丹郷町Ⅲ一 都i臨|一画道路伊丹飛行場線道路改良 乍業に伴う埋蔵:2000 年

務所

Ｏ西||･れ介

:文化財調査報告（2）』（兵庫県文化財調査報1り207)

:「 兵庫・有岡城跡・伊丹郷町遺跡」（『木簡研究』26）

但馬国分寺跡（25 次）［たじまこくぶんじ］　　ｅ:岡di

占代 今院　08.10 － 08. 12　3点　 豊岡市教育委員会、但馬閥府・国分寺館

､dll.馬国府・川分寺館　：「似賜閥府・国分､y館乍報4（ｆ成20年度）』

o 1111圖孝彰　　　　　　　り 兵庫・但馬111分寺跡」（『木簡研究』32）

袮布ヶ森遺跡（36次）〔にようがもり〕　　豊岡巾
占代竹衙　07.1　07. 3　1点　豊岡市教介委員会、但馬国府・国分寺館

Ｏ但馬［11府・閥分寺館　：「但馬|刈府・国分･¥館年報2（･F成18年度）』
O mi圖午彰・宮村良雄・：「兵庫・祢布ヶ森遺跡」（（木簡研究亅31）
中村山鳬

１

‐

Ｉ

袮布ヶ森遺跡（41次）［にょうがもり］　　豊岡「h
占代官衙　08.4 － 08.6　213点　豊岡市教育委員会、但馬岡府・国分寺館

Ｏ ､iii岡考:彰・宮村良雄一：「兵川・祢布ヶ森辿跡」（『木簡研究』31）
中村山Xi

O 但馬 閥府・114分 与館

O fll.馬 国 府・国分,y 館

Ｉ

Ｉ

Ｉ

：「但馬国府・国分ぎ館年報4（ｔ 成20 年度）』

‐

‐

‐

:2004 年

:2010 年

:2010 年

:2008 年

:2009 年
：

:2009 年

:

:2010 年

：「袮布ヶ森遺跡 第･10・41次発掘調査報告,珎一第2次但馬国府跡の調査｜」（豐:2012年

: 1*1 ･!>文 化 財 醐 俺 報 告',IM)

-  Ill －
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近　畿

袴狭遺跡（谷外地区）（9次b＝旧9次）｛はかざ｝【1 161訂】　　 豊岡市（旧、出石郡出石町）

古代官衙・祭祀・水田　95.1 － 95. 2　4点　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

Ｏ人平茂　　　　　　　　 ：「兵廬・袴狭遺跡」（『木簡研究』17 ）

Ｏ藤田淳　　　　　　　　 ：「兵庫・袴狹遺跡（第･ 一七g･）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』20 ）

Ｏ兵庫県教委埋文調査事i 『 袴狹遺跡一小野川放水路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（本文編）

務所

Ｏ鈴木敬Tこ

Ｏ木簡学会編

:1995 年

:1998 年

(図:2000 年

:版編囗 写真図版編）』（兵庫県文化財調査報告197)　　　　　　　　　　　　　:

1「兵庫・袴狭遺跡（第一三・一四・一六・一七・二〇号）・釈文の訂正と追加J '2000年

：（『木簡研究』22）

:『日本古代木簡集成』東京大学出版会

‐

‐

－

‐

:2003 年

入 佐川 遺跡 （3 区 ）（3 次 ）〔いるさがわ〕【 口61 】　　 豊岡 市 （旧、 出石 郡 出石 町）

古代溝　94.6 － 95. 3　1 点　 兵 庫県 教育 委員 会埋蔵 文化 財 調査 事務 所

Ｏ兵庫県教委埋文調査事: 『 入佐川遺跡一小野川放水路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅲ』（兵庫県:2002 年

務 所　　　　　　　　　　: 文化財調査報告229)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

Ｏ中村弘　　　　　　　　 ：「兵庫・入佐川遺跡」（『木簡研究』26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1200･1 年

宮 内堀 脇遺 跡 （1 次 ）〔みやうちほりわき) [  I 161】　　 豊岡「li（旧 、出 石郡 出石 町）

中世屋 敷 ・水 田　95.8 － 96.3　36 点　 兵庫 県 教育 委員 会埋 蔵文化 財調 査 事務 所

Ｏ兵庫県教委埋文調査事:『 平成7年 度 年報』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1996 年

務 所　　　　　　　　　　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

Ｏ西口=l⊇介　　　　　　　｜「兵庫・宮内堀脇遺跡」（『木簡研究』18 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　･  1996年

０兵庫県立考占博物館・：「豊岡Ilf 出 石町 宮内堀脇遺跡　１（一）町分久美 浜線道路改良事業に伴う埋蔵:2009 年

兵庫県教委　　　　　　　| 文化財発掘調査報告書（此隅山城下遺跡の発掘調査報告）（本文編）（図版編）』｜

：（兵庫県文化財調査報告365）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

宮 内 堀脇遺 跡 （2 次 ）〔みやうちほりわき〕【 凵61 】　　 豊岡 市 （旧 、出 石郡 出石 町）

中世 屋敷 ・水 田　96.  11 - 97. 3　14 点　 兵庫 県教 育委 員会 埋蔵 文化 財調 査事 務所

Ｏ兵庫県教委埋文調査事:『 平成8 年度 年報J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!  1997年

務 所　　　　　　　　　　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ

Ｏ西口圭介　　　　　　　｜「兵庫・宮内堀脇遺跡」（『木簡研究』22 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　;  2000乍

Ｏ 兵庫県立考占博物館・：『豊岡「li出 石町 宮内堀脇遺跡　Ｉ（一）町分久美浜線道路改良事業に伴う埋蔵12009 年

兵庫県教委　　　　　　　| 文 化財発掘調査報告書（此隅山城ド遺跡の発掘調査報告）（本文編）（図版編）』｜

：（兵庫県文化財調夜報告365)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

宮内堀脇遺跡（3次）〔みやうちほりわき〕【1 161】　　 豊岡 市（旧、出石郡出石町）

中世屋敷・水田　97. 10 － 98.2　4点　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

Ｏ兵庫県教委埋文調査事:「平成9年度 年報」

務所

Ｏ西口圭介

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｉ「兵庫・宮内堀脇遺跡」（『木簡研究』22 ）

11998 年
1

12000 年

Ｏ兵庫県立考古博物館（ 「豊岡市 出石町 営内堀脇遺跡　ｌ（一）町分久美浜線道路改良嘔業に伴う埋蔵! 2009年

兵庫県教委 i文 化財発掘調査報告書（此隅山城下遺跡の発掘調食報告）（本文編）（（司版編）Ｊｉ

：（兵庫県文化財調査報告365 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

豊 岡 城館遺 跡 〔とよおかじょうかん〕【H54 】　　 豊岡 市

近|!t城 館　96.6 － 97.7　1 点　 豊岡 市 教育 委員 会・豊 岡 市 立出 上 文化財 竹理 セ ン ター

Ｏ瀬戸谷晧 一宮村良雄　 ：「兵庫・豐岡城館遺跡」（『木簡研究』21 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:  1999年

Ｏ 豊岡市立出土文化財管:「 豊岡 市 豊岡城館遺跡発掘調査報告書－111ｔ 図 書館建設にかかる事前調査ほ12007 年

理 センター・豊岡･卜教委i か亅（豊岡市文化財調査報告書3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

宮 内黒 田遺 跡 ［みやうちくろだ］【 凵62 】　　 豊岡 市（旧． 出 石郡 出石 町）

占代 遺物 散布 地　98.7 － 98, 10　3点　 出 石町 教育 委員 会

ｏ小寺誠　　　　　　　　 ：「兵庫・宮内黒州遺跡」（『木簡研究』21 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:1999 年

ｏ小寺誠・鈴木景匸　　 ：「兵庫・宮内黒田遺跡（第 匸一号）・釈文の訂IE と 追加」（『木簡研究』26 ）　:2004 年

坂 元遺 跡 〔さかもと〕　 加 占川『li

古 代官 衙　04.  7 － 05.3　4 点　 兵庫 県 教育 委員会 埋蔵 文化 財調 査 事務所

ｏ兵庫県教 委埋文調査事:「 ￥成16 年度 年報」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2005 年

務 所　　　　　　　　　　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

ｏ渡辺昇　　　　　　　　 ｉ「兵庫・坂元遺跡」（『木簡研究』28 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12006 年

ｏ 兵庫県立考古博物館・:r 坂元遺跡II 一 東播都巾計画嘔業坂π ・野口上地区画整理事業に伴う発掘調査:2009 年
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兵庫県教委 :報 告書（本文編）（図版編）（写真図版編）』（兵庫県文化財調査報告366)

赤 穂 城 下町 跡 （08 年 度調 査）［あこうじょうかまち］　　 赤 穂 市

近 匪城 下町　08.9 － 08. 10　3点　 赤穂 市教 育委員 会

Ｏ荒木幸治　　　　　　　：「兵川・赤穂城下町跡」（『木簡研究』31 ）

豊 地城 跡 〔といちじょう〕　　 小野 市

中 欧城 館　09.1 卜10.3　1 点　 兵 庫県 立 考占 博物館

Ｏ別府洋l ・ 山I 二雅弘　 １「兵庫・豊地城跡」（『木簡研究』33 ）

対 中遺 跡 （2 次 ）〔たいなか〕【 凵55 】　　 三田 市

占代中 匱集 落　84.8 － 84. 12　1点　 兵 庫県 教 育委員 会

Ｏ兵庫県教委　　　　　　ｌ『対中』（兵庫県文化財調査報告60）

Ｏ深井明比占　　　　　　ｌ「兵庫・対中遺跡」（『木簡研究』26 ）

川除・藤ノ木遺跡〔かわよけ・ふじのき〕【 凵55 】　　 三田市

古代中 世集落　87. 5 － 88. 1　1点　 兵庫県教育委員会

Ｏ兵庫県教委

Ｏ 山 川清朝

―

‐

兵庫県

:2009 年

:2011 年

:1988 年

:2004 年

：『川除・藤ノ木遺跡一武庫川河川改修に伴う埋蔵文化財発掘訓査報告書（第1:1992年

i分 冊囗 第2 分冊）』（兵庫県文化財調査報告10･･）

:「兵庫 一河除・藤ノ木遺跡」（『木簡研究』27 ）

天神遺跡（12 次）｛てんじんj【1 156】※　　 ］三田市

近匯武家屋敷　01.  12 － 02.9　1点　 二田rlf教育委員会

Ｏ三田ili教 委

―

－

‐

:2005 年

:『天神土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査の記録II一天神遺跡第12次調査』:2003年

：（三田巾文化財調査報告書17 ）

―

－

‐

天神 遺跡 （16 次 ）（てんじん）※　　 ミ［l］ili

近 蓆武 家屋 敷　<M.  7 － 05. 1　3点　 三川市教 育委 員会

Ｏ万一in ih教 委　　　　　: 『 天神 上地区Ill,i整 理事業に伴う埋蔵文化財調査の記録Ⅲ一天神追跡第16 次調査ぷ2005 年

：（三田市文化財調査報告書18 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

板 井 寺 ケ谷遺 跡 〔いたいてらがたにl [  I 156〕　　 篠 山 市（|日 、多 紀郡 西紀 町）

中|11:集 落　84.4 － 84. 12　5点　 兵庫県 教 育委 員会

Ｏ兵庫県教委埋文調 査事:『 多紀郡丙紀町 板井寺ヶ谷遺跡一縄文時代～中 世の調査 近畿自動車道舞鶴線:1992 乍

務所　　　　　　　　　　:| 剄係埋蔵文化財調査報告書XIV － 2』（ 兵庫県文化財調査報告96  - 2)　　　　　　:

Ｏ岸本一宏　　　　　　　: 「兵庫・板井寺ヶ谷遺跡」（『 木簡研究』27 ）　　　　　　　　　　　　　　　　12005 年

殿屋敷遺跡〔とのやしき〕　　養父巾

中|比城館　08.9 － 08. 11　1点　 養父111教育委員会

Ｏ山根実生了･　　　　　冂 兵庫・殿屋敷遺跡（史跡八木城跡）」（『木簡研究』31）

Ｏ養父111教委　　　　　　：「八木殿屋敷遺跡」（兵庫県養父巾増蔵文化財調査報告書3）

市辺遺跡（Ｃ区）〔いちべ〕【1 162】　　 丹波市（旧、氷上郡氷上町）

占代官衙関連　99.6 － 99. 12　18点　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

Ｏ兵庫県教委挫文調査･lf : 『平成Ｈ年度 年報』

務所

Ｏ種定沖介

Ｏ木簡学会編

―

－

‐

:r 兵庫・市辺遺跡j（『木簡研究』22）

:「日本占代木簡集成」東京人学出版会

Ｏ兵庫県教委埋文調査事|『兵庫県丹波巾111辺遺跡』（兵庫県文化財調査報告304）

務所
１

１

:2009 年

:2012 年

12000年

:2000 年

12003年

12006年
：

嫁ヶ淵遺跡〔よめがふち〕　　 兩あわじ市（|凵、三原郡南淡町）

古代力中世ヵ官衙　04.5 － 04. 10　1点　 南淡町教育委員会・ 三原郡広域事務組合教育委員 会

Ｏ定松作iR　　　　　　　:「兵庫・嫁ヶ淵遺跡」（『木簡研究』27）

加都遺跡（96年度確認調査）〔かっ〕【1 】62】　　朝来市（旧、朝来郡和|旧1j町）
占代集落・水田　96.11 - 97. 1　1点　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

Ｏ兵庫県教委埋文調査事:『嘔成8年度 年報』
務所　　　　　　　　　　：
ｄ･１府洋 こ　　　　　　　ｉ「兵庫・加都遺跡」（『木簡研究』20）

- 113

:2005 年

! 1997 年
:

:1998 年
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Ｏ兵庫県教委埋文調査事1『朝来郡和田山町 加都遺跡１－播但連絡有料道路5期合併施TI事業に伴う埋蔵[2005年
務所 i文化財発掘調査報告書』（兵庫県文化財調査報告285)

加都遺跡（98 年度調査）cかっ〕【 口62 】　　 朝来市（旧、朝来郡和田山町）

古代中皀水田　98.6 － 99. 2　3,ａ　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

ｏ兵庫県教委埋文調査事:「平成10年度 年報」

務所
―

‐

－

Ｏ岸本一宏・甲斐昭光　 ド 兵庫・加都遺跡」（『木簡研究』21）

1
1
1

:1999 年
:

:1999 年

Ｏ兵庫県教委埋文調査事: 『･;91來 市 力||都遺跡II－･--般国 道183 g･北 近畿豊岡自動車道春日和111山 道路II 事:2007 年

務 所 i業にt` |;う埋蔵文化財発掘調食報告書（本文・図版編）（写真図版編）』（兵庫嵋

:文化財調査報告324)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

筒 江 大垣 遺跡C つつえおおがき］　　 朝来ill

古 代 中世 集 落　99.  12 － 00.3　2 点　 兵庫 県 教育 委員 会埋蔵 文化 財 調杏 事務所

Ｏ兵庫県立考古119物 館　 ：『朝来市 箚江人垣遺跡－ ‥-般閥逆483 号 北近畿豊岡自動車道（春口和III山 道路:2008 年

：Ｕ）建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』（兵庫県文化財調査報告335)　　　:

Ｏ別府洋二　　　　　　　ｉ「兵庫・筒江大垣遺跡亅（『木簡研究』33 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:20H 年

梶原遺跡〔かじわら〕【1 162]　　 朝来市（旧、朝来郡山東町）

中匯集落　98.9 － 98. 10　1点　 兵庫県教介委員会埋蔵文化財調査事務所

Ｏ兵庫県教委埋文調査事:『平成10年度 年報』

務所

Ｏ占識雅仁

Ｏ兵庫県立考占博物館

―

！

自

1「兵庫・梶原遺跡」（『木簡研究』22 ）

:1999 年

:

:2000 年

ぱ 朝来di 梶原遺跡・梅ヶ作遺跡・北山遺跡・大月北山占墳群J（兵庫県文化:2008午

洳 調夜報告3･12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

柴遺跡〔しば〕【 凵62 】　　 朝来市（旧、朝来郡山東町）

古代官衙関連　00.  11 - 01. 3　6点　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

Ｏ兵庫県教委埋文調査事l『平成12年度 年報』

務所

Ｏ西口:h介

Ｏ兵庫県立考古博物館

‐

Ｉ

Ｉ

:2001 年

:r 兵庫 ・柴遺跡j 『7木簡研究』23 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12001 年

ｉ『朝来市所在 柴遺跡一一般国道483 号北近畿豊岡自動車逆春日和田山道路ll 事! 2009年

i業 に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』（兵庫県文化財調査報告360）　　　　　i

田 ＃ Ａ遺 跡 〔たい〕　　 淡路 市

古代IH 河 辺 ・ 集落　12.7 － 12. 11　3点 （公財）兵庫 県 まちづ く り技 術セン ター

ｏ久保弘幸　　　　　　　：| 兵庫・田＃Ａ遺跡」（『木簡研究J 35 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2013 年

藤 田 ・一 ノ谷口 遺 跡 〔ふじた・いちのたにくち〕　　 力|】朿Ili（旧 、加 東 郡社町 ）

中世祭 祀 関連　00.11 －00.12　1 点　 加 束郡 教育 委員 会

ｏ加東郡教委　　　　　　：『藤田・－ノ谷口遺跡一一ll:町畄 福住上 ミ畩線道路改良事業に先立つ調査』（加:2002 年

:東郡埋蔵文化財報告28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

ｏ 森下人輔　　　　　　　ｉ「兵庫・IR  HI ・ ･-ﾉ 谷 口遺跡」（r 木簡研究J  33)　　　　　　　　　　　　　　･  2011年

稲 富遺 跡（いなどめ: 【1 157 】　　 たつ の 市 （旧 、揖 保郡御 津町 ）

中 世集 落　00.7 － 00.9　1 点　 御津 町教 育委 員会

（･御津町教委　　　　　 ｌ『稲富遺跡一御津西部地区ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財本発掘調査報告書J !  2003年

：（御津町埋蔵文化財報告轡４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

ｏ芝香寿人　　　　　　　il 兵庫・稲富遺跡」（『木簡研究』27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2005 年

茂利・宮の西遺跡［しげり・みやのにし］【 凵56 】　　 多可郡多i･r町（IH 、多可郡中町）

中世集落　97.1　1 点　 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

ｏ兵川県教委埋文調査事:『ｙ成8年度 年報』

務所

Ｏ高木芳史

Ｏ兵庫県立一考古陣物館

‐

‐

－

：「
兵庫・茂利宮の丙辿跡」（『木簡研究』20 ）

11997 年

:1998 年

:｢ 茂利 ・宮の西遺跡－( 主)中柏原線道路改良]: 事に伴う埋蔵文化財調査報告書』:2010年

：（兵庫県文化財調査報告370）

曽我井・沢田遺跡〔そがい・さわだ〕　　 多可郡多可町

中|11:集落　07.11 － 08.3　2点　 兵庫県立考古博物館

-  114 －

‐

‐

―



Ｏ西|卜ll介

Ｏ兵庫県立考古博物館

奈良県

ｉ「兵庫・僧我井・沢|亅|遺 跡」（『木簡研究』31）　　　　　　　　　　　　　　　:2009 年

｜『多可郡多可町 曽我井 一堂ノ元遺跡 曽我井・野人遺跡 曽我 井・沢ｍ遺跡－12012 年

l社 会資本整備総合交付金事業に伴う埋蔵文化財調査報告書』（兵庫県埋蔵文化:

1財 調介報告434）

‐

－

‐

山 野里 宿遺 跡 （04 年 度調 査）（旧、 山野里 四 ツ日 遺跡 ）〔やまのさとしゅく〕　　 赤 穂郡 上郡町

中 世集 落　04.10 ・ 04. 12　1 点　 兵 庫県 教育 委員 会埋蔵 文化 財 調査 事務 所

Ｏ山川清l;91　　　　　　　:「 兵庫・山野里四ッ凵遺跡」（『木簡研究』28 ）　　　　　　　　　　　　　　　12006 乍

Ｏ兵庫県立考占博物館　: 『E 郡町 山野1矼宿遺跡－ （主）姫路上郡線道路改良 乍業に伴う埋蔵文化財発掘|2011 年

山野里宿遺跡
中世集落

Ｏ島川拓

奈 良 県

:調 査報告書』（兵庫県文化財調査報告405）

（07 年 度 調査 ）〔やまのさとしゅく〕　　 赤穂 郡 上郡 町

07.6 － 07. 9　5 点　 上郡町 教 育委 員会

凵 兵庫・山野里宿遺跡（四ッ 日地区）」（『木簡研究』30 ）

正倉院伝世木簡｛しょうそういんでんせい｝　　 奈良市

古代官衙・寺院　 伝世　1 点　 （宮内庁正倉院事務所）

Ｏ佐々Ⅲ悠・飯lil剛彦 ぺ「年次報告」（「」E介院紀要』33）

杉本 一樹　　　　　　　：

Ｏ佐々Ⅲ悠・飯川剛彦　：「奈良りE 介院」（『木節研究』34）

平城宮跡（14 次）宮域西南隅地区［へいじょうきゅう］【 凵63 】　　 奈良市

占代宮殿・官衙　63. 12 － 64.3　7点　 奈良国立文化財研究所

０余 夂研

０奈攵研

０余文研

０余 丈研

０鬼頭清明

：『ｙ城宮発掘調食出土木簡既報』２

：『平城宮跡昭和39 年発掘調査概報亅

：『奈良閥 立文化財研究所年報1965 』

‐

Ｉ

Ｉ

12008年

:20H 年
ｉ

! 2012 乍

;1964 年

卩965 年

! 1965 年

：『Ｆ城宮発掘調査報告IX一宮城門・大埴の調査』（奈良旧立文化財研究所学報:1978年

13･1）

:「奈良・平城宮跡（第一一四次）」（「木簡研究」8）

平城宮跡（16 ・ 17次）朱雀門地区〔へいじょうきゅう〕【 凵63 】　　 奈良市

古代宮殿・官衙　64.2 － 64. 10　9点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ余攵研

Ｏ余夊研

Ｏ　余文研

Ｏ 余 攵研

Ｏ 横 川拓実

Ｏ余文研

Ｏ清III!'*樹

Ｏ木簡学会編

Ｏ沖森I;(皀・ 佐藤伶編

：『嘔城寓発掘調査出1:木簡概報』２

：『ｙ城宮跡昭和39年発掘調査慨報』

：『奈良国立文化財研究所年報1965』

:『ドヽ城宮木簡2』（奈良閥立文化財研究所史料8）

ド ｙ城宮跡出上の木簡バ 奈文研『第1回木簡研究集会記録』）

ｔ

‐

１

:1986 年

1196j1 年

:1965 年

:1965 年

: 1975 年

り976 年

l『 ’F城 寓発掘調査報告IX一一宮城門・大垣の調査』（奈良国皀文化財研究所学報:1978 年

134）

凵 奈良・平城宮跡（第一一六・一七次）」（『木簡研究』2 ）

l『|･|本 占代木簡選』岩波書店

｜『11 代 木簡資料集成』おうふう

平城宮跡（18 次）西面大垣［へいじょうきゅう］【 凵64 】　　 奈良市

占代宮殿・竹衙　64.5 － 64.6　19点　 奈良国立文化財研究所

０余夊研

０余夂研

０余夊研

０余文研

０余夊研

０佐膝信

ｌ『 抔ヽ城宮発掘調査出土木簡概報』２

１『 抔ヽ城宮跡町哺139年発細調査概要』

｜『奈良国,y文化財研究所年報1965』

:DF 城宮木簡2』（奈良国か文化財研究所史料8）

‐

―

‐

:1980 年

:1990 年

:1994 年

:1964 年

:1965 年

:1965 年

:1975 年

iy ヽF城寓発掘調在報告『X一宮城門・大垣の調査』（奈良国立文化財研究所学報11978年

:34）

:「奈良 一ヽF城宮跡（第一八次）」（『木簡研究』2）

- 115 －

―

‐

‐

:1980 年
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平 城宮跡 （20 次 ） 内裏 北方 官衙 地区 ［へいじようきゅう］【 凵64 】　　 奈良 市

古 代宮 殿・官 衙　64.7 － 64. 11　522 点　 奈 良国 立文化 財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「 孚城宮発掘調査川 上木簡概報」２

０奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮跡昭和39年 発掘調査概要』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『奈良岡立文化財研究所年報1965 』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ「平城宮木簡2亅（奈良国立文化財研究所史料8）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜「 孚城宮発掘調査報告VI亅（奈良国 立文化財研究所学報26）

Ｏ佐藤信　　　　　　　　: 「奈良・平城宮跡（第二〇次）」（『木簡研究』2 ）

Ｏ沖森卓也・佐藤信編　: 『E 代木簡資料集成』おうふう

０奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調食出十木簡概報』40

平 城宮 跡 （21 次 ）内 裏東 方官 衙地 区 〔へいじょうきゅう〕【1 164 】　　 奈 良 市

古代宮 殿 ・官衙　64.  11　65.  3　292 点　 奈 良国 立文 化財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1965 』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調査出土木簡慨報』３

０奈文研　　　　　　　　 ｜「平城宮木簡2」（奈良国立文化財研究所史料8 ）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調査報告VI』（奈良岡立文化財研究所学報26 ）

Ｏ鬼頭清明　　　　　　　｜「奈良・平城寓跡（第二一次）」（『木簡研究』3）

Ｏ沖森卓也・佐藤信編　 ：『上代木簡資料集成』おうふう

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調査出土木簡概報』38

0 奈文研　　　　　　　　 ：「平城宮発拙調査出土木簡概報」40

平 城 宮跡 （22 次 北 ） 造酒 司 地区 ［へいじょうきゅう］【1 164 】　　 奈良 市

古代 宮殿 ・官 衙　64.  11 ・65.5　582 点　 奈良国 立文化財研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「平城宮跡昭和39 年 発掘調査概要」

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国 立文化財研 究所年報1965 』

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜「平城宮発掘調査出土木簡慨報」３

０奈文研　　　　　　　　 ；『 平城宮木簡2 』（奈良国立文化財研究所史料8 ）

ｏ鬼頭清明　　　　　　　｜「奈良 一平城宮跡（第 こ1 次北）」（『木簡研究』3 ）

ｏ木簡学会編　　　　　　；ｒ日本古代木簡選』瀏･波XI 店

ｏ沖森卓也・佐藤信編　:r 上 代木簡資料集成』お うふう

ｏ木簡学会編　　　　　　: 「11 本古代木簡集成」東京大学出版会

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「平城宮発掘調査出土木簡概報」40

平城宮跡（22 次南）東院地区西辺［へいじょうきゅう］1 1 164】　　 奈良市

占代宮殿・官衙　65.2 － 65. 7　523点　 奈良国立文化財研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　：「平城宮跡第22南・25 ・ 26次発掘調査戦報Ｊ

ｏ奈文研　　　　　　　　:r奈良岡立文化財研究所年報1965」

ｏ奈文研　　　　　　　　｜「平城寓発掘調査出上木簡概報」３

０奈文研　　　　　　　　：『平城宮木簡2』（奈良国立文化財研究所史料8）

ｏ鬼頭清明　　　　　　　｜「奈良・ｆ城宮跡（第二二次南）」（『木簡研究』4）

ｏ木簡学会編　　　　　　：『日本占代木簡選』岩波書店

ｏ沖森卓也・佐藤信編　：『上代木簡資料集成』おうふう

ｏ木簡学会編　　　　　　：『日本古代木簡集成』東京人学出版会

ｏ奈文研　　　　　　　　：『平城宮発掘調査出ｔ木簡概報』40

11964 年

:1965 年

い965 年

:1975 年

11976 年

冂980年

い994 年

12010乍

:1965 年

11965年

11975年

:1976 年

11981年

り994 年

:2007 年

:2010 年

11965 年

:1965 年

11965 年

:1975 年

j 1981 乍

11990 年

11994 年

12003 年

:2010 年

; 1965 年

:1965 年

11965 年

:1975 年

| 1982 年

11990 年

:1994 年

12003 年

:2010 年

平城 宮跡 （27 次 ） 第一 次 大極殿 院地 区東 辺 〔へいじょうきゅう〕【 凵65 】　　 奈 良 市

古代 宮殿 ・官 衙　65.7 － 66. 1　4点　 奈良 国 立文化財 研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮跡第27 ・ 32次発掘調査概報』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1966 年

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1966 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1966 年

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『平城宮発掘調査出土木簡概報』４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り967 年

Ｏ 奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調査報告XI一 第一次大極殿地域の調査（本文）（図版）』（奈良国:1982 年

Ｏ鬼頭清明

Ｏ奈文研

:立文化財研究所学報40 ）

:「奈良・平城宮跡（第二七次）」（『木簡研究』4 ）

:『 平城宮木簡7』（奈良文化財研究所史料85 ）

平城宮跡（28 次）第一次大極殿院地区西辺〔へいじようきゅう〕[ I 165】

占代宮殿・官衙　65.9 － 66.3　79点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　:「･F城宮瞎第28・29・33次発掘調査概報Ｊ

Ｏ奈文研　　　　　　　　：「奈良国立文化財研究所年報1966」
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:1982 年

:2010 年

奈良市

11966 年

卩966 年



Ｏ奈文研

Ｏ鬼頭清明

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

奈良県

ｉ『平城寓発掘調査出土木簡概報』･1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1967 年

｜「奈良・平城宮跡（第二八次）」（『木簡研究』4）　　　　　　　　　　　　　　 り982 年

：『ｆ城宮木簡7』（奈良文化財研究所史料85）　　　　　　　　　　　　　　　　:2010 年

ｉ『平城宮発掘調査報告刈一第一次大極殿地区の調査２（本文編）（図版編）亅（奈･2011 年

:良 文化財研究所学報84）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『平城宮発掘調査出ｔ木簡概報』42（『宮7』正誤表）

平城宮跡（32 次）宮域東南隅地区・二条大路〔へいじょうきゅう〕【 凵65 訂】

占代宮殿・官衙　65.  12 － 66.4　639点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『７城宮跡第27 ・ 32次発掘澗査概報』

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良国な文化財研究所年報1966』

Ｏ奈文研　　　　　　　　｜『嘔城宮発掘調査出土木簡概報』４

０奈文研　　　　　　　　：『ｙ城宮木簡3』（奈良国立文化財研究所史料17）

Ｏ綾村宏　　　　　　　　｜「奈良・罕城宮跡（第=ﾐﾆ 次）」（『木簡研究』6）

Ｏ木簡学会褊　　　　　　：『日本古代木簡選』岩波書店

Ｏ沖森卓也・佐藤信編　｜『上代木簡資料集成』おうふう

平城宮跡（32 次補足）

古代宮殿・官衙

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ寺崎保広

Ｏ木簡学会編

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

宮域東南隅地区〔へいじょうきゅう〕【1 165】　　 奈良市

66.5 － 66. 12　12969点　 奈良国 立文化財研究所

：「平城宮発掘調査出土木簡概報」４

：『奈良国立文化財研究所年報1967』

｜「ヽlX城宮木簡4」（奈良国立文化財研究所史料28）

:「奈良・ギ城宮跡（第三二次補足調食）」（『木簡研究』9）

｜『日本占代木簡選』岩波胄店

：「平城宮木簡5」（奈良国立文化財研究所史料･12）

:「嘔城宮木簡6」（奈良文化財研究所史料63）

:「 平城宮発掘調査出土木簡概報亅40

奈良市

:2012 年

:1966 年

11966 年

11967 年

:1981 年

; 1984 年

11990 年

:1994 年

11967 年

:1967 年

り986 年

:1987 年

11990 年

:1996 年

12004 年

12010 年

平 城 宮跡 （41 次 ）第一 次大 極殿 院地 区東 南隅 〔へいじょうきゅう〕【I  166】　　 奈良 市

占代 宮殿 ・官 衙　67.7 － 67. 11　874 点　 奈良 国 立文化 財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｌ「 嘔城宮跡第37・39 ・40 ・41 次発掘調査概報」　　　　　　　　　　　　　　　:1967 年

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ「奈良国立文化財研究所年報1968 」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1968 年

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ『平城宮発掘調査出上木簡概報』5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11968 年

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「 平城宮発掘調査報告XI一 第一次大極殿地城の調査（本文）（図版）』（奈良岡:1982 年

Ｏ加藤優

Ｏ木簡学会編

０沖森ポ也・佐藤信編

０奈文研

０奈文研

汐 文化財研究所学報40）

:「奈良 一平城宮跡（第四一次調査）」（『木簡研究』8）

:『 日本古代木簡選』岩波 書店

｜『h 代 木簡資料集成亅 おうふう

叩 平城宮木簡7 』（奈良文化財研究所 史料85 ）

４ 平城宮発掘調査出上木簡概報』42 （『宮7』 正誤劃

平城宮跡（44次）東院庭園地区〔へいじょうきゆ引【凵66】　　奈良市
古代宮殿・官衙　67. 11 － 68.5　478点　奈良国立文化財研究所

０余文研

Ｏ奈文研

Ｏ鬼頭清明

０木簡学会編

０沖森l:C皀・ 佐藤信編

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

１『奈良国立文化財研究所年報1968 』

:『 平城宮発掘調査出土木簡概報』６

：「奈良 一ｆ城宮跡（四四次）」（『木簡研究』10 ）

:『t』本古代木簡選』岩波書店

吋 上代木簡資料集成亅 お うふう

Ｉ

Ｉ

Ｉ

:1986 年

:1990 年

:1994 年

: 2010 年

12012 年

11968 年

卩969 年

･ 1988 年
11990
乍

11994 年

：『 蔘城宮発掘調査報告XV 一東院庭圃地区の調査（本文編）（図版編）』（奈良文:2003 年

:化財研究所学報69）

:『平城宮発掘調査出上木簡概報』38

―

―

―

:2007 年

平城宮跡（77次）第一次大極殿院地区・南門 一東楼・南面築地回廊〔へいじょうきゅう〕【凵67】
奈良111　占代宮殿・官衙　73.卜73.4　243 点　奈良国立文化財研究所

０余攵研

Ｏ奈攵研

０奈攵研

Ｏ余文研

Ｏ木簡学会編

：『昭和47 年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報（I）』

:『 奈良国立文化財研究所年報1973 』

:r 平城宮発掘調査出土木簡既報』９

:1973 年

:1973 年

:1973 年

ｌ『 ず城宮発掘調査報告XI一 第 一次人極殿地域の調査（本文）（図版）』（奈良国:1982 年

：立文化財研究所学報40）

l『11 本 占代木簡選』岩波,!;店
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:1990 年



近　畿

Ｏ馬場幕

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

：「奈良・罕城宮跡（ 匕七次）」（『木簡研究』23 ）

｜『 嘔城寓 木簡7』（奈良文化財研究所史料85 ）

:『 平城宮 発掘調査出十木簡概報』42 （『宮7』 正誤衣）

平 城宮跡 （78 次 南 ）内 裏 地区 〔へいじょうきゅう〕【 凵67 】　　 奈良 賍

古代 宮殿 ・官 衙　73.4 － 73. 7　1 点　 奈良 国 々:文 化財 研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　:r 昭 和48年 度 平城宮跡発掘調査部発掘調査既報』

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1974 』

ｏ 奈文研　　　　　　　　 ｜『 ドヽ城 宮発掘調査出上木簡概報j 10

0 奈文研　　　　　　　　 囗9F 城 宮発振調査報告xⅢ（本文）（【戈|版り （奈良国立文化財研究所学報50 ）

ｏ沖森卓也・佐藤信編　 ｜『1こ代木簡資料集成』おうふう

ｏ渡辺箟宏　　　　　　　lr 奈良・平城宮跡j （『木簡研究』27 ）

平 城宮 跡 （91 次 ）内 裏西方 官 衙地 区 〔へいじょうきゅう〕【I  167】　　 奈良 市

古代宮 殿 ・官衙　74.7 － 74. 10　242 点　 奈 良四 立文 化財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：卩卩| 】X19年度 罕城宮跡発掘調杏部発掘調杏慨報』

Ｏ余文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調査出 十木簡概報』10

0 奈 文研　　　　　　　　 ｜『奈良国立文化財研究所年報19751

O 横 川拓実　　　　　　　：「平城宮跡出上の木簡」（奈文研【第】回木簡研究集会記録』）

Ｏ市大樹　　　　　　　　 ｜「奈良・平城宮跡」（『木簡研究』2･1）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良文化財研究所紀要2003j]

O 木簡 学会編　　　　　　：『日本古代木簡集成よ 東京大学出版会

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮木簡7 』（奈良文化財研究所 史料85）

平城宮跡（92 次）佐紀池南辺〔･ヽ いじょうきゅう〕[ ] 168】

古代宮殿・官衙　75. 1　38,1M　奈良国 立文化財研究所

０奈文研

Ｏ奈文研

０余文研

０沖森収也・佐藤信編

０渡辺兌宏

Ｏ奈文研

Ｏ余文研

Ｏ余文研

奈良 市

｜『昭紅19年度平城宮跡発掘調介部発掘調査既報j

:『平城宮発掘調査出土木簡既轍』10

1『余良国立文化財研究所年報1975』

:『 口弋木簡資料集成』おうふう

｜［余良・平城宮跡］（「木簡研究」 26）

:『￥城宮木簡7』（余良文化財研究所史料85）

:2001 年

; 2010 年

:2012 年

j974 年

し975 年

11975乍

:1991 年

り994 年

:2005 年

:1975 年

11975 年

11976年

卜976 年

12002 年

12003 乍

:2003 年

:2010 年

冖975 年

I 1975fp

11976 年

は994 年

12004 年

:2010 年

：『ギ城肖 発掘調査報告退一 第 一次人極殿地lX:の調 査２（本文編）（図版編）』（奈:20H 年

:良文化財研究所学報84）

:r 平城宮発掘調査出上木簡慨報』42（『宮7JIE 誤表』

平城 宮跡 （97 次 ） 中央 区朝 堂院 地区 東 北部 〔へいじょうきゅう〕【 凵68 】

占代 宮殿 ・官 衙　76.4 － 76. 7　163 点　 奈 良国 立文化 財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「昭和51年度 平城宮跡発掘調食部発掘調査既報」

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1977 』

Ｏ奈 文研　　　　　　　　 ｉ『平城寓発掘調査出t: 木簡概報』11

0 木簡学会編　　　　　　: 『11 本古 代木節選』岩波･游店

Ｏ山本祟　　　　　　　　 ｜「奈良・ｙ城宮跡」（『 木簡研究』30）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「 平城宮木簡7」（奈良文化財研究所史料85 ）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『ヽF城宮 発掘調査出上木簡既報』42 （（宮7JiE 誤 表）

平城 宮跡 （102 次 ） 中央区 朝 堂院 地区 〔へいじようきゅう〕【 凵68 】※

占 代宮殿 ・官 衙　77.4 － 77.8　30 点　 奈良国 立 文化財 研究 所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『昭和52年 度ｆ城宮跡発掘調査部発掘調査既報』

ｏ奈攵研　　　　　　　　:r 奈 良岡.ぞ 文化財研究所年報1978 』

ｏ 奈夊研　　　　　　　　i 「 ヽF城 寓発棚調査出上木簡概報J12

0 奈文研　　　　　　　　 ：『 ドヽ城肖 木簡7』（奈良文化財研究所史料85 ）

ｏ奈夊研　　　　　　　　 ｜『 平城宮発掘調介出七木簡概報』42 （『宮7亅IE 誤刻

平城宮跡(111 次）中央区朝堂院東第二堂〔へいじょうきゅう〕【1 168】

占代宮殿・官衙　78.4 － 78.7　2xl点　 奈良国立文化財研究所

０奈文研　　　　　　　　：「昭和53年度平城宮畊発掘調査部発掘調査既報」

０奈文研　　　　　　　　：「奈良倒立文化財研究所年報1979」

０加藤優　　　　　　　　｜「奈良・平城宮跡」（r木簡研究JI ）

ｏ奈文研　　　　　　　　：『嘔城宮発掘調査出4二木簡概報』】3

-
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－

‐

‐

:2012 年

奈良市

奈良市

奈良 市

:1977 年

11977 年

り977 年

:1990 年

12008 年

12010 年

; 2012 年

11978 年

11978 年

11978 年

12010 年

12012 年

:1979 年

:1979 年

:1979 年

:1980 年



Ｏ沖森卓也・佐藤信編

Ｏ奈文研

：「 上代木簡資料集成亅 おうふう

打 平城宮木簡7」（奈良文化財研究所史料85 ）

平城宮跡(117 次）第一次大極殿院地区東辺〔へいじょうきゅう〕【凵69 】

占代宮殿・官衙　79.9 － 80. 1　1点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ清田茜樹

０奈文研

：『昭和54 年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

：『奈良岡立文化財研究所年報1980 』

｜『平城宮発掘調査出土木簡概報』13

:「奈良・平城宮・京跡」（『木簡研究』2 ）

奈良巾

奈良県

:1994 年

12010年

11980 年

卩980 年

･ 1980 年

11980 年

ｉ『平城宮発掘調査報告XI 一 第一次大極殿地域の調査（本文）（図版）』（奈良国; 1982年

:立文化財研究所学報40）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『平城宮木簡7』（奈良文化財研究所史料85）

平城宮跡(122 次）壬生門地区〔へいじょうきゅう〕【 凵69 】　　 奈良市

古代宮殿・官衙　80.3 － 80. 11　146点　 奈良国 立文化財研究所

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

０佐藤信

Ｏ木簡学会編

Ｏ沖森卓也・佐藤信編

Ｏ奈文研

：『昭和55 年度 嘔城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

：『奈良国立文化財研究所年報1981 』

｜『平城宮発掘調査出土木簡概報』14

:「奈良・平城宮・京跡」（『木簡研究』3 ）

｜『日本古代木簡選』岩波書店

１『上代木簡資料集成』おうふう

; 2010 年

:1981 年

11981 年

:1981 年

11981 年

り990 年

:1994 年

ｉ『平城宮発掘調査報?iX 一兵部省地区の調査（本文編）（図版編）』（奈良文化:2005年

:財研究所学報70）

平城宮跡（128 次）東院地区西辺〔へいじようきゅう〕【1 169】　　 奈良市

古代宮殿・官衙　81.1 -  81.6　74 点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ余文研

Ｏ奈文研

Ｏ余文研

Ｏ清田箝樹・今泉隆雄

０奈文研

１『昭和55年 度平城宮跡発掘調査部発掘調査既報』

：『奈良岡立文化財研究所年報1981 』

｜『平城寓発掘調査出呶木簡概報』15

:「余 良 一平城宮跡」（『木簡研究』4 ）

｜『 抖ヽ城 宮発掘調査出上木簡既報』38

平城宮跡(130 次）朱雀門東方南面大垣〔へいじょうきゅう〕【1 169】

古代宮殿・官衙　81.6 － 81.7　2点　 奈良国 立文化財研究所

Ｏ余文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ山本崇

：『昭和56年 度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

ｉ『奈良国立文化財研究所年報1982 』

｜『Iヽ F城 宮発掘調査出上木簡概報』15

:「 奈良・傴城宮跡」（『木簡研究』27 ）

平 城宮 跡(136 次 ） 中央 区朝 堂院 地区 東南 隅 〔へいじょうきゅう〕【1 170 】

古 代宮 殿・ 官衙　82.  1 － 82. 4　47 点　 奈良国 立文化財 研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『昭和56年 度ｙ城宮跡発掘調食部発掘凋査概報』

Ｏ余文研　　　　　　　　 ：『奈良圃立文化財研究所年 轍1982 』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『廖城宮発掘調査出ｔ木簡概報』15

0 沿 川誇樹・今泉隆雄　 凵 奈良・平城宮跡」（『木簡研究』4）

０奈文研　　　　　　　　 ｉ『平城宮木簡7 』（奈良文化財研究所史料85 ）

０奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調査出上木簡概報』42 （『宮7 』 正誤表）

平城宮 跡(139 次 ） 内 裏北方 官 衙地 区 〔へいじようきゅう〕【 凵70 】

占代宮 殿 ・官衙　82.  3 － 82.7　258 点　 奈良 国 立文化 財研 究所

ｏ余文研　　　　　　　　 ：『昭和57 年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

ｏ余文研　　　　　　　　 ：『奈良閥立文化財研究所年報1983 』

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『平城宮発掘調査出七木簡概報』16

0 与崎 保広・橋本義則　 ：「奈良・ 平城宮・亰跡」（『木簡研究』5 ）

ｏ木簡学会編　　　　　　｜『日本古代木簡選』岩波耆店

ｏ木簡学会編　　　　　　：ｒ日本占代木簡集成』束京大学出版会

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『 廖城宮発掘調査出土木簡既報』38

平 城 宮跡(140 次 ） 中央区 朝 堂院 地区 〔へいじょうきゅう〕【 凵70 】

占代 宮殿 ・官 衙　82.8 － 83. 1　749点　 奈 良国 立文化 財研 究所

-  119 －

奈良市

奈良市

奈良市

奈良巾

―

―

・

11981 年

:1981 年

:1982 年

i 1982 年

12007 年

:1982 年

:1982 年

:1982 年

! 2005 年

; 1982 年

:1982 年

り982 年

:1982 年

12010 年

:2012 年

: 1983 年

:1983 年

り983 年

:1983 年

11990 年

12003 年

12007 年



近　畿

０奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ寺崎保広・橋本義則

Ｏ奈文研

Ｏ余文研

：「昭和57年度 ギ城宮跡発掘調杏部発掘調査戦報」

｜「奈良国 立文化財研究所年報1983 」

:「ヽF城宮発掘調査出上木簡慨報J16

:「奈良・平城宮・亰跡」（『木簡研究』5 ）

l『 平城宮木簡7』（奈良文化財研究所史料85）

:『 平城宮発掘調査出十木簡慨報』42 （『宮7JIE 誤 表』

平城宮跡(150 次）中央区朝堂院地区南辺〔へいじょうきゅう〕【 凵70 】

古代宮殿・官衙　83. ←83.8　33 点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：「昭和58年度平城宮跡発槻調査部発掘調査慨報亅

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良国立文化財研究所年報1984』

Ｏ奈文研　　　　　　　　｜『平城宮発掘調査出土木簡既報』17

0 舘野和己　　　　　　　卜 余良・平城宮・京跡凵『木簡研究』6）

Ｏ余文研　　　　　　　　日 平城宮木簡7』（奈良文化財研究所史料85）

奈 良｢卜

平 城宮 跡(157 次 ） 朱 雀門 北方 地区 ［へいじょうきゅう］【1 171 】　　 奈良 市

古代宮 殿 ・官 衙　84.7 ・ 84. 11　M6 点　 奈良国 立 文化財 研 究所

（,奈 文研　　　　　　　　 ：『昭和59年度平城宮跡発掘調査部発掘調査戦報』

。奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国 立文化財研究所年報1985 』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『平城宮発掘調査出土木簡概報』18

0 鬼頭 清明　　　　　　　：「奈良・平城宮・京跡」（『木簡研究』7 ）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『平城宮発掘調査報告屈一兵部省地区の調査（本文編）（【泪版編】』

:財 研究所学報70 ）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『平城宮木簡7J  ( 奈良 文化財研究所史料85）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ『平城宮発掘調査出ｔ 木簡慨報』･12 (IT宮7JIE 誤 表）

平 城宮 跡(157 次 補 足 ）朱 雀門 東方 南面 大垣 ［へいじょうきゅう］【1 171 】　　 奈良 巾

占代宮 殿 ・官衙 ・ 都城　87.6 － 87. 7　36点　 奈 良岡 立 文化 財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調査出-|:木簡概報』2（）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『昭 和62年度平城寓跡発棚調査部発掘調介概報』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ『奈良国立文化財研究所年報1987j|

O 与崎 保広　　　　　　　：「奈良. ヽF城宮・京跡」（『 木簡研究』10 ）

Ｏ余文研　　　　　　　　 ｉ『甲城宮 発掘調食報告趾 一兵部省地IK の 調査（本文編）（図版編）』

:財研究所学報70 ）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『平城寓木簡7』 く奈良文化財研究所史料85 ）

・ 奈文研　　　　　　　　 卩 平城宮発掘調食出上木簡戦報』12 （『寓7 』 正誤表）

:1983 年

11983 年

| 1983 年

:1983 年

:2010 年

"2012 年

[1984 年

卩9 ＆1年

| 1984 年

口984 年

り010 年

11985 乍

卩985 年

り985 年

:1985 年

( 奈良文化り00 鴎

:20 】0年

:20 】2年

冖988 年

:1988 年

11988 年

:1988 年

(奈 良 文 化12005 年

:

:2010 ≪p-

:2012 年

平 城宮 跡(167 次 ） 壬生 門西 辺南 面 大垣 〔へいじようきゅう〕【 凵71 】　　 奈良 市

古代宮 殿 ・官 衙　85.6 － 85. 10　4点　 奈良 国 立文化財 研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｌ『昭和60 年度が城宮跡 発掘調査部発掘調査概報』　　　　　　　　　　　　　　　 冖986年

ｏ 橋本義則　　　　　　　ｌ「奈良・平城宮・京跡」（『木簡研究』8 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:  1986年

ｏ 奈文研　　　　　　　　
：『
奈良国立文化財研究所年報1986J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:  1987年

ｏ 奈文研　　　　　　　　:r ギ城宮発掘調査出1: 木簡慨報』】9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:  1987年

ｏ 奈文研　　　　　　　　 ｜（ｆ 城宮 発掘調査報告）Ｍ一 兵部省地区の調査（本文編）（［戈l版 編］』（奈良文化12005 年

:財研究所学報70）

平城宮跡(171 次）中央区朝堂院地区東南辺〔へいじようきゅう〕【 凵71 】

古代宮殿・官衙　86.卜86.3　245 点　 奈良国立文化財研究所

０奈文研

Ｏ橋本義則

Ｏ奈文研

Ｏ余文研

０余文研

Ｏ余文研

Ｏ奈文研

奈良市

－

－

ｉ『昭和60年 度が城宮跡発掘調査部発掘調査既報』　　　　　　　　　　　　　　:1986  fp

ｉ「余良・ヽF城 宮・京跡」（『木簡研究』8 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:1986 年

ｉ『奈良国立文化財研究所年報1986 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11987 年

冂 ’傴城宮発掘調発出士木簡慨報』19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1987 年

卜r が城宮発掘調査報告團一兵部 竹地Ｋの調介（本文編）（図版編）』（奈良文化12005 乍

a11研 究所学報70）

９ ’ｆ 城宮木簡7』（奈良文化財研究所史料85）

i『 甲城宮発掘調査出 上木簡慨軋卜12 （（ 宮7J 正誤 表）

平城宮跡(172 次）内裏東大溝〔へいじょうきゅう〕【凵71 】　　 奈良市

古代宮殿 ・官衙　86. 3 － 86. H　4565点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『昭和61年度ｙ城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

-  120  -

自

－

Ｉ

:2010 年

･ 2012 年

; 1987 年



０奈文研

０寺崎保広

０余攵研

０木簡学会編

Ｏ沖森卓也・佐藤信編

０木簡学会編

０余文研

：『ｆ 城宮発掘調査出ｔ木簡既報J19

1「奈良 一平城宮・京跡」（「木簡研究」9 ）

l『 奈良岡立文化財研究所年報1987 』

｜『日本占代木簡選』岩波書店

：『上代木簡資料集成』おうふう

ｌ『口本占代木簡集成』東京大学出版会

ｉ『平城宮発掘調査出土木簡概報』42

平城宮跡（177次）佐紀池南辺E へいじようきゅう〕【凵72】
古代宮殿・官衙　86.10　279点　奈良国立文化財研究所

０余文研

０余文研

０､y崎 保広

０余攵研

０木簡学会編

０沖森原也・佐藤信編

Ｏ木簡学会編

０余文研

０余文研

０余夂研

奈良市

:r 昭 和61 年度ヽ11城宮 跡発掘調査部発掘調査概報』

ｉ『 平城宮発掘調査出 廴木簡概報』19

:「 奈良・平城宮・京跡」（『木簡研究』9 ）

l『 奈良国 立文化財研究所年報1987 』

｜『 日本古代木簡選』岩波;1｝店

ｌ『 上代木簡資料集成亅 おうふう

｜『|ﾐ|本 古代木簡集成』東京大学出版会

Ｊ ’平城宮木箇7 』（奈良文化財研究所史料85 ）

奈良県

:1987 年

| 1987 年

11988 年

:1990 年

! 1994 年

:2003 年

; 2012 年

:1987 年

■1987年

:1987 年
11988
年

■1990年

|1994 年

:2003 年

:2010 年

：「 平城宮 発掘調査報告遡一第一･次大極殿地β:の 調査２（本文編）（閥版編）』（奈:2011 年

i良 文化財研究所学報84）

:『ｆ 城宮発掘調査出 上木簡概報』･12（『宮7 』JE 誤 表）

平城宮跡(261 次）東区朝堂院東第六堂〔へいじようきゅう〕り 】73】

占代宮殿・官衙　95.10 － 96. 1　1点　 奈良国立文化財研究所

ｏ余攵研　　　　　　　　:『1995年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

（）余文研　　　　　　　　：『嘔城寓発掘調在山上木簡概報』32

0 余攵研　　　　　　　　｜『奈良国立文化財研究所年報1996J

o 山本祟　　　　　　　　：「奈良・ｆ城宮跡」『r木簡研究』27）

平城宮跡(315 次）第一次大極殿院地区西辺〔へいじようきゅう〕【凵74 】

占代宮殿・官衙　00.4 － 00.7　161点　 奈良国立文化財研究所

０余文研

０奈 攵研

Ｕ占川聡・渡辺兄宏

０奈攵研

０余 文:研

０奈文研

奈良市

奈良 亟

:r 奈良 文化財研究所紀要2001 』

:「 ず城宮発掘調介出1: 木簡概報」:36

1r 奈良・ｆ 城宮跡j （『木簡研究』23 ）

:『 嘔城宮木簡7』（奈良文化財研究所 史料85）

｜『平城宮 発掘調査報告澑一 第･ 次 大極殿地区の調査２（本文編）

:良 文化財研究所学報84）

｜『ヽF城 宮発掘調査出t: 木簡概報』42 （『 宮7J iE 誤 表』

―

―

―

:2012 年

:1996 年

卩996 年

11997年

12005年

12001 年

; 2001 乍

12001 年

:2010 乍

（ 図 版 編 ）』（奈j  2011 年

:

:2012 年

平城宮跡(316 次）第一次大極殿院地区西辺・佐紀池南辺〔へいじょうきゅう〕11 17･ll

古代宮殿・官衙　00.7 － 00. H　70点　 奈良国立文化財研究所

０余文研

０余夂研

０古川聡・渡辺兄宏

０余文研

０余夊研

(,余 夂研

１『余良文化財研究所紀要2001 』

｜『 ギ城宮発掘調査出上木簡既報』36

:「奈良・傴城宮跡」（『木簡研究』23 ）

i『７城寓木簡7』（奈良 文化財研究所史料85）

奈良市

:2001 年

12001 年

12001 年

:2010 年

「 甼｀　”” ’■■
－　－　　－

|「 平 城 宮 発 掘 調 査 報 告刈 一 第 一 次 大 極 殿 地 区 の 調 査 ２ （ 本 文 編 ）（ 図 版 編 ）』（奈120H 年

l良 文化財研究所学報84 ）

:『 平城宮発掘調査出上木簡概報』42 （『宮7JIE 誤 表』

平城宮跡(337 次）第一次大極殿院地区西楼［へいじょうきゅう］I I 174】

占代寓殿・官衙　01.10 － 02.09　1485点　 奈良文化財研究所

０余攵研

０奈夊研

０馬場从・渡辺兄宏

０余攵研

Ｏ 余 夊研

Ｏ余夊研

Ｏ余夊研

奈 良l↑i

：「 余良文化財研究所紀要2003 」

:『ヽF城 宮発掘調査出七木簡慨報』37

1r 奈良・や城宮跡j （『木簡研究』25 ）

:『ヽF城 宮木簡7』（奈良文化財研究所史料８５）

ｉｒｆ城宮発掘調査報;!i･xl一 第一次大俺殿地区の調査２（本文編）（図版編）』（奈

:良 文化財研究所学報84）

lr ｙ 城宮発掘調査出七木簡概報』･12

1「･ド城宮発掘調査出|: 木 簡慨報」42 （『宮7 』 止誤衣）

121 －

―

‐

‐

:2012*F

12003 年

汐003 年

12003 年

! 2010 年

12011 年

｜

:2012 年

:2012 年



近　畿

平城宮跡(385 次）宮西北地域〔へいじょうきゅう〕

中世近世集落　05. 1　1点　奈良文化財研究所
Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ浅野啓介

奈良市

ｌ『奈良文化財研究所紀要2005 』

l『平城宮発掘調査出ｔ木簡慨報』38

卩 奈良・平城宮跡」（『木簡研究』30 ）

平城宮跡(406 次）東方官衙〔へいじょうきゅう〕　　奈良市

古代宮殿・官衙　06. 12 － 07. 5　453点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『奈良文化財研究所紀要2007』

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『孚城宮発掘調査出ｔ木簡慨報』38

0 浅野啓介　　　　　　　ｉ「奈良・平城宮跡」（『木簡研究』30）

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｉ『ギ城宮発掘調査出土木簡概報』39

平城宮跡(429 次）東方官衙〔へいじょうきゅう〕　　奈良市

古代宮殿・官衙　08. 1 － 08.･1　24859点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良文化財研究所紀要2009』

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『ｆ城宮発掘調査出上木簡戦報』39

0 渡辺晃宏　　　　　　　｜「奈良・平城宮跡」（『木簡研究』31）

Ｏ奈文研　　　　　　　　：「平城宮発掘調査出土木簡戦報」40

平城宮跡(440 次）東方官衙〔へいじょうきゅう〕　　奈良市

古代宮殿・官衙　08. 12 － 09. 2　数万点(296 点）　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良文化財研究所紀要2009』

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『平城宮発掘調査出ｔ木簡概報』39

0 渡辺兄宏　　　　　　　卜 ’奈良・平城宮跡」（『木簡研究』31）

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『ｙ城宮発掘調査出土木簡概報』42

平城宮跡(466 次）東方官衙〔へいじょうきゅう〕　　 奈良 市

古代宮殿・官衙　10. 1 － 10.4　2035点　 奈良文化財研究所

０奈文研　　　　　　　　：【奈良文化財研究所紀要201】』

０奈文研　　　　　　　　：『寥城宮発掘調査出上木簡概報』41

0 渡辺晃宏　　　　　　　卜 奈良・ヽF城宮跡」（「木簡研究」33）

1005 年

:2007 年

12008年

:2007 年

:2007 年

:2008 年

:2009 年

12009 年

:2009 年

12009 年

:2010 年

12009 年

:2009 年

12009 年

:2012 年

12011 年

:2011 年

りOH 年

平城京跡左京二条二坊五坪・東二坊坊関路西側溝・二条大路（198 次Ｂ区）〔へいじょうきょう〕【 凵75 】

奈良「打　古代都城　89.3 ・ 89. 5　22926点（うち二条大路木簡22899 点）　 奈良国立文化財研究所

０奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ渡辺晃宏

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

i『1989 乍度ｙ城宮跡発掘訓杏部発掘調査概報』

:r 奈 良国立文化財研究所年報1990 』

｜「奈良・平城京跡」（『木簡研究』12 ）

l『７城京 長屋1ﾓ邸 宅と木簡』

｜『平城宮 発槻調査出土木簡概報』24 ・29 ・30
‐

Ｉ

Ｉ

11990 年

卩990 年

11990 年

11991 年

:1991 ～

:1995 年

：『ず城京左京.1条 二坊・三条二坊発掘調食報告一長崖ぞ邸・藤原麻呂邸の調11995年

i食（本文編）（E珂版編）』（奈良国立文化財研究所学報54）　　　　　　　　　　i

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ『 嘔城京木簡3一 二条人路木簡l』（奈良文化財研究所史料75）　　　　　　　　:  2006年

平 城 京跡 左京二 条 二坊五 坪 ・二 条大 路(204 次 ）〔へいじょうきょう〕【1 175 】　　 奈 良111

古 代 都城　89.  7 － 89.9　13082 点 （ うち 二条大路 木簡13051 点 ）　 奈 良国 立文 化財研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　: 『1989 年度 平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1990 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

ｏ渡辺晃宏　　　　　　　ir 奈良・平城糸跡」（『木簡研究』12 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11990 年

ｏ 奈文研　　　　　　　　 ：『平城京 長屋’Ｅ邸宅と木簡』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1991 年

ｏ 奈文研　　　　　　　　 ｉ『７城宮発掘調査出土木簡概報』24・29 ・30 ・33 ・38 ・40　　　　　　　　　　 ■1991～

:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12010 年

ｏ 沖森嗔也・佐藤信編　
ｉ『上代

木簡資料集成』おうふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1994 年

ｏ 奈文研　　　　　　　　 ｌ『平城京左京 二条二坊・三条二坊発掘調査報告一長崖iﾐ 邸 ・藤原麻呂邸の調:1995 年

l査 （本文編）（図版編）』（奈良国立文化財研究所学報54 ）　　　　　　　　　　:

ｏ 奈文研　　　　　　　　 丿 平城京木簡3一 二条大路木剞 』（奈良文化財研究所 史料75 ）　　　　　　　　'2006 年

平城京跡左京二条二坊五坪・東二坊坊関路西側溝(223 － 13次）〔へいじょうきょう〕【 凵76 訂】

奈良市　 占代都城　91.10　48 点　 奈良国立文化財研究所

-

122



Ｏ余文研

Ｏ奈文研

Ｏ舘野和己

Ｏ奈文研

:『1991 年 度ｙ城宮跡発掘調査部発掘調査既報』

ｉ『平城宮発掘調査出土木簡概報』26

:「奈良・平城京左京二条二坊坊間路l･g側 溝」（『木簡研究』14 ）

i『 奈良岡立文化財研究所年報1992 』

平城京跡左京二条二坊十一坪(282 － 10次）｛へいじょうきょう｝【1 176】

古代都城　97.  10 － 97. 11　54点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　１『奈良国立文化財研究所年報1998 － UI』

Ｏ奈文研　　　　　　　　１『平城宮発掘調査出土木簡概報』34

0 占尾谷知沽　　　　　ｌ「奈良・孚城亰跡（1）」（「木簡研究」20）

Ｏ奈文研　　　　　　　　：「平城宮発掘調査出土木簡概報亅38

奈良巾

平城京跡左京二条二坊十二坪（市73-1 ・2 次）〔へいじょうきょう〕　　 奈良市

占代都城　84.  7 － 84. 10、84. 10 - 84. 12　22点　 奈良 市教育委員会

Ｏ丙崎卓哉　　　　　　　冂 奈良・平城京跡」（『木簡研究』7）

Ｏ奈良lli教委　　　　　　ｌ「平城京左京二条TI坊1-二坪―発掘調査概要」

平城 京跡 左 京三 条 ―坊－ ・二坪 （478 次 ）〔へいじようきょう〕

占代 都城　11.1 － 11. 3　62 点　 奈 良文化 財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「ｆ城寓発掘調査出土木簡概報」41

0 奈文研　　　　　　　　 ：『奈良文化財研究所紀要2012 』

Ｏ渡辺晃宏　　　　　　　：「奈良・罕城亰跡（I）」（『木簡研究』34 ）

平城京跡左京三条二坊－坪（190 次）｛へいじょうきょう｝【 凵78 】

占代都城　88.5 － 88. 11　2点　 奈良国立文化財研究所

０余文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

０奈文研

Ｏ　余文研

Ｏ渡辺兄宏

:「 」988年度 孚城宮跡発掘調査部発掘調査戦報』

：『平城宮発掘調査出土木簡概報』22

:『 平城京 長屋Ｔ邸宅と木簡』

奈良市

奈良巾

奈良県

:1992 年

11992 年

11992 年

:1993年

:1998 年

:1998 年

:1998 年

:2007 年

:1985 年

:1997 年

:20H 年

:2012 年

:2012 年

:1989 年

μ990 年

11991乍

：「‘ド城京左 京二条二坊・三条二坊発掘調在報告一長屋王邸・藤原麻呂邸の調在:1995 年

ｉ（本文編）（図版編）』（余良［11皀 文化財研究所学報54］

1『 平城京木簡トー長屋王家木簡1』（奈良国立文化財研究所史料41 ）

｜r 奈良・平城京跡左京二条二坊一坪亅（『木簡研究』27 ）

平城京跡左京三条二坊六坪（宮跡庭園) (121 次）［へいじようきょう］【凵79 訂】

古代都城　80.1 － 80.2　30点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈攵研

０奈文研

０余文研

０余夊研

０佐藤信

０余攵研

０木簡学会編

０沖森卓也・佐藤信編

Ｏ余夊研

奈良市

：『昭和54年 度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

：『奈良岡ヽ7:文 化財研究所年報1980J

i『 平城京左京三条 二坊六坪発掘調査概報』

：『平城宮発掘調査出上木簡概報』13

1「奈良・罕城京左京三条 こ坊宮跡庭園遺跡」（『木簡研究』2 ）

:『 罕城京左京三条二坊六坪発掘調食報告』（奈良国を文化財研究所学報44）

:『 日本古代木簡選』岩波＆店

：『上代木簡資料集成』おうふう

：『平城京木簡1 －長屋Ｅ家木簡I』（奈良国 立文化財研究所史料･11）

平城京跡左京三条二坊八坪{193 次Ｅ区）［へいじょうきょう］【1 180】　　奈良市

占代都城　88.8 － 88.9　32079点（長屋王家木簡）　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研

Ｏか崎保広

０余攵研

Ｏ奈文研

０余攵研

Ｏ沖森巾皀・佐藤信編

Ｏ奈文研

Ｏ奈夂研

Ｏ奈文研

Ｏ木簡学会編

１『昭和63年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

：「奈良一ｙ城京跡」（『木簡研究』11）

｜『嘔城宮発掘調査出ｔ木簡概報』21・23・25・27・28・29・40・42

:

｜『余良国立文化財研究所年報1989』

:『平城京 長崖Ｅ邸宅と木簡』

‐

Ｉ

Ｉ

:1995 年

:2005 年

11980 年

:1980 年

11980 年

: 1980 年

り980 年

い986 年

:1990 午

り994 年

:1995 年

: 1989 年

:1989 年

:1989 ～

! 2012 年

11990 年

: i99i 年

ｉ『 上代木簡資料集成』お うふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卩994 年

：『罕城京左 京 こ条ﾆﾆ 坊 ・三条:l 坊 発 掘調査報告一長屋王邸・藤原麻呂邸の調11995 年

:査（本文編）（（ｘl版 編）』（奈良岡 立文化財研究所学 報54）　　　　　　　　　　:

ir ｆ 城 京木簡卜 長崖’E家 木簡l』（奈良国立文化財研究所史料41 ）　　　　　　11995 年

：『平城京木簡2 一一長屋 Ｅ`家 木簡2j （奈 良国立文化財研究所史料53 ）

｜「 川本占代木簡集成」東京大学出版会

:2001 年

:2003 年

- 123 －



近　畿

平城京跡左京三条二坊八坪・東二坊大路・二条大路（200 次）〔へいじょうきょう〕【1 181】

古代都城　89.3 － 89. 4　23735点（二条大路木簡）　 奈良国立文化財研究所

奈良市

Ｏ寺崎保広

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ沖森嗔也・佐藤信編

Ｏ奈文研

：| 奈 良・平城京跡」（「木簡研究」11 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1989 年

｜『1989 年度 平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』　　　　　　　　　　　　　　　11990 年

ｌ『平城宮 発掘調査出上木簡概報』22 ・30 ・31 ・32・33 ・38　　　　　　　　　:1990 ～

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2007 年

｜『奈良国 立文化財研究所年報1990 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り991 年

冂「平城京 長屋FE 邸宅と木簡」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1991 年

｜『上代木簡資料集成』お うふう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11991 年
：『 平城京左

京二条二坊・ 二条二坊発掘調在報告一長屋王邸・藤原 麻呂邸の調:1995 年

:在（本文編）（図版編）』（奈良国立文化財研究所学報54)　　　　　　　　　　:

平城京跡左京三条三坊五坪（三条大路北側溝）Eへいじょうきょう〕　　奈良市
古代都城　05.F 05.  7　25点　奈良県立柵原考古学研究所

Ｏ贓考研　　　　　　　　１『奈良県辿跡調査慨報2005年度（第1分|冊）』
Ｏ宮長秀和一岡林孝作ぺ「奈良・平城京跡（1）」（『木簡研究』28）
安永周平・鶴見泰寿　　ｉ
Ｏ橿考研

12006 年

｜μ006 年

１
・
ｌ

：『平城京左京三条 こ坊 五・卜て坪－ ＪＲ奈良駅連続立体交差・街路整備 嘔業に:20()8年

:係 る発拙凋査報告書2J （奈良県文化財調査報告耆131）

平城京跡左京三条三坊十一坪（東堀河）（市499 次）〔へいじょうきょう〕

古代都城　03.7 ・ 03.9　3点　 奈良市教育委員会

ｏ三好美穂　　　　　　　:r奈良・平城京跡左京三条ﾆﾓ坊卜･ 坪凵『木簡研究』26）

平城京跡左京三条三坊十二坪（三条大路北側溝）〔へいじょうきょう〕

占代都城　05.11 － 05. 12　2点i　奈良県立橿原 考占学研究所

Ｏ橿考研　　　　　　　　：『奈良県遺跡調査既報2005 年度（第1分冊）Ｊ

Ｏ宮長秀和・岡林孝作・：「奈良・嘔城京跡（I）」（『木簡研究』28）

安永周嘔・鶴見泰寿　　：

Ｏ槭考研

奈良市

奈良 市

―

Ｉ

Ｉ

:2004 年

砲006年

μ006 年

ｌ『平城京左京三条Ｒ坊五・十二坪－ ＪＲ奈良駅連続立体交差・街路整備事業にl

:係る発掘調介報告,11:2』（奈良県 文化財調査報告書131)
－

‐

‐

2008 年

平 城京 跡左 京三 条五 坊十 坪 〔へいじょうきょう３　　 奈 良 市

古 代 都城　03 バ1　03.8　1 点　 奈良 県 立橿 原 考古学 研 究所

Ｏ橿考研　　　　　　　　 ：「奈良県遺跡調査慨報2003 年度 （第1 分冊）』　　　　　　　　　　　　　　　:200  ,1年

Ｏ清水昭博・鶴見泰寿　 ： ’奈良・ｆ 城京跡左京三条五坊十坪」（『木簡研究J 27 』　　　　　　　　　　:2005 年

Ｏ橿考研　　　　　　　　
：「
ギ城京左京二・三・五条五坊－ ＪＲ奈良駅辿続立体交差・街路整備事業に係･ 2013年

:る発掘調食報告書（Ｖ）』（奈良県文化財調査報告書160）

平城京跡左京四条二坊－坪(151 － 1次）｛へいじょうきょう] ( I 182】　　 奈良市

古代都城　83.3 － 83. 5　1点　 奈良国立文化財研究所

０奈文研

Ｏ奈 夂研

Ｏ奈文研

Ｏ渡辺兄宏

：『奈良国立文化財研究所年報1984 』

l『平城宮発拙調査出土木簡概報J17

1『平城京左京四条二坊･ 坪 発掘調査報告』

：「奈良・平城京跡（2）」『r木簡研究』28 ）

平 城 京跡 左京 四条 二坊 三坪 （市550 次 ）［へいじょうきょう］

古代 都城　06.5 － 06.6　16 点　 奈良 市教 育 委員会

Ｏ武田和哉・原旧香織・：「奈良・平城京跡（1）囗「木簡研究」29 ）

宮崎正裕・原田憲 こ郎　 ：

奈良市

平城京跡左京四条三坊九坪（東堀河）〔へいじょうきょう〕　　 奈良市

古代都城　04.10 － 05. 3　1点　 奈良県立概原考古学研究所

Ｏ柵考研　　　　　　　　１『奈良県遺跡調査概報2005 年度（第1分柵）j

O 官長秀和・岡林孝作・凵 奈良 一平城京跡（1）」（『木簡研究』28）

安永周ヽlい 鶴見泰寿　　ｉ

平城京跡左京五条四坊九坪（市622 次）〔へいじょうきょう

古代都城　09.5 － 09. 10　3点　 奈良市教育委員会

Ｏ原田憲二郎・中島和彦 囗 奈良・平城京跡1（J’木簡研究）33）
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:2006 年
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Ｏ余良巾教委 ：『奈良ilj埋 蔵文化財調査年報 平成21  (2009) 年度 』

平城京跡左京五条四坊九・十六坪（市541 次）｛へいじょうきょう｝

古代都城　05. 11 － 06.3　1点　 奈良市教育委員会

Ｏ武IH fil哉・原川香織 ぺ| 奈良・ｆ城京跡（|）」（『木簡研究』29）

宮崎IE裕・原Ⅲ憲’l郎　ｉ

平 城京 跡左 京五条 四 坊十 坪 （市608 次 Ｄ 区 ）〔へいじようきょう〕

近Iu:性 格 不詳　08.5　09.  2　1 点　 奈 良 巾教 青委員 会

ｏ宮崎IE 裕　　　　　　　 凵 奈良・平城京跡（I）j（T 木簡研究）31 ）

平 城 京跡 左 京五 条四坊 十 六坪 （市568 次 ）〔へいじょうきょう〕

占 代都城　07.1 － 07. 3　2 点　 奈良11f教 介 委員 会

ｏ武111和 雌・煉111呑織 ・：「奈良・ｆ城京跡（1）」（『木簡研究』29 ）

宮崎IE 裕・ 原Ⅲ憲l 郎　 ：

平 城 京跡 左京五 条四 坊 十六 坪 （市638 次 ）〔へいじょうきょ う〕

占代 都城　10.  12 － Ｈ.2　 】点　 奈良 市教 介 委ｎ 会

Ｏ 中 鳥 杣 否

,)余 良lb °教 委

奈良市

奈良di

奈良d

奈良巾

:「奈良・嘔城京跡（2）」（『木簡研究』34）

:『奈良巾埋蔵文化財調査年報 ず成22 (2010) 年度』

平城京 跡左 京八 条三 坊 十一 坪（東 市跡 推定 地36 次 ）〔へいじょうきょう〕　　 奈良 市

占代 都城　12.  7　12.8　1 点　 奈良「li教 育 委貝会

（,池111裕萸　　　　　　 囗 奈良・平城京東d=f跡推 定地（左京八条三坊卜･ 坪）」（『木簡研究』35 ）

平城京跡左京八条三坊十二坪（東市跡推定地27 次）〔へいじょうきょう〕【1 183】

古代祁城　01.10 － 01. H　5点　 奈良iti教青委員会

O llリ;訝||,Ｉ

Ｏ 余 良Ili教 委

：「余良・ヽF城 京朿巾跡推定地」（「 木簡研究」 24）

:『 余良lli埋 蔵 刻ﾋ 財 調査慨要報告書 平成13 年度』

平城京跡左京八条三坊十四坪（市613 次）（へいじょうきょう）　　 奈良市

古代都城　08.8 － 08.9　1点　 奈良di 教育委員会

Ｏ原1116織　　　　　　 囗 奈良・ヽ|乙城京跡（2）」（『木簡研究』31）

平城京跡右京一条北辺二坊二・三坪(103 － 16次）1へいじょうきょう］【 凵84 】

占代都城　78.2 － 78.'1　1点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『昭和52年度ｆ城宮跡発掘調査部発掘調査概報』

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良国ヽ;£文化財研究所年報1978J

O 奈攵研　　　　　　　　i『ヽF城宮発掘調食出.Iこ木簡慨報J12

（,|||本祟　　　　　　　　：「奈良・ず城京跡（2）」｛『木簡研究』29）

平城 京跡右 京一 条 ・北 辺二 坊 〔へい じょうきょう〕　　 奈 良 市

占代 都城　03.8 － 03. 12　1点 （財 ）元 興寺文 化財研 究 所

Ｏ佐琳唖』呎　　　　　　 ：| 奈良・ｆ城京跡右京北辺」（『木簡研究』26 ）

Ｏ元興､I,’･文化財研究所　 ：『ｆ 城亰右京北辺』

平城京跡右京一条北辺四坊三坪（市H J 532 次）:へいじようきｌう〕　　 奈良市

占代都城　05.5 － 05. 7　1点　 奈良市教育委員会

ｏ久cμ|り1:　　　　　　　:「奈良. ヽ11城京跡（3）」（r木簡研究）28）

平城京跡右京一条二坊－坪（79 － 24次）（県営住宅）〔へいじ.lうきょう〕【 凵84 】

占’代都城　72.  11 － 72. 12　1点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ余夊研

(,余 夊研

旧|| 夲祟

奈良巾

余良巾

奈良巾

奈良県

:2012 年

:2007 年

:2009 年

:2007 年
：

! 2012 年

:2013 年

:2013 年，

:2002 年

:2004 年

咄009年

:1978 年

:1978 年

:1978 年

:2007 年

:2004 年

:2005 年

:2006 年

:【11Mfl】17年 度'ド城宮跡発伽,調査部発掘,調査概報(2)一 法 華4･ 境内 ・阿弥陀浄:|;:1973年

:院跡・中山瓦窯』

:ljヽF城寓発掘調在出上木簡既報J 38

:「奈良・嘔城京跡右京･ 条l 坊･ 坪」（「木簡研究亅29 」

平城京跡右京一条三坊―坪 〔へいじょうきょう〕　　奈良 市

III‘代都城　07. Ｈ － 08.3　1点 （財）元興寺文化財研究所

Ｏ狄川頁 ・　　　　　　　：「余良・ｆ城京跡」（「木簡研究」30）

-
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近　畿

Ｏ元興寺文化財研究所　 ：『 平城京右京‥一条三坊一坪 平成18 年 度発掘調査報告書』

平城京跡右京二条二坊八・九坪（市576 次）〔へいじょうきょう〕

古代都城　07.  5 － 07. 6　1点　 奈良市教育委員会

奈良市

Ｏ奈良巾教委　　　　　：『奈良11f埋蔵文化財調査年報 平成19 (2007) 年度Ｊ

Ｏ原田憲二郎・中島和彦：「奈良・平城京跡」（『木簡研究』33）

平城京跡右京三条四坊十坪（市386 次）〔へいじょうきょう〕【1 185】

古代都城　97.9 － 97. 11　1点　 奈良市教育委員会

Ｏ原田香織・Ｆ好美穂・：「奈良・平城京跡（2）」（『木簡研究』20）

松浦五輪美

Ｏ奈良市教委

‐

‐

‐

口 奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 罕成10年度』

奈良市

:2008 年

:2010 年

:2011 年

:1998 年
:

:1999 年

平 城 京跡 右京 四榮 一坊 九坪 〔へいじょうきょう〕　　 奈良 市

古代 都城　06.6 － 06. 8　2点　 奈 良県 立橿原 考 古学研 究所

Ｏ棡考研　　　　　　　　 ：「奈良県遺跡調査概報2006 年度（第1 分冊）』　　　　　　　　　　　　　　　　:2007 年

Ｏ岡Ⅲ憲一・重見参・鶴: 「奈良・罕城京跡（3）」（『木簡研究』29 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　:2007 年

見泰寿　　　　　　　　　 ；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

Ｏ橿考研　　　　　　　 ：「平城京三条大路Ｉ一国道308 号整 備 乍業に伴う発掘調査報告Ｘ（Ⅲ）』（奈良12011 年

４ 文化財調査報竹書139 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

平 城 京跡右 京四 条二 坊二 坪 （市 平城 京18 次 ）［へいじょうきょう］【1 185 】

古 代 都城　81.9 － 81. 10　1点　 奈良 市教 育委員 会

Ｏ奈良市教委　　　　　　：『奈良市埋蔵文化財調査報告書 昭和56年 度』

Ｏ篠原豊一　　　　　　　：「奈良・平城京跡右京円条二坊Tこ坪」（『木簡研究』26 ）

奈良市

薬師寺旧境内（平城京跡右京六条二坊十四坪）（平城338 次）〔やくしじきゅうけいだい〕【 口87 】

奈良市　 中世以降寺院　01.10　6, ａ　 奈良文化財研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良文化財研究所紀要2002』

ｏ渡辺晃宏　　　　　　　：「奈良・薬師寺|囗境内」（『木簡研究』24）

・奈文研　　　　　　　　ｉ『７城宮発掘調査出土木簡概報』38

法華寺（防災工事）（平城363 次）〔ほっけじ〕　　奈良市

近世寺院　03.8 － 03. 12　10点　 奈良文化財研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　１『奈良文化財研究所紀要2004』

ｏ山本祟　　　　　　　　：「奈良・法華寺」（『木簡研究』26）

ｏ奈文研　　　　　　　　ｉ『嘔城宮発掘調査出土木簡慨報』38

東大寺（旧境内98 次）〔とうだいじ〕　　 奈良市

占代寺院　03.10 － 03. 11　7点　 奈良県立橿原考古学研究所

ｏ橿考研　　　　　　　　：『奈良県遺跡調査概報2003 年度』（別刷）

ｏ清水昭博・鶴見泰寿　：「奈良・東大寺旧境内」（『木簡研究』27）

東大寺（旧境内市13 次）〔とうだいじ〕　　 奈良 市

古代寺院　11.7 － 11. 12　1点　 奈良市教育委員会

Ｏ三好美穂　　　　　　　:「奈良 一東大寺旧境内」（『木簡研究』35）

東大寺（市2012 年度立会）〔とうだいじ〕　　奈良市

古代寺院　12. 7　1点　 奈良市教育委員会

Ｏ三好美穂　　　　　　　：「奈良・東大寺旧境内」（『木簡研究』35）

旧大乗院庭園（平城336 次）lきゅうだいじょういんていえん〕【1 190】

近代教育施設　01.10 － 02. 2　3点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｉ『奈良文化財研究所紀要2002』

Ｏ馬場基　　　　　　　　ｉ「奈良りli大乗院庭園」（『木簡研究』2･1）

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｉ『嘔城宮発掘調査出土木簡概報』38

旧大乗院庭園（平城352 次）［きゅうだいじょういんていえん］【凵90 】

近代教育施設　03.1 －（）3.3　6点　 奈良文化財研究所

０奈文研　　　　　　　　：『奈良文化財研究所紀要2004』

-
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12002年
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:2004 年
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:2002 年
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･2007 年

1004 年



Ｏ馬 場 基

Ｏ 奈 文 研

：「 奈 良 ・ 旧 大 乗 院 庭 鴎」」（『 木 簡 研 究 』26 ）

i 『 罕 城 宮 発 掘 調 査 出 上 木 簡 概 報 』38

|日大 乗院 庭園 （平城374 次 ）｛きゅうだいじょういんていえん｝

近代 教育施 設　04.7 － 04. 10　29点　 奈 良文 化財 研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良文化財研究所紀要2005 』

Ｏ馬場基　　　　　　　　 ：「奈良 一旧大乗院庭園」（「木簡研究亅27 」

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『平城宮発掘調査出上木簡概報』38

旧 大 乗院 庭園 （平城390 次 ）〔きゅうだいじょういんていえん〕

近 世 寺院　05.7 － 05. 10　1点　 奈良 文化財 研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良文化財研究所紀要2006 』

ｏ渡辺兒宏　　　　　　　｜「奈良・旧大乗院庭園」（『木簡研究』28 ）

・ 奈文研　　　　　　　　 ｉｒｆ 城宮発掘調査出土木簡概報』38

奈良巾

奈良巾

西大寺境内（平城京跡右京一条三坊十一坪）（次数外）［さいだいじけいだい］※

近世近代寺院　79.  10 － 79. 11　4点以上　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：「昭和54年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報Ｊ

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ「奈良岡立文化財研究所年報1980」

Ｏ奈良県教委・奈文研 ．：「 西大寺防災施設工事・発掘調査報告書」

丙大寺

西大寺旧境内

中世寺院

Ｏ久保邦江

西大寺旧境内

占代寺院

Ｏ奈良Iμ教委

Ｏ奈良巾教委

Ｏ鍬万正樹

西大寺食堂院

占'代 寺院

０奈文研

０奈文研

０奈文研

０渡辺兄宏

０余文研

１

１

‐

奈良市

（17 次 ）【さいだいじきゅうけいだい】　　 奈 良巾

04.4 － 04.5　1 点　 奈 良 市教 介委 員会

：「奈良・西人寺旧境内」（『木簡研究』27）

（25 次 ）〔さいだいじきゅうけいだい〕　　 奈 良 市

09.L09.7　1939 点　 奈良 市教 育委 員会

：「 奈良市埋蔵文化財調査年報 平成21 (2009) 年度 』

：「 丙人寺旧境内発拙調査報告報告書１－ 西大寺11」境内第25 次 調査（本篇）

i字資料篇）』（奈良巾埋蔵文化財調査研究報告3）

:「奈良・丙大寺旧境内」（『木簡研究』35 ）

（平城京跡右京一条三坊八坪）（平城404 次）〔さいだいじじきどういん〕

06.5 － 06.8　2689点　 奈良文化財研究所

：『西大寺食党院・右京北辺発掘調査報告』

：『奈良文化財研究所紀要2007』

i「平城寓発掘調介出1:木簡概報」38

:「奈良・西大寺食堂院跡」（『木簡研究』29）

｜「平城宮発掘調査出上木簡概報」39

奈 良町遺 跡 （平城 京 跡左 京二 条七 坊十五 坪）（市H J 531 次 ）〔ならまち〕

近 匯都 市　05.5　05,7　4 点　 奈 良 市教 育委員 会

Ｏ中鳥和彦　　　　　　　：「奈良・平城京跡・奈良町遺跡」（『 木簡研究』29 ）

奈 良町遺 跡 （平 城京 跡左 京三 条六 坊十 坪）（市H J 559 次 ）〔ならまち〕

近 代 都 市　06.8 － 07. 1　1点　 奈 良 市教 育委員 会

Ｏ中鳥和彦　　　　　　　：「奈良・平城京跡・奈良町遺跡囗『 木簡研究』29 ）

奈良喞

奈良市

奈良県

:2004 年

■2007乍

:2005 年

:2005 年

:2007 年

12006年

:2006 年

:2007 年

:1980 年

:1980 年

:1990 年

:2005 年

:2012 年

(文;2013 年
:

:2013 年

奈 良11j

:2007 年

: 2007 年

; 2007 年

12007 年

; 2009 乍

:2007 年

12007 年

八 王 子 神社 ［はちお うじじんじや］【 凵91 】　　 奈 良 市

中 欧か院　78.  7　82 点　 奈良 県 文化財 保存 課

Ｏ概考研　　　　　　　　 ：「 三郷町 平隆 々一一（付）奈良4f 高畑町八王子神社出1; 懸 仏』（余良県史跡名: 198･1年

:勝 天然記念物調査報告17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

O 鶴 見楽寿　　　　　　　：「余良・八E 子神社」（「 木簡研究」30 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2008 年

日 笠フ シン ダ遺 跡 〔ひがさふしんだ〕　　 奈 良 市

占 代祭 祀遺跡　06.4　06.12　/1 点　 奈 良県 立橿原 考 古学研 究所

Ｏ橿号研　　　　　　　　 ：「 奈良県遺跡調食概報2006 年（ 第1 分1冊）J　　　　　　　　　　　　　　　　　12007 年

Ｏ清水||沿埣・鶴見泰寿　: 「 奈良・日笠フシンダ遺跡」（『木簡研究』29 ）　　　　　　　　　　　　　　　:2007 年

Ｏ橿 杪研　　　　　　　　 ：「 日笠フシン ダ遺跡 附戯：巾頁柿ノ木遺跡･　県営圃場整備事業|||原 南地区に:2011 年
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:伴 う発掘調査報告書』（奈良県文化財調査報告書1爿 ）

矢田 原遺 跡 （04 年 度1 次 ）［やたはら］　　 奈 良巾

時 代不詳 集 落　04.  4 － 04.7　1 点　 奈 良県 立橿原 考古学研 究 所

Ｏ橿考研　　　　　　　　 ：『和川ワタナ遺跡・矢田原遺跡』（奈良県文化財調査報告書132)

Ｏ青柳泰介　　　　　　　：「奈良・矢山原遺跡」（『木簡研究』34 ）

矢田 原遺 跡 （05 年 度 ）［やたはら］　　 奈 良I打

近 代酒造 関係　05.4 － 05. 9　1 点　 奈 良県 立橿原 考古学研 究 所

０橿考研　　　　　　　　 ：『和田ワタナ遺跡・矢III原 遺跡』【奈良県文化財調査報告淤】32）

０青柳泰介　　　　　　　: 「奈良・矢田原遺跡」（r 木簡研究J] 35)

大中遺跡〔おおなか〕　　 大和高田巾

中世集落　06,11 － 07.4　2点　 大和高田市教育委員会

０ 人 和 高μ]111教 委

０濱 野 俊 ‥･

Ｉ

―

:2〔〕09 年

:2012 年

:2009 年

:2013 年

：『大中辿跡（第1次調食）発掘洲査報告書J（人和商田巾埋蔵文化財調査報告:2008午

ﾘ18 ）

l「 奈良・大中遺跡」（『木簡研究』30 ）

稗田遺跡（確認調査）〔ひえだ〕【 凵91 】　　 大和郡山市

古代河川　76.8 － 77.2　10点　 奈良県立橿原考占学研究所

Ｏ奈良県政 裔

Ｏ鶴兄泰寿

；『奈良県遺跡調介慨報1976 年度』

１「奈良・稗旧辿跡1 （「木簡研究」 32）

Ｉ

Ｉ

Ｉ

j008 年

:1977 午

:2010 午

八 条遺 跡 （1 次 ）［はちじょう］　　 大 和郡 山 市

近 欧近 代集 落　00. Ｈ － 02.3　2 点　 奈良県 立橿 原 考古学研 究 所

Ｏ橿 考研　　　　　　　　 ：『 八条遺跡一京奈和白動･IQ! 大和 区間の建設に伴う発掘調査報告書7』（奈良12006 年

:県 立橿原考古学研究所調査報告94 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

〔〕坂嫡　　　　　　　　　 ｉ「奈良・八条辿跡」（『木簡研究』29 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12007 年

八 条 北遺跡 （ Ａ地区 ）〔はちじょうきた〕　　 大和 郡山 市

古代集 落　03.4 － 03. 12　8点　 奈 良県 立橿 原 考占学 研 究所

Ｏ橿考研　　　　　　　　 ：『奈良県遺跡調査既報200･1 乍 （第1 分冊）Ｊ

Ｏ鶴見参寿　　　　　　　：「奈良・八条北遺跡（Ａ地|）O 」（『木簡研究J 32 』

12005年

:2010 年

藤 原宮 跡北 辺地 区 〔ふじわらきゅう〕｜ 凵91 訂】　　 橿 原 市

占代宮 殿 ・官衙　66.  12 － 67.4　2122 点　 奈 良県 教育 委員 会

Ｏ奈良県教１　　　　　　 ：『藤原宮跡ll罸11･11年度調査概要』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1967 年

Ｏ奈良県教委　　　　　　：『藤原宮跡 昭和42 年度調査概要』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1968 年

Ｏ奈良県教委　　　　　　 日’藤原宮跡出ｔ木簡既報』（奈良県文化財調食報告1〔〕）　　　　　　　　　　　|1968 年

Ｏ奈良県教委　　　　　　：『藤原宮一国逆165 号線 バイパスに伴う宮城調査』（奈良県 史跡 名勝人然記念:1969 年

i物 調査報告25）

μ11111萃　　　　　　　　 ：「藤原宮跡出ｔの木簡（そのI）」（奈文研『第11･1』木簡研究集会記録J ）

ｏ和IEI萃　　　　　　　　 ：『余良 一藤原宮跡』（『木簡研究』5 ）

ｏ木簡学会編　　　　　　：『日本占代木簡選』岩波占店

ｏ沖森･;｛也・佐藤信編　 ：「上代木簡資料集成」おうふう

ｏ愛知県史編さん委員会｜『暖知県史 資料編6 占一代1 』（『藤原宮丿 解説文101 貞所収木簡の釈文あり』

０木簡学会編　　　　　　：『日本I!I･代 木節集成』朿京人学出版会

藤 原宮 跡西 辺地 区 ［ふじわらきゅう］[ I 192訂 】　　 橿 原巾

占代宮 殿 ・官 衙． 中世 集落　68.  9 － 69.3　2 点　 奈良 県教 育 委員会

ｏ奈良県教委　　　　　　:r 藤 原宮跡 昭和13 年度調査概要』

ｏ和Ⅲ萃・鶴 見泰寿　　 ：「奈良・藤原宮跡，（『木簡研究』20 ）

藤 原宮 跡 （1 次 ） 南面 中門 地区［ふじわらきゅう］【1 192 】　　 橿原r 打

古代宮 殿 ・官 衙　69.  12 － 70.5　27 点　 奈良岡 立文化財 研 究所

ｏ奈攵研　　　　　　　　 ：【 奈良国ヽ?:文i匕財研究所年報1970J

o 奈 攵研　　　　　　　　:r 飛鳥・藤原宮発掘調査慨報J 】

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ『 飛鳥・藤原宮発掘調食・1: 木簡既報ｊｌ

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『 飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡慨報』２

０奈文研　　　　　　　　 ｉ『 飛鳥・藤原寓発掘調査報告 冂 （奈良国立文化財研究所学報27）
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11976 年

:1983 年

り990 年

:1994 年

; 1999 年

12003 年
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冶73 年
11975
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11976 年



０鬼頭清明

Ｏ奈文研

０木簡学会編

０山本崇

：「藤原宮跡出上の木簡（その2）」（奈文研『第1回 木簡研究集会記録』）

ｉ『藤原宮木簡l』（奈良国立文化財研究所史料12）

:『 日本占代木簡送』岩波耆店

ir 奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』32 ）

藤原 宮跡 （2 次 ）内 裏地区 （ふじわらきゅう）【I  192 】　　 橿 原 市

占代 宮殿 ・官 衙　70.  7 － 70. H　2 点　 奈良国 立 文化財 研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』ｌ

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良『11立文化財研究所年報1971 』

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報J  1

Ｑ奈 文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡慨報』２

０奈文研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ』（奈良岡立文化財研究所学報27 ）

ｏ鬼頭清明　　　　　　　: 「藤原宮跡出土の木簡〔その2〕」（奈文研『第1回 木簡研究集会記録』）

ｏ奈文研　　　　　　　　:r 藤 原宮木簡1 』（奈良国 立文化財研究所史料12 ）

ｏ山本祟　　　　　　　　 ｌ「奈良・藤原宮跡」（r 木簡研究）32 ）

藤 原宮 跡 （4 次 ）内 裏地 区 〔ふじわらきゅう〕【1 192 】　　 橿原Ilf

古 代 宮 殿・ 官衙　71.  11 － 72. 4　51 点　 奈 良国 立文化 財研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』２

０奈文研　　　　　　　　 ：「奈良国立文化財研究所年報1972.5

o 奈文研　　　　　　　　 ｜r 飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報J1

ｏ 奈文研　　　　　　　　 ：「飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報」２

０鬼頭清明　　　　　　　｜「藤原宮跡出1: の木簡（その2）】（奈文研『第1回 木簡研究集会記録』）

ｏ奈文研　　　　　　　　 １『藤原宮木簡I』（余良岡 立文化財研究所史料12）

ｏ奈夊研　　　　　　　　 ｜『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ』（奈良岡立文化財研究所学報37）

ｏ奈 文研　　　　　　　　 ｜『飛鳥・藤原寓発掘調査出ｔ木簡概報』22

0 桑111,jll也　　　　　　　:r 奈良 一藤原宮跡』（『木簡研究』33 ）

藤原 宮跡 （5 次 ）西方 官衙 南地 区 ［ふじわらきゅう］【 口92 】　　 橿原 巾

占代 宮殿 ・官 衙　72.  3 － 72.8　3 点　 奈 良岡 立文 化財研 究 所

ｏ奈攵研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』３

０奈文研　　　　　　　　 １『飛鳥・藤原宮発掘調在出ｔ 木簡概報』ｌ

ｏ余文研　　　　　　　　 ｜【奈良国 立文化財研究所年報】973』

ｏ奈攵研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出-1:木簡概報』２

０鬼頭清明　　　　　　　｜「藤原宮跡出ｔの木節（その2 ）」（奈文研『第1【iil木簡研究集会記録】）

ｏ余文研　　　　　　　　:r 飛鳥・藤原宮発掘調査報告【I】（奈良国 立文化財研究所学報31）

ｏ奈攵研　　　　　　　　 ｌ『藤原宮木簡I 』（奈良国 立文化財研究所史料12 ）

ｏ沖森I:‘.也・佐藤信編　i 『11 代木 簡資料集成』おうふう

ｏ余夊研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発伽調査出-|:木 簡概報』22

<> ill本崇　　　　　　　　 ｜r 余良・藤原宮跡j （『木簡研究』3･1）

藤 原宮 跡 （18 次 ）北 面中 門地 区 ［ふじわらきゅうj 【1 193 】 ※　　 橿原 市

ill‘代 宮 殿 ・官衙　75.6　76.  1　570 点　 奈 良国 立 文化財 研 究所

ｏ奈攵研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報,１２

０奈攵研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘,凋査慨報』６

０余文研　　　　　　　　 ｜『奈良国立文化財研究所年報1976 』

ｏ 余文研　　　　　　　　 ：『藤原宮木箭I』（奈良|司立文化財研究所史料12 ）

。木簡学会編　　　　　　｜『|:|本占 代木簡選』岩波,17店

ｏ 沖森･Klii・ 佐藤信編　 ｌｒｊ二代木簡資料集成』おうふう

ｏ木簡学会編　　　　　　lrljl 本占‘代木簡集成』東京大学出版会

ｏ余文研　　　　　　　　 ｜『奈良文化財研究所紀要2006 』

ｏ 余夊研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出士木簡概報』20

0 余 文研　　　　　　　　17 飛鳥・藤原宮発掘調査川土木簡概報』22

0 奈 文研　　　　　　　　 ｌ『木簡黎明‥飛鳥に集ういにしえの文字たち』（飛鳥資料館【ｘl録53 】

藤原宮跡（20 次）大極殿院地区〔ふじわらきゅう〕【1 193】※　　 橿原 市

111゙代宮殿・竹衙　77. 2 － 77. 7、77. 12　124点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ余夊研　　　　　　　　ｌ『飛鳥・藤原宮発掘調査出JI:木簡概報』３

０奈攵研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査概扣』８

０余夊研　　　　　　　　：『奈良閥立文化財研究所年報1978』
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奈良県

:1976 年

; 1978 年

:1990 年

12010 年

11971 年

:1971 年

; 1973 年

; 1975 年

11976 年

11976 年

卩97 朗 そ

冶10 年

:1972 年

|1972 年

り973 年

! 1975 年

; 1976 年

11978 年

卩980 年

; 2008 年

12011 年

11973 年

:1973 年

）74 年

11975 年

; 1976 年

11978 年

: 】978年

1】99･1年

:2()08 年

り012 年

11975 年

:1976 年

:1976 年

: 1978 年

り990 年

:1991 年

■2003 年

12006 年

12006 年

12008 年

22010 年

に977 年

:1978 年

:1978 年



近　畿

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ木簡学会編

Ｏ沖森卓也・佐藤信編

Ｏ奈文研

０奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

：『飛鳥・藤原宮 発掘調査出土木簡概報』４

１「藤原宮木簡2 」（奈良囚 立文化財研究所史料18 ）

:『 日本古代木簡選』岩波 乃店

i『.h 代木簡資料集成』おうふう

：『奈良文化財研究所紀要2006 』

:『 飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』20

1『 飛鳥・藤原宮発掘調査出tl 木簡概報』22

:『 木 簡黎明一飛鳥に集ういにしえの文字たち』（飛鳥資料館図録53）

藤原宮跡（24 次）東方官衙北地区〔ふじわらきゅう〕【凵94 】　　 橿原市

占代宮殿・官衙　78.9 － 79. 3　1007点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』９

０奈文研　　　　　　　　：『奈良国心:文化財研究所年報1979』

０奈文研　　　　　　　　ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』４

０鬼頭清111　　　　　　:「奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』|）

０奈文研　　　　　　　　ｉ『藤原宮木簡2』（奈良国立文化財研究所史料18）

Ｏ木簡学会編　　　　　　:『11本占代木簡選』岩波書店

０沖森卓也・佐藤信褊　：『 匕代木簡資料集成』おうふう

０木簡学会編　　　　　　:『「1本占代木簡集成丿東京大学出版会

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『奈良文化財研究所紀要2006』

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『飛鳥 ．藤原宮発掘調査出土木簡既報』22

藤原宮跡（27 次）東面北門地区〔ふじわらきゅう〕【凵94 】　　 橿原11j

占代宮殿・官衙　79. 9 － 80. 3　859点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査慨報』10

0 奈文研　　　　　　　　：『奈良国立文化財研究所年報1980』

Ｏ奈文研　　　　　　　　｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡既側』５

０加藤優　　　　　　　　：「奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』2）

Ｏ木簡学会編　　　　　　ｉ『日本占代木簡選』岩波占店

Ｏ沖森卓也・佐藤信編　：『上代木簡資料集成』おうふう

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『岐鳥・藤原宮発槻調査出土木簡概報』22

0 奈文研　　　　　　　　：『藤原宮木箇3』（奈良文化財研究所史料88）

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『奈良文化財研究所紀要2012』

藤原宮跡（29 次）東方官衙北地区（ふじわらきゅう）【I Igjl】　　 橿原ill

古代宮殿・官衙　80.4 － 81.3　1821点　 奈良国立文化財研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　:r飛鳥・藤原寓発掘調食概報』11

o 奈文研　　　　　　　　：『奈良国立文化財研究所年報1981』

ｏ奈文研　　　　　　　　｜『飛鳥・藤原宮発掘調査11凵:木簡概報ｊ６

０加藤優　　　　　　　　：「奈良 一藤原宮跡2（『木簡研究』3）

ｏ木簡学会編　　　　　　ｉｒＨ本占代木簡選』岩波書店

ｏ沖森卓也・佐藤信編　：『上代木簡資料集成亅おうふう

ｏ奈文研　　　　　　　　１『飛鳥・藤原宮発掘調査出十木簡概報』20

0 奈文研　　　　　　　　｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』22

0 奈文研　　　　　　　　１『藤原宮木簡3』（奈良文化財研究所史料88）

ｏ奈文研　　　　　　　　｜r 奈良文化財研究所紀要2012』

藤原宮跡(37  - 6次）南面西門南西地区〔ふじわらきゅう〕【 凵95 訂】

古代都城　83.8 － 83.9　1点　 奈良岡立文化財研究所

ｏ余文研　　　　　　　　冂r飛鳥・藤原宮発掘調杏概報』14

0 奈文研　　　　　　　　ｌ『余良国立文化財研究所年報1984』

０加藤優　　　　　　　　｜「奈良 一藤原宮跡」（『木簡研究』6）

ｏ奈文研　　　　　　　　:r飛鳥・藤原宮発掘調査出十木簡概報』８

０ 沖森卓也・佐藤吋編　｜『上代木簡資料集成』おうふう

藤原宮跡（55 次）内裏・内裏東官衙地区〔ふじわらきゅう〕【 凵95 】

古代宮殿・官衙　87. 5 － 87. 12　35点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『牋鳥・藤原宮発掘調査概報』18

0 加藤優　　　　　　　　:「奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』10）

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｉ『奈良『１立文化財研究所年報1988』
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橿原市

橿原 市

:1979 年

･1981 年

11990 年

:1994 年

j 2006 年

12006 年

12008 年

:2010 年

:1979 年

j 1979 年

:1979 年

i 1979 年

11981 年

り990 年

:199･1 年

12003 年

:2006 年

12008 年

い980 年

! 1980 年

11980 年

冖980 年

11990 年

1199･1 年

:2008 年

12012 年

:2012 年

11981 年

:1981 年

:1981 年

: i98i 年

11990 年

: 1994 年

:2006 年

12008 年

:2012 年

12012 年

11984年

卩984 年

11984年

口987 年

;1994 年

:1988 年

:1988 年

:1989 年



Ｏ奈文研

Ｏ余 夊研

：『飛鳥・藤原宮発掘調査出1 二木簡慨報』９

１『飛鳥・藤原宮発槻調在出土木簡既報』20

藤原宮跡（58 次）内裏・内裏東官衙地区〔ふじわらきゅう〕【 凵95 】

占代宮殿・官衙　87.  12 － 89. 5　339点　 奈良国立文化財研究所

ｏ余夊研　　　　　　　　１『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』19

0 奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡慨報』９

０橋本義川　　　　　　　｜「奈良・藤原宮跡」（『木簡研究丿 囗』

ｏ余文研　　　　　　　　１『奈良岡ヽ7:文化財研究所年報1989』

ｏ余文研　　　　　　　　｜『飛鳥・藤原宮発掘調食概報』20

0 木簡学会編　　　　　　ｌ『日本占代木簡選』岩波書店

ｏ 余攵研　　　　　　　　｜『 奈良国を文化財研究所年齠990 』

ｏ木簡学会編　　　　　　ｌ ｎ１本占代木簡襲成』東京人学出版会

ｏ奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原寓発拙調査出上木簡既報』20

0 余文研　　　　　　　　ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査出七木簡慨報』22

橿原 市

藤原宮跡（58 －1次）西面南門地区〔ふじわらきゅう〕ｎ 】95】　　 橿原 市

占代宮殿・官衙　88.4 ・ 88.5　136点　 奈良国立文化財研究所

ｏ余夊研　　　　　　　　ｌ「飛鳥・藤原宮発掘調食概報」19

0 奈文研　　　　　　　　ｌ「飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報」９

０橋本義則　　　　　　　｜「奈良 一藤原宮跡」（『木簡研究』】|）

ｏ奈文研　　　　　　　　:r奈良国立文化財研究所年轍1989』

ｏ木簡学会編　　　　　　｜『日本占代木簡選』岩波書店

,りII森I;iu! ・ 佐藤信編　：『上代木簡資料集成,|おうふう

･J奈文研　　　　　　　　：『嶢烏・藤原寓発掘調食出ｔ木簡既報』20

藤原宮跡（75 － 13次）東方官衙北・東面北鬥南方地区C ふじわらきゅう〕【 囗96 】

111‘代都城　94.  11 - 94. 12　288 点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ余夊研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮跡発掘調査既報』25

0 橋本義則　　　　　　　：「余良・藤原宮跡」（『木簡研究J 』7）

Ｏ余夊研　　　　　　　　｜『奈良国立文化財研究所年報1995J

O 余文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』12

0 木簡学会編　　　　　　１７日本占代木簡集成』束京人学出版会

Ｏ余夊研　　　　　　　　ｌ『藤原宮木簡3』（奈良文化財研究所史料88）

藤原宮跡（78 次）内裏東官衙・東方官衙北地区〔ふじわらきゅう〕【 】196】

占代宮殿・官衙　95.3 － 95. 7　2点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ余攵研　　　　　　　　ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査既報』26

0 奈夊研　　　　　　　　ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調舶|凵:木簡既報』12

,冖f崎保広　　　　　　ｉ「奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』18）

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良国立文化財研究所年報1996J

O 奈文研　　　　　　　　ｉ『飛,IEい 藤原宮発槻調査出土木簡概報』20

藤原宮跡（82 次）西方官衙南地区【ふじわらきゅう】【I 】97】　　 橿原 市

占代宮殿・竹衙　96. 10 － 97.2　1点　 奈良国立文化財研究所

。余良研　　　　　　　　：『奈良閥立文化財研究所年報1997 － n J

O､lj･=崎保広　　　　　　　：「奈良・藤原宮跡」（「木簡研究J19 」

Ｏ余文研　　　　　　　　｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡既報J13

0 余文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』20

藤原宮跡(118 次）東南官衙地区〔ふじわらきゅう〕【 凵97 】

占代宮殿・官衙　01.10 － 02. 2　3点　 奈良文化財研究所

０余夊研

０余文研

０竹内兇

０奈 夊研

橿 原｢li

橿原市

:r 奈良文化財研究所紀要2003』

:T 飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』17

1「余良・藤原宮跡」（『木簡研究』25）

i『高所ｙ池発掘調介報告一藤川宮および藤原京左京七条二坊の調査』

藤原宮跡(124 次）南面東門南東地区〔ふじわらきゅう〕【口97 】

占代寓殿・官衙　02.10 － 02. 12　15点　 奈良文化財 研究所

Ｏ奈夊研　　　　　　　　：『奈良文化財研究所紀要2003』

-
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橿原 市

橿原 市

奈良県

冂989 年

12006 年

11989 年

:1989 年
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:1990 年

り990 年

11990 年

卩991 年

12003 年

:2006 年

■2008 年

11989 年

J 1989 年

11989 年

:】990年

|1990 年

り99･1 年

12006 年

11995年

:1995 年

11996年

:1996 年

12003年

:2012 年

11996 年

卩996 年

! 1996 年
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;2006 年

:1997 年

:1997 年

:1998 年
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:2003 年

:2003 年

:2003 年

:2006 年

:2003 年



近　畿

Ｏ奈文研

Ｏ竹内亮

Ｏ余文研

；『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』17

凵 奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』25）

:『鳥所寺池発槻調査報告一藤原宮および藤原京左京匕条二坊の調査』

藤原 宮跡(128 次 ） 朝堂 院地 区 〔ふじわらきゅう〕　　 橿原 市

占代宮殿 ・官 衙　03.  4 - 03. 12　7940,･!X　 奈 良 文化財 研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良文化財研究所紀要2004,5

0 奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出十木簡概報』18～22

:

Oi 打大樹　　　　　　　　 ：「奈良 一藤原宮跡」（『木簡研究』27 ）

藤原宮跡(136 次）朝堂院東第六堂〔ふじわらきゅう〕　　 橿原 市

古代宮殿・官衙　04.10 ・ 05. 11　5点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『奈良文化財研究所紀要2006』

０奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木節概報』20

0 市大樹・竹本晃　　　卜 奈良・藤原宮跡凵『木簡研究』28）

藤原宮跡(138 － 2次）内裏及び内裏東官衙地区｛ふじわらきゅう３

古代宮殿・官衙　05.11 －06.1　1 点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『奈良文化財研究所紀要2006』

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査出jl:木簡概報』20

0 市大樹・竹本晃　　　: 「奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』28）

藤原宮跡(142 次）大極殿 一朝堂院地区〔ふじわらきゅう〕　　橿原市

古代宮殿・官衙　06. 4 － 06. 7　1,ａ　 奈良文化財研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良文化財研究所紀要2007J)

o 奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』21

・ 市大樹　　　　　　　　卜 奈良・藤原宮跡l（f木簡研究Jl 29)

藤原宮跡(153 次）朝堂院地区［ふじわらきゅう］　　 橿原市

占代宮殿・官衙　08.･l － 08. H　27点　 奈良文化財研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　:r奈良文化財研究所紀要2009』

ｏ山本崇　　　　　　　　：「奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』31）

藤 原宮 跡(163 次 ） 朝堂 院地 区c ふじわらきゅう2　　 橿原･I.-

古 代 宮 殿・官 衙　10.4 －Ｈ.1　1 点　 奈 良文 化財研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　:r 奈良文化財研究所紀要2011 』

ｏ 山本崇　　　　　　　　 ：「奈良・藤原宮跡」（『木簡研究』33 ）

藤原宮跡(169 次）朝堂院地区〔ふじわらきゅう〕　　橿原市

古代宮殿・官衙　11.4 － 11. 12　3点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良文化財研究所紀要2012』

Ｏ桑田ぷiite.　　　　　　：| 余良・藤原宮跡｝（『木簡研究』34）

藤原京跡左京北四条・五条一坊（橿教委2003 － 9次）［ふじわらきょう１

占代都城　03.9 － 03. 11　1点　 橿原市教育委員会

橿原巾

橿原巾

:2003 年

洳03 年

12006 年

:2004 年

12004 ～‐

‐

･ 2008 年

12005 年

:2006 年

:2006 年

:2006 年

:2006 年

:2006 年

:2006 年

:2007 年

:2007 年

:2007 年

:2009 年

:2009 年

:20H 年

12011年

:2012 年

:2012 年

Ｏ橿原di教委

Ｏ露凵真広・

竹内亮

１『橿原Ili埋蔵文化財発掘調査慨報 平成15年度』（橿原巾埋蔵文化財調食概要2:2004年

:|）

嘔岩欣太・ド 奈良・藤原京跡」（（ 木簡研究j 26 ）

―

－

１

12004年

藤 原 京跡 左 京一 条四 坊 ・二 条 四坊 （出 合 ・膳 夫遺 跡 ）（橿 教 委2003  - 2 次 ）〔ふじわらき.l う〕　 橿原 市

古代 都城　03.4 － 03.7　133 点　 橿 原111教 育 委員 会

Oi衂口貞広・ｙ 岩欣 太・：「奈良・藤原京跡」（『木簡研究』26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 冶）O･1年

竹内亮

‐

‐

‐

藤原京跡左京二条二坊西北坪(109 次）｛ふじわらきょう｝【 凵97 】

古代都城　00.8 － 00. 10　4点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：「奈良文化財研究所紀要2001」

Ｏ奈文研　　　　　　　　：「飛鳥・藤原宮発掘調食出七木簡概報」15

132

橿原市

:2001 年

:2002 年



Ｏ竹内亮

Ｏ余文研

:1 奈良 一藤原京跡左京/1 条 こ坊j （『木簡研究』24)

｜「 飛鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡1」（奈良文化財研究所史料82 ）

藤原京跡左京三条三坊～七条三坊(21  - 2次）〔ふじわらきょうJ【1 198】※

占代都城　77.2 － 78. 1　1点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ　余 攵 研

Ｏ　余 文 研

Ｏ余 文 研

橿原市

:r 飛鳥・藤原宮発掘調査概報ｊ８

：『奈良国立文化財研究所年報1978』

:r 飛鳥藤原京木節2－藤原京木簡|』（奈良文化財研究所史料82）

藤原京跡左京六条三坊東北坪（47 次・50 次西）〔ふじわらきょうＪ【 凵98 】

111゙代都城　85.  1卜86.  12　28 点　 奈良国立文化財研究所

０奈文研

０余夊研

(,余 文研

０力||藤 倒

０木簡学会編

０沖森･:C皀 ・佐藤信編

０余夊研

橿原巾

：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報j 17

:『 余良国立文化財研究所年報1986 』

｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』８

：「奈良・藤原京跡」（『木簡研究』9 〕

｜T11 本占 代木簡選』岩波＆店

l「ll 代 木簡資料集成亅 お うふう

ir 飛鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡」』（奈良文化財研究所史料82 ）

藤原 京跡 左京 六条 三坊 西北 坪(54  - 1 次 ）〔ふじわらきょう〕【 凵98 】　　 橿 原 巾

占代 都城　87.4　1 点　 奈良国 立 文化財 研 究所

ｏ余 夂研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮跡発伽調査出上木簡概報』８

。奈文研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥・藤原宮跡発掘調食既伽』】8

0 力||藤 優　　　　　　　　ir 奈良・藤原京跡」（『木簡研究』10 ）

ｏ余文研　　　　　　　　 ｉ『余良国 立文化財研究所年報1988 』

ｏ木簡学会編　　　　　　｜「11 本占代木簡進」排波書店

ｏ奈 攵研　　　　　　　　 ：「 飛鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡1亅（奈良文化財研究所史料82）

藤 原京跡 左 京七 榮一 坊西南 坪(115 次 ）〔ふじわらきょう〕【 凵98 】　　 橿 原巾

占 代 都城　01.4 － 01. 10　12852 点　 奈 良文 化財研 究所

Ｏ余夊研　　　　　　　　 リ ’奈良文化財研究所紀要2002j

O 余 夊研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥・藤原宮発掘凋杏出1: 木簡概報』16

0 余 夊研　　　　　　　　 ｜『飛鳥・藤原宮発掘調査川1: 木簡概報J17

0 i|i k.樹　　　　　　　　: 「余良・藤原京跡左 京 匕条一坊」（『 木簡研究J 25 』

Ｏ 余夊研　　　　　　　　 ｜『飛鳥藤原京木簡2　藤原京木簡已（奈良文化財研究所史料82 ）

Ｏ余 夊研　　　　　　　　 ：『木簡黎明一飛鳥に集ういにしえの文字たち』（飛鳥資料峭図録53 ）

藤原京跡左京七榮一坊東南坪【ふじわらきょう】【｜198】　　 橿原市

占代都城　94.9 － 95. 1　24点　 橿原市教育委員会

０橿原ilj教委　　　　　　：（図録 橿原rl沁）文化財』

０橿原,|冂’･塚資料館　　:r かしはらの歴史をさぐる3 ｙ成6年度埋蔵文化財発掘調査成果展』

０露凵頁広・橋木義則　ｉ「奈良・藤原京跡左京匕榮 一坊東南坪」（『木簡研究』17）

０余文研　　　　　　　　ｉ【飛鳥藤原京木簡2‥湎原亰木簡】』（奈良文化財研究所史料82）

藤原京跡左京七条二坊西北坪(113 次）｛ふじわらきょう｝【1 198】　　 橿原 巾

中|lt集落　01.1 － 01.･1　1点　 奈良閥立文化財研究所

Ｏ余夊研　　　　　　　　：『余良文化財研究所紀要2001』

･､余夊研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概轍』15

0 111人樹　　　　　　　　｜「奈良・藤原京跡左京六条l 坊・ 匕条こ坊」（『木簡研究』2･1）

Ｏ糸夊:研　　　　　　　ｉ『商所､y池発掘調食報告一藤原宮および藤原京左京Ｌ条l 坊の調査』

Ｏ余攵研　　　　　　　　ｊ ’飛鳥藤原京木節2－藤原京木簡|』（奈良文化財研究所史料82）

藤 原京跡 左京 十一 条三 坊 西北 ・西南 坪 （71 － 13次 ）　 雷丘 北方 遺跡 （4 次 ）

:ふ じわらきょう／いかずちのおかほっぽう］【I  199 】

占 代 都城　9･ ¶｡レ94.･1　10 点　 奈良 国 立文 化財研 究所

。余夊研　　　　　　　　 １『奈良|･li防 文化財研究所年報1994 』

･,余 夊研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮跡発掘調査概報.j 25

。僑本義111j　　　　　　　ir 奈良・藤原京跡左 京･1･ 一条 三坊』（（ 木簡研究J 17 ）

。余夊研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘洲介出上木簡概報J･ 12

（, 余 夊研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥藤原京木簡2 －藤原京木簡り （余良文化財研究所史料82 ）
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奈良県

:2002 年

>2009年

:1978 年

:1978*1-

:2009 年

I 1987 年

:1987 年

11987 年

:1987 年

り990 年

1199 が|Ξ

:2009 年

11987年

:1988 年

;1988 年

い989 年

り990 年

:2009 乍

12002 年

:2002 年

:2003 年

12003 年

:2009 年

:2010 年

:1995 年

卩995 年

11995年

:2009 年

12001 年

:2002 年

:2002 年

12006 年

12009 年

高巾郡|ﾘ]日香村

:1994 年

11995 年

11995 年

:1996 年

12009年



近　畿

藤 原京 跡 左京十 一条 三坊 西南 ・東 南 坪（75 － 16次 ）　 雷 丘 北方遺 跡 （5 次 ）

［ふじわらきょう／いかずちのおかほっぽう］11 199 】

古 代 都城　95.  1 - 95. 4　3 点　 奈良 岡 立文化 財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』26

0 奈 文研　　　　　　　　 ：「奈良国立文化財研 究所年報1995 」

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡戦報』12

0 寺崎 保広　　　　　　　：「奈良・藤原京跡」（『木簡研究』18）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜「飛鳥藤原京木簡2- 藤 原京木簡1」（奈良文化財研究所史料82）

藤原京跡左京十一条三坊西南坪(66-1 次）［ふじわらきょう］【1 199】

占代都城　91.4 － 91.8　4点　 奈良国立文化財研究所

橿原 市

! 1996 年

:1996 年

:1996 年

i 1996 年

り009 年

橿原市・高市郡明日香村

Ｏ奈文研

Ｏ橋本義則

Ｏ奈文研

０奈文研

Ｏ奈文研

：『 飛鳥・藤原宮発掘調在概報』22

:「 奈良・藤原京跡」（『木簡研究』14 ）

i『 奈良【jil立文 化財研究所年報1992 】

:『 飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』11

1『飛 鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡1』（奈良文化財研究所史料82 ）

藤原京跡左京十一条三坊西南坪（66 － 13次）〔ふじわらきょう〕【I  199]

古代都城　91.  12 - 92. 4　15点　 奈良国立文化財研究所

０奈文研

０橘本義則

０奈文研

Ｏ奈文研

:1992 年

:1992 年

:1993 年

:1993 年

12009年

橿原市・高r↑i郡明日香村

：『飛鳥・藤原宮発掘調査慨報』22

1「奈良・藤原京跡」『r 木簡研究』14）

｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』11

:r 飛鳥 藤原京木簡2一一一藤原京木簡1 』（奈良文化財研究所史料82 ）

藤原京跡右京一条‐ 坊西南坪（65 次）〔ふじわらきょう〕【1 199】　　 橿原市

古代都城　91.2 － 91.3　1点　 奈良国立文化財研究所

０奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』22

0 奈文研　　　　　　　　：『奈良国立文化財研究所年報1991J

o 橘本義m　　　　　　　Ir 奈良・藤原京跡』（『木簡研究』14）

ｏ奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調食出土木簡概報J 11

o 奈文研　　　　　　　　｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出士木簡概報』21

0 奈文研　　　　　　　　:r飛鳥藤原京木簡2－藤原京木簡I』（奈良文化財研究所史料82）

藤原京跡右京二条二坊西北・西南坪(66-5 次）（ふじわらきょう} [ I 199】

古代都城　91.6 － 91, 7　1点　 奈良国立文化財研究所

０奈文研

０橋本義則

Ｏ余文研

Ｏ奈文研

橿原市

：『飛鳥・藤原宮発掘調査慨報』22

:「奈良・藤原京跡」『r木簡研究』14）

｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報J11

:『飛鳥藤原京木簡2－藤原京木簡1j（奈良文化財研究所史料82）

藤原 京 跡右京 七榮 一坊 東 北 一東 南 坪 （17 次 ）（ふじわらきょう2【1 200 】※　　 橿 原 酊

古 代 都城　75.  10 - 75. 11　10 点　 奈良 国 立文化財 研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出lこ木簡戦報』２

０奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査戦報』６

０奈文研　　　　　　　　 ｜『奈良岡 祐ヽ文化財研究所年報1976J

O 奈文研　　　　　　　　 ：『藤原宮木簡l』（奈良国立文化財研究所史料12 ）

Ｏ木簡学会編　　　　　　｜『日本占代木簡送』岩波耆店

Ｏ沖森卓也・佐藤信編　 ：『上代木簡資料集成』おうふう

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『木簡黎明一一飛鳥に集ういにしえの文字たち』（飛鳥資料館図録53）

藤 原京 跡右 京七 榮一 坊 西北 坪（62 次 ）〔ふじわらきょう〕【1 200 】　　 橿原 市

古代 都城　89.  7 － 89. 10　24点　 奈 良【刈な文化財研 究 所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥・藤原官発掘調査概報』20

0 橋 本義則　　　　　　　ｉ「奈良 一藤原京跡」（「木簡研究J12 」

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『奈良国な文化財研究所年報1990 』

ｏ奈文研　　　　　　　　:r 飛鳥・藤原宮発掘調食出|: 木簡慨報』10

0 奈 文研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥藤原京木簡2･ 藤 原京木簡l』（奈良文化財研究所史料82 ）

藤原京跡右京七条 ―坊西北坪（63 － 12次）（ふじわらきょう）【1 200】

古代都城　90.  12 － 91, 2　725点　 奈良岡立文化財研究所
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橿原 巾

:1992 年

:1992 年

:1993 年

12009 年

11992年

:1992 年

11992年

:1993 年

12007年

12009年

:1992 年

:1992 年

:1993 年

:2009 年

し975 年

り976 年

:1976 年

: 1978 年

り990 年

: 1994 年

:2010 年

11990 年

:1990 年

; 1991 年

口991 乍

12009 年



Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ竹本箟

Ｏ奈文研

：『飛鳥・藤原宮発掘調査既報』22

1『奈良国立文化財研究所年報1991』

:『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡既報』21

1「奈良・藤原京跡」（『木簡研究』29）

卩 飛鳥藤原京木簡2- 藤原京木簡1』（奈良文化財研究所史料82）

藤 原京 跡右 京七 榮一 坊西 北坪 （66 － 12次 ）（ふじわらきょう）【1 200 】　　 橿 原 市

古代都城　92. 卜92.2　43 点　 奈 良国 立文 化財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「藤原寓跡の便所遺構一右京七条一坊西北坪」

Ｏ橋本義則　　　　　　　：「奈良・藤原京跡」（『木簡研究Ｊ Ｍ』

０奈文研　　　　　　　　 ｜『飛鳥・藤原宮発掘調査既報』23

0 奈 文研　　　　　　　　 ：「奈良岡 立文化財研究所年報1992 」

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出ｔ 木簡概報』11

0 木 簡学会編　　　　　　ｌ『日本占代木簡集成』東京人学出版会

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「飛鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡I」（奈良文化財研究所史料82 ）

藤原 京跡 右京 七榮 一坊 西南 坪 （75 － 15次 ）〔ふじわらきょう〕【1 201 】　　 橿原 市

占代 都城　94.  12 － 95.2　1 点　 奈良 閥 立文化財 研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　:r 飛鳥・藤原宮発掘調査概報』26

0 奈 文研　　　　　　　　 ：『奈良国 霆文化財研究所年報1995 』

ｏ奈攵研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』12

0 寺崎 保広　　　　　　　：「奈良・藤原京跡」（『木簡研究』18 ）

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『飛鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡1』（奈良文化財研究所史料82）

藤 原京 跡右 京七 条二 坊 （54 － 21次 ）〔ふじわらきょう〕　　 橿原 市

古代集 落　88 』-  88.2　1 点　 奈良国 立 文化財 研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』19

0 奈 文研　　　　　　　　 ：『奈良文化財研究所紀要2011 』

ｏ 木村理恵・山本崇　　 ｉ「奈良・藤原京跡」（『木簡研究』34）

藤 原京跡 右 京七 条四 坊西 南坪 （58 －5次 ）〔ふじわらきょう〕【1201 】　　 橿 原111

占 代 都城　88.6 － 88. 7　4点　 奈良国 立文 化財 研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』】9

0 奈文研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥・藤原宮発掘調査出ｔ 木簡概報』９

０槁本義111J　　　　　　ir 奈 良 一藤原京跡 」（『木簡研究』】|）

ｏ奈文研　　　　　　　　:r 奈 良国 立文化財研究所年報1989 』

ｏ 奈文研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥藤原京木簡2-一藤原京木簡l 』（奈良文化財研究所史料82 ）

藤 原京跡 右京 十一 条三 坊｛ふじわらきょう｝　　 橿原 市

占代 都城　08.11 － 09.3　5 点　 奈良 県 立橿原 考古 学研 究所

Ｏ槭考研　　　　　　　　 ：『奈良県遺跡調査既報2008 年 （第3 分 刪 Ｊ

Ｏ廣岡 孝信・鶴兄泰寿　 ：「奈良・藤原京跡右京十一条三坊」（『木簡研究』33 ）

藤原 京跡 右京 十一 条四 坊 （5 次 ）〔ふじわらき.t う〕　　 橿 原 市

占代 都城　95.  4 － 95. 6　1 点　 橿原111教 育 委員 会

（,橿原手塚資料館　　　 ：『かしはらの歴 史をさぐる ４Ｊ

ｏ甲岩欣太・米111　－ ・ ,lfi r奈良 ・藤原京跡右京･「･ 一条四坊」（『木簡研究』27 ）

人樹　　　　　　　　　　 ：

藤原 京跡 右京 十一 条四坊 （8 次 ）［ふじわらきょう］　　 橿 原 市

占代 都城　04.  2 － 04.･1　1点　 橿原 市教 育 委員会

Ｏｆ 岩欣太・粕|ト ・・Ili: |奈良・藤原京跡右京十一条四坊」（『木簡研究』27 ）

大樹　　　　　　　　　　　ｉ

四 条遺 跡 （30 次 ）［しじょう］　　 橿 原 巾

占 代 都城　04.L 04.  7　2,皀　 奈良 県 な橿 原 考占学 研 究所

Ｏ橿ぞ研　　　　　　　　 ：『余良県遮跡調査概報2004 年 度（第2 分 冊）』

Ｏ松抃･ 兒・鶴見泰寿　 ：「余良・四条遺跡」（「 木簡研究」 27）
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近　畿

和田 廃寺 （1 次 ）〔わだはいじ〕【I  201】※　　 概原 市

古 代寺院　74.7 － 74. 10　2点　 奈 良国 立文 化財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査既報』５

０余文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1975 』

・ 奈文研　　　　　　　　 １『飛鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡l 』（余良文化財研究所史料82 ）

和 田廃寺 （3 次 ）〔わだはいじ〕【I  201 】　　 橿原 市

占代寺 院　86.10 － 86. H　2 点　 奈 良国 立文 化財研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報J17

0 奈文研　　　　　　　　 ：『嶢鳥・藤原宮発掘調査出1: 木簡慨報』８

０加藤優　　　　　　　　 ｜r 奈良・和Ⅲ廃寺j （『木簡研究』9）

ｏ余文研　　　　　　　　 ：『飛鳥藤原京木簡2 －藤原京木簡1』（奈良文化財研究所史料82 ）

今井町環濠［し

近 世集落

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ山本祟

まいちょうかんご う］【1 201 】　　 橿原1打

75. 3　2 点　 奈 良国 立 文化財 研 究所

：『奈良国立文化財研究所年報1975 』

｜『飛鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡1』（奈良文化財研究所史料82 ）

i「余良・今井町環濠」『r木簡研究』35）

本薬 師寺 西南 隅 〔もとやくしじ〕【[  201】　　 橿原 市

古代寺院　76.  I - 76.  2　3 点　 奈 良|到立 文化財 研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「飛鳥・藤原宮発掘調査概轍」６

０奈文研　　　　　　　　 ｉ『奈良国立文化財研究所年伽1976 』

ｏ 奈文研　　　　　　　　 ｉ「飛鳥・藤原宮発掘調査出1 二木簡既報」21

0 巾人樹　　　　　　　　lr 奈良・本薬師寺跡」『r木簡研究』29 ）

０奈文研　　　　　　　　i lr 飛鳥 藤原京木簡2－ 藤原京木簡l 』（奈良文化財研究所 史料82 ）

新 堂遺 跡 （角田 地区)  (12 次 ）［しんどう］　　 橿 原 市

中 匯集 落　06.  7 － 06. H　6 点　 橿 原 市教 育委員 会

Ｏ平岩欣太　　　　　　　: 「奈良・新堂遺跡（角田地区）」（『木節研究J 29 』

:1975 年

; 1976 年

12009 年

! 1987 年

:1987 年

:1987 年

:2009 年

! 1976*F-

μ009 年

12013 年

11976 年

:1976* £

12007 年

:2007 年

12009 年

2007 年

一 町西 遺跡 ｛かずちょうにし｝　　 橿原 市

占代竹 衙 ・寺院　07.  10 － 08.4　1 点　 奈良 県 立橿原 考占 学研 究所

Ｏ菊井佳弥　　　　　　　:　「奈良・一一町内遊跡」（「 木簡研究」31 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2009 年

Ｏ橿 芍･研　　　　　　　 ：『･･ 町 西遊跡 １－ 京奈和自動車道「御所区問」建設に伴う,凋査報告（2 ）』（奈:2012 年

Ｏ菊井佳弥　　　　　　　:　「奈良・一一町内遊跡」（「 木簡研究」31 ）

Ｏ橿 芍･研　　　　　　　 ：『･･ 町 西遊跡 １－ 京奈和自動車道 「御

:良 県立橿原 考占学研究所調査報告川O」

山田寺 跡 （1 次 ）〔やまだでら〕[ 1 201】　　 桜井 市

古代 寺院　76. 卜76.  10　2 点　 奈良 国 立文化 財研 究所

Ｉ

Ｉ

Ｉ

０奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ余文研

０奈文研

０竹内亮

０奈 攵研

ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査慨報』7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1977 年

：『奈良国立文化財研究所年報1977 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1977 年

：『山ｍ寺発掘調査報告（本文編）（図版褊）』（奈良文化財研究所学報63 ）　　　･ 2002年

：『奈良 文化財研究所紀要2004J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12004 年

ir 奈良 一山F11寺跡 （第1£・　-･二・　・ごlj･）・釈文の訂正と迫力|】」（（ 木簡研究J 12004 年

:26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

:『飛鳥藤原京木簡1－ 飛鳥池・山III寺 木簡』（奈良 文化財研究所史料79）　　　12007 年

山田寺跡（2次）〔やまだでら〕【1 202】　　桜井市
古代寺院　78.卜78.7　2 点　奈良閥立文化財研究所

０奈 文研

Ｏ余文研

Ｏ余文研

Ｏ余文研

０竹内亮

０余文研

ｌ『 岷鳥 ・ 藤 原 宮 発 掘 調 食 概 報 』9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1979 年

：『 奈 良 倒 立 文 化 財 研 究 所 年 報1979 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1979 午

irllllll 寺 発 掘 調 査 報 告 （本 文 編 ）（ 図 版 編 ）』（ 奈 良 文 化 財 研 究 所 学 報63 ）　　　12002 年

ｌ『 奈 良 文化 財 研 究 所 紀 要2004 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:200･1 年

ｉ 「 奈 良 り|| Ⅲ 寺 跡 「 第 Ｋ ・ 一一一..l ・　-‥: s」･）・ 釈 文 の 訂11ﾐと 追 加 」（『 木 簡 研 究J1200･1 年

:26 ）

:『 飛鳥藤原京木簡1－ 飛鳥池・山川か木簡』（奈良 文化財研究所史料79 ）

山田寺跡（4次）〔やまだでら〕【I  202]　　 桜井市

古代寺院　82.8 － 83. 1　3点　 奈良閥 立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・膝原宮発掘調介慨報』13
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Ｏ余文研

Ｏ余文研

Ｏ加藤優

Ｏ奈 攵研

０余文研

Ｏ竹内亮

０奈攵研

奈良県

：『奈良岡 立文化財研究所年報1983 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1983 年

｜「飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報」7　　　　　　　　　　　　　　　　　　11983 年

：［奈良・山II］寺畴」（『木簡研究』5 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1983 年

｜『山田寺発掘調査報告（本文編）（図版編）亅（奈良文化財研究所学報63 ）　　12002 年

：『奈良文化財研究所紀要2004J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!  2004年

：「奈良・山田 か跡（第五・一二・一三号）・釈文の訂XE と追加」（「木簡研究」:2004 年

:26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

:『 飛鳥藤原京木簡1－ 飛鳥池 一山111寺木 簡』（奈良文化財研究所史料79）　　　:2007 年

山田寺跡（7次）〔やまだでら〕【1 202】　　 桜＃r打

占代 か院　89. 10 － 90. 2　48点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研

０橋本義則

０余夂研

０余夊研

(,余 夊研

０余攵研

０竹内亮

０余文研

:r 飛鳥・藤原宮発掘調査既報』20

1「 奈良・山ｍ寺跡」（『木簡研究』12 ）

｜『奈良岡立文化財研究所年 報1990 』

1『飛鳥・藤原宮発掘調査出ｔ木簡概報』10

1『山IIIか発掘調査報告（本文編）（図版編）』（奈良文化財研究所学報63）

:『奈良文化財研究所紀要2004 』

：「 奈 良 ・ 山 田 孥 跡 （ 第 ’1£・

:26 ）

:1990 年

11990年

11991 年

:1991 年

り002 年

:2004 年

旧 ・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』:2004年
：

：『飛鳥藤原京木簡1－ 飛鳥池・山川寺木簡』（奈良文化財研究所史料79 ） :2007 年

山 田寺跡 （8 次 ）【やまだでら】【I  202】　　 桜＃ili

占 代 か院　90.8 － 90. 12　8点　 奈良 国 立文化 財研 究 所

Ｏ余文研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1991 年

Ｏ余夊研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥・藤原宮発掘調査出 土木簡概報J10　　　　　　　　　　　　　　　　　 卩991 年

Ｏ橋本義則　　　　　　　 い 奈良 一山田々跡』（『木簡研究』13 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11991 年

Ｏ奈夊研　　　　　　　　 ：『奈良岡 立文化財研究所年報1991 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卜992 年

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｊ ’|||Ⅲ寺 発掘調査報告（本文編）（図版編）』（奈良文化財研究所学報63）　　　j 2002年

Ｏ木簡学会編　　　　　　：『日本占代木簡集成』東京大学出版会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2003 年

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『余良文化財研究所紀要2004 』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2004 年

Ｏ竹内亮　　　　　　　 ：「奈良・|」川|寺跡（第五・一 い 一三り･）・釈文の訂正と追加」（『木簡研究』:200･1年

:26 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

。奈夂研　　　　　　　　 旨 飛鳥藤原京木簡トー飛鳥池 一山川寺木簡』（奈良文化財研究所史料79）　　　･2007 年

上 之 宮遺 跡 （5 次 ）Ｃうえのみや〕【1  202]　　 桜井 巾

占代 居館跡　90.2 － 90.4　1 点　 桜 井 市文化 財 協会

Ｕ桜＃111教 委　　　　　 ：『奈良県桜＃ili 阿 部 丘陵遺跡群一桜井南部特定 上地「j（ 画整理乍業にかかわる:1989 年

:1111蔵文化財発掘調査報告轟ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ

Ｏ桜＃111文化 財協会　　 ｉ『Ｅ之宮遺跡 第5 次・第1次トレンチ発掘調査概報J　　　　　　　　　　　　11990 年

Ｏ清水眞一･　　　　　　　ｌ「奈良・.L 之宮遺跡」（『木簡研究』12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

吉 備池 廃寺 （3 次 ）（飛 鳥藤 原95 次 ）｛きびいけはいじ｝【1 202 】　　 桜井 市

占代 寺院　99. 卜99.4　1 点　 奈良 岡 立文化 財研 究所 ・桜 井 市教育 委員 会

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国 な文化財研究所年 報1999 － n』

oj μ剞 呆広　　　　　　　：「奈良・占備池廃寺」（『木簡研究』21 ）

ｏ余文研　　　　　　　　 ｉ『占備池廃か発掘調介報告一白’済人 なの調査』（奈良文化財研究所学報68 ）

ｏ余文研　　　　　　　　 ：「飛鳥藤原京木簡2-･ 藤原 京木簡1」（奈良文化財研究所史料82）

:1999 年

μ999 年

12003年

:2009 年

安 倍寺 跡 （20 次 ）［あべでら］　　 桜 井 市

占代 別院　06.8 － 06.9　約560 点　 桜井 市教 育委員 会

Ｏ木場住「･　　　　　　　: | 奈良・安倍寺跡」（『木簡研究』30）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2008 年

Ｏ桜＃II,･教 委　　　　　　：『平成18 年 度岡庫補助による発掘調査報告書』（桜井巾立埋厳文化財センター:2008 年

:調査報告,ly30）

吉備遺跡（15次）【きび】　　桜井市

占代都城　07.11 －07.12　1点 （財）桜＃111文化財協会

ｏ木場佳r･　　　　　　　:「奈良・占備遺跡」（『木簡研究』33）

下田東遺跡（五位堂区画第5次）［しもだひがし］　　 香芝市

占代官衙　05.6 － 05.9　1点　 香芝山教育委員会

-
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近　畿

Ｏ山下隆次

Ｏ香芝市教委

：「余良・ド川東遺跡」（『木簡研究』28） :2006 年

ｉｒＦ田東遺跡（本文編囗 図面図版編1凵 図面図版編2・表綿囗 写真図版編)J ;2011年

：（香芝市文化財調査報告書12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

古殿遺跡〔ふるどの〕※　　 葛城 市（旧、北葛城郡當麻町）

古代集落　95.8 、95.9 － 95. 10　1点　 當麻町教育委員会

Ｏ葛城市歴史博物館　　ｌ『葛城市歴史博物館資料日録第3集一竹内遺跡、古殿遺跡の奈良・平安時代資12009年

渺 』

古 市 場古宮 谷遺 跡 （03 年 度試 掘調 査）〔ふるいちばふるみやだに〕　　 宇 陀 市

近 匪集 落　03.4 － 03.6　2 点　 奈 良県 立橿 原 考占学研 究 所 ・

Ｏ橿 考研 一菟FII野町 教委：『 古肖 谷遺跡群-･ 菟μ|野 統合小学校建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』

Ｏ山田隆文　　　　　　　: 「 奈良・占市場古宮谷遺跡」（『木簡研究』32）

上宮遺跡（15次）〔かみや〕　　 生駒郡斑鳩町

近世集落　01.3　1 点　 斑鳩町教育委員会

ｏ奈良県内di町村埋文技:『平成13乍度 奈良県内市町村埋蔵文化財発掘調査報告会資料』

術担当者連絡1翕誰会　　：

ｏ平ｍ政４　　　　　　　１「奈良・h 宮遺跡」（『木簡研究』29）

下永東方遺跡（3次）〔しもながひがしほう〕　　 磯城郡川西町

古代集落04.  7 - 04. 12　1点　 奈良県立橿原考古学研究所

ｏ橿考研　　　　　　　　：「奈良県遺跡調査概報2004 年（第1分冊）』

下永 東方 遺跡 （3 次 ）〔しもながひがしほ う〕　　 磯城 郡川 西町

古代 集落04.  7 - 04. 12　1 点　 奈良 県 立橿 原 考古 学研 究

ｏ橿考研　　　　　　　　 ：「奈良県遺跡調査概報2004 年（ 第1分 冊）

ｏ川 上洋 －・岡ｍ憲･ ・：【奈良・Ｆ永東方遺跡】（『木簡研究』27 ）

鶴見泰寿
Ｉ

－

卜

下永 東方 遺跡 （4 次 ）: し もながひがしほう〕　　 磯城 郡川 西町

古代集 落　0･1.7 － 04. 11　2点　 奈 良県 立橿原 考 古学研 究所

Ｏ柵考研　　　　　　　　 ｌ『奈良1!,!遺 跡 調査概報200･ ¶年（第1分 冊）Ｊ

Ｏ川 上洋 ・・岡田憲 ・ぺ 「奈良・ド永束方造跡」（『木簡研究』27 ）

鶴見泰寿
１

１

１

‐

－

１

12005年

12010年

:2002 年

:2007 年

:2005 年

:2005 年
：

:2005 年

:2005 年

三 河遺 跡（1 次 ）〔みかわ〕　　 磯城 郡 三宅町

近 世集 落　95.10　96.2　1 点　 奈 良県 立橿原 考 占学研 究所

ｏ橿 考研　　　　　　　　 ：『 三河遺跡一京奈和白動車道「大和区間」建設に伴う調査報告xI』（奈良県立:2008 年

:橿原考古学研究所調査報告103)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

ｏ坂蛸　　　　　　　　　 リ 奈良・三河遺跡」（r 木簡研究）34 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2012 年

薩摩遺跡（8次）〔さっま〕　　 高市郡高取町

古代溜池　08.5 － 09. 1　1点　 奈良県立橿原考占学研究所

Ｏ橿考研　　　　　　　　：『奈良県遺跡調査概報2009 年度（第3分附り

Ｏ北山峰生り口田萃・鶴:「奈良・薩摩遺跡」（『木簡研究』32）

見泰寿　　　　　　　　　：

飛 鳥寺 塔跡 （3 次 ）〔あすかでらとう〕※　　 高 市郡明 口香 村

中|吮寺院　57.  7 － 57.8　1 点　 奈良国 立文化 財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥 ￥発掘調査報告』（奈良国 立文化財研究所学報5）

砲010年

12010年

:1958 年

飛 鳥京 跡(111 次 ）〔あすかきょう〕【1 204 】　　 高巾 郡明 日 香村

古代宮 殿 ・官 衙　86.8 － 86. 9　3 点　 奈 良県 立橿原 考 古学研 究所

Ｏ橿考研　　　　　　　 ぽ 余良県遺跡調査概報1987 年 度（第1分 冊）』　　　　　　　　　　　　　　:1990 年

Ｏ鶴兄泰寿　　　　　　　；「奈良・飛鳥京跡」（『木簡研究』28 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2006 年

飛 鳥 京跡(152 次 ）〔あすかきょう〕　　 高 市郡明| ］香村

古代宮 殿 ・官 衙　04-  2 － 04. 3　425点　 奈良 県 立橿 原 考古 学研 究所

Ｏ柵考研　　　　　　　　 ｌ『奈良県遺跡凋査既報2004 年 （別刷）』　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2005 年

Ｏ十文字健・鶴見泰寿　 １「余良 一飛鳥京跡」（『木簡研究』27 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2005 年

Ｏ橿考研　　　　　　　　 １『飛鳥京跡Ⅳ一一･外 郭北部域の調杏』（奈良県立橿原考占学研究所調食報告108）12011 年
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奈良県

飛鳥 京跡 苑池 （2 次 ）（飛鳥 京跡143 次 ）C あ すかきょうえんち〕11 20･1】　　 高111郡 明 日香村

占代 庭園　00.11 -  01.4　72 点　 奈良県 立橿 原 考古学 研 究所

（,橿 考研　　　　　　　　 ：『飛鳥亰跡苑池遺構調査概報』学生杜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2002 年

ｏ橿七研　　　　　　　　 ：『奈良県遺跡調査既報2001 年度 （第3分 冊）』　　　　　　　　　　　　　　　　:2002 年

ｏ卜部行弘・鶴見泰寿　ir 奈良・飛鳥京跡苑池遺構」（『木簡研究』25）　　　　　　　　　　　　　　　12003 年

ｏ橿考研　　　　　　　　 ：『史跡・名勝飛鳥京跡苑池（1）一飛鳥 京跡ｖ』（奈良県な橿原考占学研究所調:2012 年

:査 報告IH ）

飛鳥京跡苑池
占代庭園

Ｏ 橿考研
Ｏ桶考研

（3 次 ）（飛 鳥京 跡145 次 ）〔あすかきょうえんち〕【1 20･l】

01.5 － 01.8　10 点　 奈 良県 立橿 原 考占学研 究 所

：「飛鳥京跡苑池遺構調査概報」学生杜

ｌ『奈良県遺跡調査厩報2001 年度 （第3 分I冊）』

Ｏ卜部行弘 一鶴見泰寿

Ｏ柵考研

；「奈良・飛鳥京畊苑池遺構」（『木簡研究』25 ）

高巾郡明口香村

―

―

‐

:2002 年

12002 年

り003 年

：『史跡・名勝飛鳥京跡苑池（1）一飛鳥京跡Ｖ』【奈良県立橿原考古学研究所調:2012年

碵 報告|】】）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ

飛 鳥 京跡 苑池 （4 次 ）（飛鳥 京跡147 次 ）［あすかきょうえんち］1 1 20･1】　　 高 市郡明 日 香村

占代 庭園　01. Ｈ － 02. 2　90点　 奈良県 立橿 原考 古学 研究 所

Ｏ橿芍･研　　　　　　　　 ：『琥鳥京跡苑池遺構訓査概報』学生社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:2002 年

Ｏ柵 号研　　　　　　　　 ｉ「 奈良県遺跡調査概報2001 年 度（第3分 冊）」　　　　　　　　　　　　　　　　[2002 年

Ol ヽ部行弘・鶴見泰寿　 ｉ「奈良・飛鳥京跡苑池遺偈」（『木簡研究』25 ）　　　　　　　　　　　　　　　 砥）03年

Ｏ概芍･研　　　　　　　　 ：『史跡・名勝飛鳥 京跡苑池０』‥ 飛鳥京跡Ｖ』（奈良県 心l橿 原考占学研 究所調:2012 年

飛鳥京跡苑池
占代庭闘

Ｏ橿七研

Ｏ火影悠

(6 次)

囗.8

:査 腴告HI ）

（ 飛 鳥京 跡170 次 ）｛あすかきょうえんち｝

11. 12　1 点　 奈 良県 立橿原 考 占学研 究所

ｌ『奈良県遺跡,洲在概報20H 年（ 第2分 冊）』

:f 奈良 ・飛鳥京跡苑池」くr木簡研究』34 ）

高市郡明日香村

大官 大寺 跡 （3 次 ）1 だいかんだいじ］【1 205 】　　 高市 郡明 日香 村

占代 寺院　76.･1 － 77. 1　9点　 奈 良国 立文化 財研 究所

Ｕ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』７

（,余 文研　　　　　　　　 ：『奈良閥 立文化財研究所年報1977 』

Ｏ余 夊研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調杏出1: 木簡慨報』３

０木簡学会編　　　　　　：「|=|本 占代木簡選」岩波,’｝店

Ｏ余文研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡1』（奈良文化財研究所史料82 ）

Ｏ山本祟　　　　　　　　 ：「奈良・大官大寺跡」（『木簡研究』31）

小山廃寺東南部（旧、紀寺跡(1987 － 1次））に やまはいじ〕[ I 205】

占代 々院　87.8 ・ 87.9　M 点　 奈良閥立文化財研究所

(,余 攵研

０加藤優

０余文研

Ｏ余攵研

高巾郡明日香村

：『飛鳥・藤原宮発掘調在慨報j 18

:「余 良・紀 か跡」（『木簡研究』10 ）

｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出Ｌ木節概報』22

:『 飛 鳥藤原京木簡2－ 藤原京木簡I』（奈良文化財研究所史料82 ）

飛鳥寺南方遺跡（84 年度調査）（旧、飛鳥寺南方の調査）〔あすかでらなんぽう3

占代官衙　84.7　1 点　 奈良国 立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　１『飛鳥・藤原宮発掘調査既報』15

0 奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出1:木簡既報J18

・･li大樹　　　　　　　　ド 奈良り|咳I￥･有方遺跡』（『木簡研究』26）

飛鳥寺南方遺跡（1次）〔あすかでらなんぽう〕【1 206】

占代官衙　92.  12　も弘　奈良岡立文化財研究所

０余文研

Ｏ余 夊研

Ｏ余文研

０奈文研・奈良県教委

０余夊研

OI打人樹

高市郡明日香村

ｌ『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』23

1『 峽鳥・藤原宮発掘調食出1: 木簡概報i 11

Ir 奈良国 立文化財研究所年 報1993 』

:r 飛鳥 寺南方遺跡発掘調査報件』

｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出七木簡概報』18

:「奈良・飛鳥;?|軒方迪跡」『r木簡研究』26 ）
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飛鳥寺南方遺跡（3 次）［あすかでらなんぽう］11 206】　　 高市郡明口香村

古代官衙　93.2 － 93. 3　16点　 奈良国立文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　：「飛鳥・藤原宮発掘調査概報」23

0 奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』11

0 奈文研　　　　　　　　ｉ『奈良国立文化財研究所年報1993』

Ｏ奈文研・奈良県教委　ｌ『飛鳥寺南方遺跡発掘調食報告』

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｉ『飛鳥・藤原宮発掘訓査出土木簡概報』18

0 111人樹　　　　　　　　：「奈良・飛鳥寺南方遺跡」（「木簡研究」26）

山田 道跡 （3 次 ）〔やまだみち〕【 】205】　　 高 市郡明 日 香村

古代 都城　90.10 － 90. 11　4点　 奈良国 立 文化財 研究 所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』21

0 奈 文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出ｔ木簡慨報』10

0 橋 本義則　　　　　　　｜「奈良・111Ⅲ道跡」（「木簡研究」】3）

０奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1991  j;

O 奈 文研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥藤原京木簡2一一藤原京木簡1』（奈良文化財研究所史料82 ）

山田道跡（8次）〔やまだみち〕　　 高市郡明 口香村

古代都城　99.  12　00.2　1 点　 奈良国立文化財研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良国立文iﾋ財研究所年報2000－ uＪ

ｏ奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』18

0 巾大樹　　　　　　　　｜r 奈良・山田道跡j（『木簡研究』28）

ｏ奈攵研　　　　　　　：『飛鳥藤原京木簡2－藤原京木簡り（奈良文化財研究所史料82）

飛鳥 池遺跡 （飛 鳥寺1991 － 1次 ）［あすかいけ］【1 205 】　　 高rlj郡 明 口香村

古代生 産 遺跡　91.4 － 91.8　106 点　 奈 良国 立文 化財研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　:r 飛鳥・藤原宮発槻調査概報』22

0 橋本義則　　　　　　　：「奈良・飛鳥池遺跡」（「 木簡研究Ｊ Ｍ」

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜「奈良国立文化財研究所年報1992jj

o 奈 文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出士木簡概報』11

0 奈 文研　　　　　　　　 ｜「飛鳥・藤原寓発掘調査出 上木簡概報J15

0 木簡学会編　　　　　　ｌ「 日本古代木簡集成」東京大学出版会

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥藤原京木簡卜 飛鳥池・山lll寺 木簡』（奈良文化財研究所史料79 ）

飛鳥池遺跡（飛鳥藤原84 次）〔あすかいけ〕[ 1 205】　　 高市郡明日香村

古代生産遺跡　97.卜97.  12　7522 点　 奈良国立文化財研究所

ｏ奈文研　　　　　　　　：『奈良閥立文化財研究所年報』998　n』

ｕ奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出|:木簡慨報』13・Ｍ・15

Ｏ 今崎保広

Ｏ木簡学会編

Ｏ奈文研

： ’奈良 一飛鳥池遺跡」（『木簡研究』21 ）

1r 日本 占’代木簡集成』東京人学出版会

：『飛鳥藤原京木簡1－ 飛鳥池・山田寺木簡』（奈良文化財研究所史料79 ）

飛鳥 池遺 跡 （飛鳥 藤原87 次 ）〔あすかいけ〕【I  206】　　 高市郡明 日香 村

古代生 産 遺跡　97.  12 － 98.7　2 点　 奈良 国 立文化 財研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1998 － ｎｊ

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良国立文化財研究所年報1999 － n』

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｜『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報Jl 1-1

ｏ 寺崎保広　　　　　　　：「奈良・飛鳥池遺跡」（『木簡研究』21 ）

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥藤原京木簡1－ 飛鳥池・111111寺 木簡』（奈良文化財研究所史料79）

飛 鳥池遺 跡 （飛 鳥藤 原93 次 ）［あすかいけ］【1206 】　　 高Ili郡 明|.1香 村

古代生 産遺跡　98.7 － 99. 2　457点　 奈 良国 立文化 財研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｌ『余良国 立文化財研究所年報1999 － 11』

０ 奈文研　　　　　　　　lr 飛鳥・藤原宮発掘調 査at1: 木 簡概報Ｊ Ｍ

ｏ 寺崎保広　　　　　　　ｉ「奈良・飛鳥洫遺跡」（『木簡研究』21 ）

０奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮 発掘調査出上木簡概報』15

0 木簡学会編　　　　　　ｉ『日本占代木簡集成』東京人学出版会

０奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥藤原京木簡卜- 飛鳥池・山|||寺木簡』（奈良文化財研究所史料79 ）
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飛 鳥池 遺 跡（飛 鳥藤 原98 次 ）〔あすかいけ〕【1206 】　　 高「↑i郡 明 日香村

占代 生産遺 跡　99.  3 － 99.9　22,£　 奈 良岡 立文化財 研 究所

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『 奈良国立文化財研究所年報2000 － n』

ｏ奈文研　　　　　　　　 ｉ「 飛鳥・藤涼宮発掘調介出-I:木簡概報」15

0 巾人 樹　　　　　　　　：「奈良・飛鳥池遺跡」（「木簡研究」24 ）

ｏ奈文研　　　　　　　　 ：「飛鳥藤原京木簡I　 飛鳥池・11JI 寺 木簡」（奈良文化財研究所史料79 ）

飛鳥 池遺 跡 （飛 鳥藤 原112 次 ）〔あすかいけ〕【I  206】　　 高lti郡 明 日 香村

占代 生 産遺跡　00.  12 － 01. 3　1 点　 奈 良閥 立文化 財研 究所

ｏ余文研　　　　　　　　ir 奈 良文化財研究所紀要2001 』

ｏ 余文研　　　　　　　　 ｌ「飛鳥・藤原宮発掘調食出七木簡概報J15

0 11j･大樹　　　　　　　　 １「奈良・飛鳥池遺跡」（『木簡研究』2･1）

ｏ 奈攵研　　　　　　　　 ：『飛鳥藤原京木簡|一飛鳥池 り1』|||寺木 簡』（奈良文化財研究所史料79 ）

飛鳥 池東方 遺 跡 （飛鳥 藤原92 次 ）［あすかいけとうほう］【1  206】　　 高 市郡明 日 香村

占 代 溝　98  .A － 98.6　3,･M　 奈 良国 立文化 財研究 所

ｏ余 夊研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出.1:木簡 慨報』14

0 余 文研　　　　　　　　 ｌ『奈良岡 立文化財研究所年報1999 － ｎ 』

ｏ ,?崎 保広　　　　　　　｜「余良・飛鳥池束方遺跡」（r 木簡研究）21 ）

ｏ余文研　　　　　　　　 ：『飛鳥藤原京木簡1－ 飛鳥池・ljlm 寺木簡』（奈良文化財研究所史料79）

酒船石遺跡（9次）〔さかふねいし〕【1 2061　　 鳥市郡明日香村

占代宮殿関辿　97. 3 - 97バ1　13点　 明日香村教育委員会

Ｏ明 川香村教 委

(げ||川 嘉之・､? 崎 保広

Ｏ 明 日香村教委

：『明『|香村遺跡調査慨報 罘成8 年度』

：「余良・酒船石遺跡」（『木簡研究』20 ）

奈良県

:2000 年

; 2002 年

:2002 年

:2007 年

: 2001 年

12002 年

:2002 乍

! 2007 年

:1999 年

:1999 年

:1999 年

:2007 年

:1998 年

:1998 年

：『酒船石遺跡発掘､凋査報告iり　付、飛鳥東垣内遺跡・飛鳥宮ノド遺跡（本文編）:2006 年

：（図版編）』（明日香村文化財調査報告書4）

酒船石遺跡（10 次）〔さかふねいし〕【1 206】　　 高市郡明日香村

占代宮殿閲連　97.  5 － 97. 9　15点　 明 川呑村教育委員会

ｏ相川嘉之・か崎保広　 凵 余良・酒船石遺跡」『1r木簡研究』20）

Ｏ明 川香村教 委

Ｏ明 川呑村教委

ｉ『明日香村遺跡調査概報 ｆ 成9年 度』

Ｉ

Ｉ

Ｉ

; 1998 年

卩999 年

に 酒船石辿跡発掘調介報告､’｝一付、飛鳥東埴内辿跡・飛鳥宮ノ1ヽ･遺 跡（本文編）:2006年

：（図版編）』（明日香村文化財調査報杵,1M）

酒船石遺跡（14 次）〔さかふねいし2【1207 】　　 高･111郡明|| 呑村

占代宮殿関連　00.  6 - 00. 11　4点　 明日香村教育委貝会

（,相原嘉之・山ド信･ 郎:「奈良・酒船石遺跡」（『木簡研究』23）

Ｏ明ll 西村教委

Ｏ 明 日香村教委

酒船石遺跡（19 次）

古代宮殿関連

Ｏ西光慎治・小大樹

Ｏ明||香村教委

Ｏ明||香村教委

Ｏ奈夊研

：『明日香村辿跡調査概報 平成12 年度』

‐

‐

―

:2001 年

:2002 年

:r 酒船 石遺跡発掘､凋査報告占一付、飛鳥東如E内 遺跡・飛鳥寓ノ下辿跡（本文編）:2006年

ｌ（図版編）』（明|| 香村文化財調査報;り,!Ｍ）

〔さかふねいし〕[ 1 207】　　 高111郡 明 日香村

02.4 － 02.7　416 点　 明 日 香村教 育委 員会

：「奈良・酒船石辿跡」（『木簡研究』25 ）

:II 明 日 呑村辿跡調査概報 ヽ|勺戉Ｍ年度』

‐

‐

‐

:2003 午

:2001 年

：「酒船石遺跡発棚調査報告乃 一一付、飛鳥東垣内辿跡・飛鳥宮ノ下遺跡（本文編）:2006年

:（lXl版編 ）』（|Ⅲ| 香村文化財調介報告､炸4）　　　　　　　　　　　　　　　　　:

日･ 木簡黎明‥･飛鳥に集ういにしえの 文字たち』（飛鳥資料館図録53）　　　　　12010 年

酒船石遺跡（23 次）1さかふねいしl【1 207】　　 高市郡明 日香村

占代|’1然流路　03. 2 ・ 03.3　】点　 明ll 香村教育委輿会

Ｏ西皃慎治・Ilj’人樹　　:l 奈良・酒船ｲi遺跡j（『木簡研究』25）

Ｏ明日香村教＆

Ｏ明日香村教 委

：『明日香村遺跡調査概報 ヽF成 Ｍ年度』

:2003 年

:2004 年

：「酒船右造跡発掘調在刪りy 一付、飛鳥東垣内遺跡・飛鳥″ｇ ノド遺跡（本文編）12006 年

:（lｘl版編）J（明11香村文化財調食報告書4）

飛鳥東垣内遺跡［あすかひがしがいと］【1207 】　　 高111郡明日香村

占代溝　99.2 －99.3　3 点　 明日香村教育委員会

ol叫光慎治　　　　　　　：「奈良 一飛鳥東垣内避跡」『r木簡研究』21）
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Ｏ明日香村教委 ：『酒船石遺跡発掘調査報告書一付，飛鳥東垣内遺跡・飛鳥宮ノ下遺跡（本文編）:2006 年

｜（図版編）』（明日香村文化財調査報告書4）

石神遺跡（14 次）（飛鳥藤原116 次）〔いしがみ〕【1 207】　　 高市郡明日香村

古代宮殿関連　01. 7 － 01. 12　83 M.　奈良文化財研究所

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

Ｏ奈文研

：『奈良文化財研究所紀要2002』

:『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』16

1「奈良・石神遺跡」（『木簡研究』24）

:『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』20

石神遺 跡 （15 次 ）（飛 鳥藤 原122 次 ）〔いしがみ〕【1 207]　　 高l↑f郡 明「1香 村

占代宮 殿 関連　02.7 － 03. 1　2422 点　 奈 良文 化財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良文化財研究所紀要2003 』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ｌ『飛鳥・藤原宵発槻調査出血木簡既報』17

0 市大樹　　　　　　　　 ｉ「奈良・石神遺跡」（『木簡研究』26 ）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出十木簡既報』20

0 奈 文研　　　　　　　　 ｉ『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』22

0 奈 文研　　　　　　　　 ：『木簡黎明一飛鳥に集ういにしえの文字たち』（飛鳥資料館図録53 ）

石神 遺跡 （16 次 ）（飛 鳥藤原129 次 ）〔いしがみ〕　　 高,li郡 明 口香村

古 代宮 殿関 連 〔〕3.7 － 04. 1　782点　 奈 良文化 財研 究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『奈良文化財研究所紀要2004 』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡慨報』18

0 奈 文研　　　　　　　　 ｉ『 奈良文化財研究所紀要2005 』

Ｏ奈文研　　　　　　　　 １『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』19

0 市人樹　　　　　　　　 ｉ「奈良・石神遺跡」（『 木簡研究』27 ）

Ｏ奈文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』20

0 奈 文研　　　　　　　　 ：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』22

0 奈 文研　　　　　　　　 ：『木簡黎明一飛鳥に集ういにしえの文字たち』（飛鳥資料館図録53）

石神遺跡（17 次）（飛鳥藤原134 次）［いしがみ］　　 高巾郡明日香村

古代宮殿関連　0･1.4 － 04. 10　3点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研　　　　　　　　ｌ『奈良文化財研究所紀要2005』

Ｏ奈文研　　　　　　　　：『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木節概報』19

0 111大樹　　　　　　　　ｉ「奈良・石神遺跡」（『木簡研究』28）

石神遺跡（18 次）（飛鳥藤原140 次）〔いしがみ〕　　 高市郡明11 香村

古代宮殿関連　05.9 － 06. 5　110点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈文研

０奈文研

Ｏ市大樹

：『奈良文化財研究所紀要2007』

:『飛鳥・藤原宮発掘調査出上木簡概報』21

:「奈良・石神遺跡」（『木簡研究』29）

石神遺跡（19 次）（飛鳥藤原145 次）〔いしがみ〕　　高「h郡明日香村

古代宮殿関連　06.10 － 07.5　32点　 奈良文化財研究所

Ｏ奈 文 研

Ｏ 余 文研

Ｏ｢卜 大 樹

和歌山県

：『奈良文化財研究所紀要20〔〕8』

l『飛鳥・藤原宮発掘調査出ｔ木簡既報』22

1「奈良・石神遺跡」（『木簡研究』30）

1
1
1

12002年

:2002 年

:2002 年

:2006 年

12003年

:2003 年

:2004 年

12006年

12008年

:2010 年

12004 年

|2004年

12005午

:2005 年

12005年

12006年

:2008 年

:2010 年

:2005 年

:2005 年

12006年

:2007 年

:2007 年

:2007 年

:2008 年

汐008年

12008 年

鷺ノ森遺跡（3次）〔さぎのもり〕※　　 和歌山l↑i

近 世城下町　92.  1 － 92. 7　1点 （財）和歌山di 文化体育振興事業団

Ｏ不||歌山111文化体台振興1『鷺ノ森遺跡 第3次発掘調査既報一城ド町和歌山・鍛冶屋町の調査J（和歌山:1992年

恥業団 川i文化体介振興乍業団調査報吉書6）

-  142 －

‐

‐

‐



和歌山県

太田・黒田遺跡（59 次）〔おおだ・くろだ〕※　　 和歌山Γμ

近世集落　07.  4 － 07. 8　1点 （財）和歌山市都市整備公社

Ｏ和歌山市都酊整備公社ｌ『太田・黒Ⅲ遺跡 第59次発掘調査報告書』（和歌山市都巾整備公社発掘調査:2009年
j報 告 書2 ）

小松 原II 遺 跡 に まっばら〕　　 御坊「li

中 世居館　91.2 － 91.3　12 点　 御 坊 巾遺跡 調 査会

０御坊ili遺跡 調査会　　 ：『小松原ｎ遺跡（湯川氏館跡）発掘調査概報ⅦＪ

ｏ前川和彦　　　　　　　：「和歌山・小松原ｕ遺跡（湯川氏館跡）」（『木簡研究』32 ）

根来寺坊院跡（77年度調査Ⅲ区）〔ねごろでらぼういん〕※　　岩出市（|日、那賀郡岩出町）

中世寺院　77. ( 月不詳）　1 点　 和歌山県教育委員会

Ｏ和歌山県教委・和歌山:『那賀郡岩出町 根来寺坊院跡発掘調査概報冂

県文化財研究会

‐

‐

１

―

―

Ｉ

:1991 年

:2010 年

:1978 年

ｌ

ｌ
ｌ

根来寺坊院跡（岩出町立歴史民俗資料館建設に伴う発掘調査）｛ねごろでらぼういん3 ※

岩出市（旧、那賀郡岩出町）　 中世寺院　87.5 － 87. 9　2点 （財）和歌山県文化財センター

Ｏ和歌山県文化財センタ:『根来寺坊院跡一岩出町立歴史民俗資料館建設に伴う発掘調査』　　　　　　:1988年
-

‐

‐

Ｉ

根来寺坊院跡（町道根来・北大池線改良舗装工事に伴う事前発掘調査）〔ねごろでらぼうぃん〕※

岩出l↑i（旧、那賀郡岩出町）　 中世寺院　 発掘期間不詳　2 点 （財）和歌山県文化財センター

Ｏ和歌山県文化財センタ：『根来寺坊院跡一町道根来・北大池線改良舗装’［ 事に伴う事前発掘調査概報］11988年
Ｉ

Ｉ

Ｉ
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